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序章






　これは、夢か幻まぼろしか。

　俄にわかには信じがたいことの連続で、いま自分の身に起こっていることが現実だという実感が薄うすい。まさに映画、もしくは漫まん画がの世界だ。

　等とう間かん隔かくで衛兵の立つ回かい廊ろうを右へ左へと歩いていった先にあったのは、見たこともないほど大きな広間だった。朱しゆ色いろの柱に、植物らしき紋もん様ようが鮮あざやかな色しき彩さいで描えがかれている壁かべ。それはまるで空を目指しているかのごとく高い天てん井じようにまで延びている。

　一歩中へ入ると、大勢の官かん吏りがまるで碁ご盤ばんの上の碁石のごとく整然と並んでいて、咄とつ嗟さにごくりと生なま唾つばを吞のんだ。

　緊きん張ちようで喉のどがからからに渇かわき、衣服の下、背中を冷たい汗あせが伝っていく。足元はまるでスポンジの上でも歩いているかのように心もとなく、ときどきよろけそうになりながら命じられるままにぎくしゃくと足を進めた。

　中央には四柱に囲まれた立派な玉座があり、その正面まで来ると、跪ひざまずいて頭を床ゆかにつけるよう強しいられる。口を噤つぐんだまま命令に従う間も、頭の中ではこれは本当に現実だろうかと考えていた。

　ここは、自分のいた場所とはまったくちがう。国どころか時代も──いや、そもそも世界が異なるというのだから、ちがっていて当然なのかもしれない。

　だとしてもやはり受け入れるのは難しい。夢ではないか、夢であってほしいという希望はどうしても捨てきれなかった。それほどまでに、自分の置かれている状じよう況きようは異質なのだ。

　たっぷり五分は待たされただろうか。同じ姿勢を保つのが苦痛になった頃ころ、周囲がぴりっと張り詰つめたのがわかった。

　前方の扉とびらから入室し、玉座につく男が誰だれなのか、誰すい何かの必要はない。この場に来る前にうんざりするほどくり返し教え込まれたのだから。

　許可が下りるまで床から頭を離はなしてはいけない、自分から話しかけるのも駄だ目め、聞かれたことのみに答えること、等いろいろ。くれぐれも皇上に失礼のないよう、と時代錯さく誤ごに思える忠告もこの世界では当たり前なのだろう。

「そなた、名は？」

　それ以前に、本来は未知であるはずの言語が理解できることに戸惑いつつ、斎いつきはわずかに頭を動かして声の主へと視線を向けた。

「なりません」

　すかさず官吏から小声の叱しつ責せきが飛び、身を縮める。ほんの少しの動作だけで注意されたことより、視界に入ってきたものに衝しよう撃げきを受けていた。

　この場に来るまでいろいろあったけれど、自分が置かれている異質な状況のなかで最たるものが玉座に鎮ちん座ざしている皇こう帝てい自身だ。

　興こう国こく南なん煬よう現皇帝、璃り王おう。

　眩まばゆいばかりの金の長チヤン袍パオに、鮮やかな刺し繡しゆうが施ほどこされた碧あお色いろの腰よう帯たい玉ぎよく佩はい、頭上には天てん冠かん帽ぼう子しと、いかにも皇帝らしい出いで立ちにも拘かかわらずその目元と鼻は不似合いな灰色の牛ご頭ず面で隠かくされている。

　一種異様なその面には恐きよう怖ふ心しんすら湧わき、同時に、恐おそろしい牛頭面の下に隠されているのはいったいどんな顔なのだろうかと、よけいな好こう奇き心しんにも駆かられた。

「……い、つき。有あり馬ま斎、です」

　途と切ぎれ途切れになる自分の声を耳にする傍かたわら、これは現実なのかとふたたび考える。

　ほんの少し前まで普ふ通つうに暮らしていたはずなのに、いまは目にするもの、聞こえてくるもの、すべてがこれまでとはちがう。なぜこうなったのか。

　始まりは、一カ月ほど前の夏だった。いや、もはやどれくらいの月日がたったのかすら曖あい昧まいで、すべてが不確かに感じる。はっきりしているのはひどく速いリズムを刻んでいる自分の鼓こ動どうと、息苦しさくらいか。

　もしかしたらそれすら偽いつわりなのかもしれないと、霞かすみがかかったようなぼんやりとした思考のなか、斎は唇くちびるに歯を立てる。

　そして、何度も肩かたで息をしながら、ごく平へい凡ぼんな大学生だった自分がこの場にいることになった理由を脳のう裏りによみがえらせていった。











第一章






　長机とパイプ椅い子す以外なにもない白い部屋で、斎は手持ち無ぶ沙さ汰たのあまりきょろきょろと落ち着きなく視線を巡めぐらせる。

　ここに来たとき十数人いた者たちはどうやら先の適性テストで落ちたらしく、よくわからないまま健康診しん断だんを終えたあと連れてこられた部屋には、斎ともうひとりになっていた。

「あんたも街で声かけられたんだ？」

　斜ななめ前に座っている若者が、気だるげに髪かみを搔かき上げながら話しかけてくる。口調は軽いが、さっきから貧びん乏ぼうゆすりをしているところをみると彼も緊張しているのだろう。

　朝あさ比ひ奈なケイと名乗った彼は年ねん齢れいこそ同じくらいだが、茶ちや髪ぱつにダメージジーンズ、ピアス、派手な服装と、斎とは真反対のタイプだ。

　斎自身は中肉中背で、髪型も常に一いつ般ぱん的。顔立ちは悪いほうではないとはいえ、褒ほめられるほどでもない。たまに奥おく二ぶた重えの目が涼すずしげと評されるのも、他ほかにいいところがないからだと思っている。

　子どもの頃から成績も運動も平均的で、容姿もごく普通。公立高校からそこそこの私立大学へ進学して二年、社交的とは言い難がたいけれど、バドミントンサークルの飲み会にはそれなりに参加していて、風か邪ぜで休めば差し入れしてくれる友人もいる。

　ようするに、どこにでもいる二十歳はたちの男だった。

「そうだけど」

　舐なめられたくないという微かすかなライバル心が頭をもたげ、ことさら平然と答える。

　ほんの四、五時間前、行くあてもなく街を彷徨さまよっているとき、高額の報ほう酬しゆうが得られる仕事があると声をかけられた。昨日までの自分なら、いや、半日前の自分なら相手にもしなかっただろう胡う散さん臭くさい誘さそいに、半ば自棄やけになっていたせいでのってしまい、こんな場所まで連れてこられることになった。

　だが、それもしようがない。

　大学から自宅に戻もどってみると放心状態の母親が待っていて、父親が借金を作ったあげく蒸発したと聞かされれば誰でも自じ暴ぼう自じ棄きになるはずだ。家じゅうに差し押さえの紙が貼はってあったばかりか、銀行や証券会社の人間がまるで犯罪者でも見るような目で見てきたのだから、まさに青せい天てんの霹へき靂れき、地じ獄ごくに突つき落とされたような気分になったとしても当然だった。

　……なにが、母さんを頼たのむだよ。

　母親から手て渡わたされたメモに書かれた父親の文字を思い出すと、ふつふつと怒いかりが湧いてくる。株に手を出し、五百万を超こえる多額の借金を作った事実をこうなるまで黙だまっていたなんて、しかもひとりで逃にげ出すなんて──自分の父親ながら最悪だ。

「なあ、なにをさせられると思う？」

　横目で問われ、肩をすくめる。仕事内容を聞かずにここまで来たところをみると、ケイも斎同様わけありなのだろう。

「臓器目的じゃないって言われたけど、金くれるんなら、俺的には腎じん臓ぞう一個くらいくれてやってもいいって感じかなあ」

　洒落しやれにもならないことを口にし、はは、とケイが笑い飛ばす。その可能性はゼロではないため、ひやりと背筋が冷たくなるのを感じて斎は頰ほおを強こわ張ばらせた。

「俺、じつはやくざの女に手を出しちゃってさあ。三百万、揺ゆすられてんだよね。つか、悪いのは女だろ。それならそうだって最初に言えって思わねえ？」

　ケイは、聞いてもいない経けい緯いを話しだす。借金があるという立場は似ていても、親近感はこれっぽっちも湧かない。ケイの理由は自じ業ごう自じ得とくだし、もし騙だまされたというなら警察に相談すればすむ話だ。自分の場合とは状況がまったくちがう。もし命にかかわるようなことになったら、父親を呪のろってやりたいくらいだ。

「で？　そっちは？　なんでお金が必要なわけ？」

　会ったばかりの男に事情を打ち明けるつもりはなかったので、

「いろいろあって」

　一言ではぐらかす。

　ケイも他人の事情には興味がないらしく、それ以上突っ込んで聞いてくることはせず、ぶつぶつと不満を並べ始めた。

　いいかげんうんざりし始めた頃ころ、前方の扉とびらが開き、白衣姿の男がふたり、姿を見せる。一方は白頭の男で、もう一方は助手だろう、三十代の眼鏡めがねをかけた男は入ってくるや否いなや、斎とケイの前に契けい約やく書しよらしき書類とペンを置いた。

「まず人身売買や臓器提供等の怪あやしい仕事ではないので安心してください。山やま科しな研究所は企き業ぎようからのバックアップもあるまっとうなプロジェクトを行っています」

　確かに、最終ページには名だたる企業名が記されているが怪しいものだ。どうせ確かく認にんすることは難しいだろうし、それに、いまさらだった。高額の報酬に多少のリスクは仕方がない。署名し、拇ぼ印いんを押す。

「これで契約成立だろ？　能書きはいいから俺たちはなにをすればいいか、報酬はいくらなのか、そこだけ教えてくれねえ？　難しいこと並べ立てられても面めん倒どうなだけだし、俺ら、金が目的でここに来たわけだし？」

　前髪を搔き上げるケイが、斎に同意を求めてくる。ケイの言い分はもっともなので、黙って頷うなずいた。

「わかりました」

　緒お方がたと名乗った男が顎あごを引き、ようやく本題に入る。

「きみたちにはある場所へ行ってもらいます。報酬ですが、場合によっては三百万以上払はらう用意はあります」

　思わずごくりと喉のどが鳴る。

「パスポートとか、俺、持ってないんだけど」

　ケイがははと笑うと、緒方は腕うで組ぐみをして立つ白頭の男を見てから口を開いた。

「海外ではないのでパスポートは不要です」

「え、なんだよ。国内？」

　ケイが驚おどろくのも無理はない。きっとケイも斎同様、ありとあらゆるやばい仕事の想像をしていたはずなので、国内と知って気が抜ぬけたのだ。

「いますぐでも行くわ。で、行ってなにすればいいわけ？」

　軽い調子で促うながすケイに、緒方はなにも答えない。代わりに言葉を発したのは白頭の男だった。

　彼が所長のようだ。手にしていたファイルからおもむろに冊子を取り出した彼──山科は、慎しん重ちような手つきで開いて見せる。なにかのコピーらしいそれをいったいなんだろうと熟視してみると、意味不明の文字が並んでいた。元の本はよほどひどい状態なのか、継つぎ接はぎだらけで、ところどころ焼け焦こげているようにも見える。

　どういうことなのかわからず、首を傾かしげる。ケイにいたっては、興味がないのを隠かくそうともせずあくびをすると、明後日あさつての方向を眺ながめだす。

「宇宙人の書とか未確認文明の古文書とかネットでも拡散されているから、一度は見たことがあるだろう。一九八三年に某ぼう国こくで発見されたガルワナ文書だ」

「ガルワナ文書？」

　そういえば、ネットの記事で見たような気がする。それ以外にも、古代史好きのクラスメートが話題にのぼらせていたこともうっすら思い出した。

　ガルワナというのは発見した学者の名前で、そこに記されている文字はどんな言語なのか、図形にはどういう意味があるのかわかっておらず、それがかえってマニア心をくすぐっているらしい。

「それで、その文書がどう関係してくるんですか？」

　早く本題に入ってくれと、言外に先を促す。

　冊子を閉じた山科はひとつ咳せき払ばらいをしてから、やけにもったいぶった口調で言った。

「きみたちには、ここへ行ってほしい」

　どういう意味だろう。発見場所に行けというなら、当然パスポートは必要になる。不ふ審しんに思う自分たちを無視して、山科は昂こう揚ようのためか頰を紅潮させて言葉を重ねていったが、その話は俄にわかには信じ難く、啞あ然ぜんとするばかりだった。

　彼の口から語られたのは、まるでＳＦ小説かファンタジー映画さながらの話だ。

　ガルワナ文書がどんな言語にも当てはまらないのは当然で、この世界とはちがう次元にある異世界のものだという。ネットにある不思議体験や、たまに言語が理解できると言いだす者が現れるのもあながち噓うそではなく、なかには真実もあるだろう、と。

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいで、異論を唱える気にもならない。

「考えてもみたまえ。この世界にガルワナ文書が存在するということは、双そう方ほうになんらかの繫つながりがあったということになる。そう考えた我われ々われは長年にわたり研究を重ねてきて、ついにあちらの世界へ行く方法を発見したのだ。プロジェクトは最終段階に入り、動物実験ではすでにそれなりの結果を得ている。次はいよいよ人間の番だ」

　どうやら来てはいけないところへ来たらしい。

　ネットにあった異世界説そのものの話も、それを信じているらしい男たちもどうかしているというほかない。守秘義務に関する書類に署名させられたが、こんな話、他言したところで誰だれがまともに相手にしてくれるというのだ。

「きみたちにはぜひ被験者になってほしい」

　ある意味人身売買よりも怪しい。なにしろ次元を超えろというのだ。そんなことが本当にできると信じているのなら、やはりこの研究所はまともではない。

　それでも席を立たずに残ったのは、報ほう酬しゆう目当てだ。失敗するのは目に見えているので、うまくいけばなにもせずに三百万を手に入れられる、と自分だけでなくケイも考えたのだろう。

　その日からケイとふたり、毎日、訓練と称しようしてパソコンと繫がったヘッドギアをつけ、耳と目からガルワナ文書を延々とインプットされることになった。わけのわからない図形と文字、泡あわが弾はじけるような音は退たい屈くつで何度も居い眠ねむりしてしまったが、注意されることはなかったので存外のんきなものだった。

　驚いたのは、他ほかにも十人ほどの人間が働いていたことだ。彼らはみな山科に心しん酔すいしているようで、当然異世界の存在を信じていたので、まるでカルト集団そのものに見えた。

　訓練を始めて、瞬またたく間に一カ月が過ぎる。

　母親には住み込みのアルバイトをしていると伝えていた斎だが、いよいよ実験が行われる日を迎むかえて少し弱気になったのだろう。もしかしたらこれが最後になるかも、などと思いつつ母親に電話をかけた。

　ただでさえ父親が不在の状じよう況きようで息むす子こもとなれば、心配するのは当然だ。電話口で泣かれてしまい、胸が痛んだ。が、どうしても大金が必要な以上、やめて帰るわけにはいかない。

「心配しなくてももうちょっとで帰れると思うから──それよりさ、あとで通帳確認してよ」

　口早にそれだけ伝えて電話を終える。

　実験が失敗したときでも前金の返金義務はないことと、ただちに解放されることは決まっている。終わり次し第だい、斎は研究所を出るつもりだった。

「それじゃあ、始めようか」

　山科が白衣の裾すそをひるがえす。さっさとすませて帰ろう、そう思いつつ斎は山科に従った。

「こことも今日でオサラバか」

　安あん穏のんとした言葉に反して、ケイは忙せわしなく首を回したり、腕を上下させたりしている。今日ですべてが終わるのだから、落ち着かないのは斎も同じだ。

　山科が向かっているのは、これまで足を踏ふみ入れなかったエリアだった。四方に銀色のパネルの貼はられた、簡素な通路を奥へと進んでいく。

　やがて手術室のような扉とびらが現れ、山科が真正面に立つとそれは自動で左右に開いた。

「あ……」

　ふと足元に視線を落としたとき、靴くつ紐ひもが緩ゆるんでいることに気づく。咄とつ嗟さにしゃがんで結び直そうとしたが、必要ないと止められた。

「我々の開発した装置で移動できるのは、有機体のみだ」

　それがどういう意味なのかぴんとこないまま靴から視線を上げた斎は、山科の肩かた越ごしに目に飛び込んできた光景に息を吞のんだ。

　普ふ段だんは饒じよう舌ぜつなケイも無言で目を見開く。あまりに大がかりな装置に、どうせうまくいかないし、すぐ終わるなんて軽口を言うのが憚はばかられたのだ。

　大型コンピューターが並び、その中央には巨きよ大だいな金属の輪が見える。研究員たちが真しん剣けんな面おも持もちでコンピューターに向かっている姿は奇き異いで、異様な緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている。ＳＦの世界が急に身近になった、そんな感覚だった。

「……なんだ、これ」

　はは、とケイの笑い声が引き攣つる。ケイにしても、万が一の可能性が頭をよぎったにちがいなかった。

　もし異世界が本当にあったとしたら。実験が成功してしまったら。

　これまで絵空事に思えていたことが現実味を帯びたような気がして、言いようのない不安が押し寄せてくる。

「我々がブリッジと呼んでいるこの移動装置が、きみたちを向こうの世界へ連れていってくれる」

　自信に満ちあふれた山科の口上に、ごくりと生なま唾つばを嚥えん下かした。安易に考えていたらしいと、この期ごに及およんで怖おじ気けづいてしまう。

「さあ、どちらからでも構わない」

　装置の中央に立つよう命じられる。躊ちゆう躇ちよしていると、ケイが一歩後あと退ずさりした。

「あー……これ、大だい丈じよう夫ぶ？　どういう仕組みなのかは知らないけど、あきらかに体に悪そうだし、電磁波？　放射能？　的なものを浴びてさ、あとあと病気になったら困るし。ていうか、生身の人間が耐たえられるもんなの？」

「もちろん大丈夫だ。ちゃんと無事に行って帰ってきてもらわなければ、実験の意味は半減する。それに、我々が今日を選んだのも無む作さく為いではないのだ。長年、ガルワナ文書を研究した結果、次元の歪ゆがみが生じるのは太陽に関係しているとわかった。次の皆かい既き日につ蝕しよくの日、我々はブリッジを開けておく。きみたちは同じ場所で待っていてくれればいい」

　雲を摑つかむような頼たよりない話を信じろというのがまず無理だが、だからといって詳くわしい説明を求めているわけではなかった。いまはなにを言われようと疑いが湧わく。

　それでもいまさら引き返せるような状況ではなく──奥歯を嚙かみ締しめた斎は、大きく息をつくと先に足を踏み出した。ぐずぐずしていてもどうせやるしかないのなら、さっさとすませてしまったほうがいい。

「必ず戻もどしてください」

　斎がそう言うと、山科は満足げに顎あごを引く。

「きみのほうが度胸があるというのは、テスト結果のとおりだな。あとのことは安心して任せてくれ。片道切きつ符ぷのつもりなら、動物実験で十分だからね」

　安心なんかできるか、と他人ひと事ごとみたいな山科の口上に舌打ちをしつつ、指示に従い装置の中央に立った。

　手のひらはもとより、衣服の下は恐きよう怖ふのため汗あせびっしょりになっていた。

　肩で呼吸をする斎を中心に、金属の輪が回り始める。ゆっくりと、徐じよ々じよに速く。

　地鳴りのような機械音に包まれるなか、山科や他のスタッフ、それから最後にケイの顔を見た。

　ケイは両目を見開き、口をぽかりと開けた間ま抜ぬけな顔をしている。斎が先に名乗りを上げるとは思っていなくて驚おどろいているのだろうか。それとも、他に理由があるのか。

　そんなことを考えていると、みなの姿が見えなくなった。視界がさえぎられ、音のみになる。眩暈めまいを覚えて一度ぎゅっと目を閉じた、その直後だ。周囲がぐにゃりと捻ねじれたような感覚に襲おそわれた。

「ぅあああっ」

　同時に、脳天から足の爪つま先さきまで激痛が走る。手足がもぎとられんばかりの痛みに、呼吸すらままならなくなる。

　きっとこのまま死んでしまうにちがいない。いっそそのほうがいい、と思った瞬しゆん間かん、まさにスイッチが切れたように意識が途と切ぎれた。

　その後のことはわからない。気がついたら、泥どろの中で溺おぼれる夢を見ていた。なぜ夢だと思ったのかといえば、泥の中にも拘かかわらず月が見えていたからだ。青く輝かがやく月明かりのなか、ばたばたと手足を動かす自分を真上から眺ながめている、そんな夢だった。

　ふと、しきりに自分を呼んでくる声に気づく。いったい誰なのか、その声はやけに心配そうに聞こえる。

　そろそろ起きなければ。

「……いて」

　ずきんとこめかみに走った痛みに顔をしかめた斎は、そこを手で押さえてからようよう目を開けた。真っ先に目に飛び込んできたのは古木の梁はりで、あれ？　と一瞬混乱する。

　いったいここはどこだろう。粗そ末まつな小屋のような天てん井じようを見つめ、なぜ自分が知らない場所で転がっているのか思い出そうとする。

　確か自分は──。

「……イジョブカ」

　突とつ然ぜん、すぐ傍そばから声が聞こえて、斎はびくりと身体からだを跳はねさせた。

「うぅ……っ」

　自分では飛び起きたつもりだったが、実際は痛みに身み悶もだえしただけだった。この尋じん常じようではない痛みはいったいどうしたというのか。筋肉痛にしてはひどすぎるし、まるで全身の骨がばらばらになったみたいな感じがした。

「痛いてえ……なんだよ、これ」

　はあはあと荒あらい呼吸をしつつ、状況を把は握あくしようと努力する。が、頭の中は霞かすみでもかかったようで、思考がはっきりしない。

　確か自分は──誰だれかと一いつ緒しよだったはず。

　いったいどこで？

「…………」

　懸けん命めいに考えていると、霞の中に、白衣の男がぼんやりと浮うかんできた。

　──我われ々われがブリッジと呼んでいるこの移動装置が、きみたちを向こうの世界へ連れていってくれる。

　顔ははっきりしない。他ほかにも白衣を着た者が複数いる。それから、もうひとり、自分とあまり変わらない歳としの若者。

「う……」

　脳みそを搔かき混ぜられているような不快感を覚え、吐はき気がこみ上げる。

「ウゴケナイノカ？」

　もう一度声をかけられ、斎はゆっくりとそのほうへ視線を動かした。自分を覗のぞき込んでいる男たちと目が合う。泡あわが弾はじけるような喋しやべり方はまるで外国語のようで、聞こえてはくるもののなかなか理解するのは難しい。

　何度か深呼吸をしてみたが、意識も男たちの話もまるで頭には入ってこないばかりか、急激に寒気を覚えて身体ががたがたと震ふるえだす。

「寒……」

　硬かたい茣ご蓙ざの上で起き上がることもままならず、全身にびっしょりとかいた汗が冷たくて、不快でたまらなかった。

「ネツガタカイ」

「ヤクソウヲセンジテノマセヨウ」

　ふたたび意識が混こん濁だくしてきて、彼らの声も徐々に遠くなる。頭の中に白衣の男たちや若者、母親、父親の顔が順に現れては、消えていった。

「……はっ」

　次の覚かく醒せいは、比ひ較かく的てきゆっくりだった。いつもの朝の目覚めと変わらず、自分の部屋ではないことを不思議に思った斎は横になった状態で首を傾かしげた。

「あれ、俺──どうしたんだっけ」

　身体のあちこちが痛むが、我が慢まんできないほどではない。上半身を起こすと、いま一度薄うす暗ぐらい室内──室内と言ってもいいなら──をチェックしていった。

　薄暗いのは当然で、土を塗ぬり重ねた壁かべに明かり採り用の穴、もとい窓が開いているだけのひどく簡素な造りだ。屋根は藁わら、斎が横になっているのは土間に敷しかれた茣蓙、年ねん齢れいのそう変わらない男たちが身に着けているのもまるでボロ布に見える。

　少なくとも斎の住んでいる街ではないし、知らない場所、知らない人間だ。

　目め頭がしらを指で押さえてから、切り出した。

「ここは、どこですか」

　斎の問いに、年とし嵩かさの男が口を開く。

「俺たちの家だ。洞どう窟くつの近くに倒たおれていたきみを、弟が見つけたんだ」

「…………」

　洞窟に倒れていた？　いったいなぜ。自分はいったいなぜ洞窟なんかにいたのか。どうしてそんなところに行ったのか。

　ずっと靄もやがかかり、はっきりしない頭を巡めぐらせ記き憶おくを辿たどる。

「具合が悪いのか？」

　黙だまり込んだ斎を、どうやら兄弟らしい彼らは心配そうに覗き込んでくる。見知らぬ人間を家に上げ、あまつさえ案じるなど、いかに彼らが純じゆん朴ぼくな人間であるかを表しているようだった。

　少なくとも自分の周りにはいないタイプで、まるで過去にタイムスリップでもしたか、もしくは未開の地にでも飛ばされたかのような心ここ地ちだ。

「……飛ばされた」

　頭に浮かんだ一言に、はっとする。それをきっかけに、一気にいろいろな記憶がよみがえってきた。

　そうだ。自分は、とある怪あやしい実験に参加したのだ。まとまった金になるのならと半信半疑だったが──あの実験は本物で成功したというのか。山科の話は妄もう想そうでもなんでもなく、現実だったと。

「…………」

　鼓こ動どうが速くなり、汗あせがどっと噴ふき出す。混乱するあまり頭の中がぐちゃぐちゃになるが、ひとつだけは事実だろう。異世界なのか未開の地なのか知らないが、ここがどこであろうと自分はあの装置で飛ばされたのだ。

「そういえば……ケイは」

　結局、ケイはどうしたのだろう。助けてもらった礼を言ってから問うたけれど、顔を見合わせたふたりは首を横に振ふった。

　やはりケイは固辞したらしい。ある程度の覚かく悟ごはしていたはずなのに、実際にひとりとなると心細さで消しよう沈ちんする。無む謀ぼうな真ま似ねをしてしまったと早くも後こう悔かいし始めた。

　知らない場所にひとりきりだ。不安になるのは当然だった。

　言葉が通じるのがせめてもの救いだが、聞き慣れない言語を理解でき、自分も話せる理由については考えたくなかった。

「これ、食べて」

　弟が椀わんを差し出してくる。深緑色のどろどろした液体からは、植物の青あお臭くさい匂においがしている。いらないと断っても強く勧すすめられ、躊躇ためらいつつ受け取った斎は、木の匙さじですくって口に運んだ。

　なんの味もしない、まるで糊のりでも食べているようなそれはとても口には合わずすぐに椀を置く。厚こう意いはありがたいものの、食べられるような代しろ物ものではない。

　なおさら帰りたくなり、斎は茣蓙から腰こしを上げた。

「すみません。なにか、着る物を貸してもらえませんか」

　まずはここがどこなのか、少しでも情報を得るべきだろう。自分が倒れていた洞窟の場所も知る必要がある。

「まだ起きちゃ駄だ目めだ」

　弟の制止にかぶりを振り、斎はよろめく足でなんとか立ち上がる。兄が貸してくれた衣服は見た目を裏切らずに少し臭におったが、いまは贅ぜい沢たくを言っている場合ではなかった。

　粗そ末まつな立て板でさえぎられているだけの玄げん関かんへ向かおうとしたとき、外がひどく騒さわがしいことに気づく。

　喧けん嘩かでもしているのか、いま表に出て巻き込まれでもしたら大変だ。初っ端ぱなから面めん倒どうな、と心中でため息をこぼしつつ外を窺うかがおうとしたとき、がたがたと音を立てて戸板が外され──あっという間に制服を身に着けた男が四人、土足のまま無ぶ遠えん慮りよに上がり込んできた。

　彼らは兄弟には見向きもせず斎の周りを取り囲む。予想外の事態に動どう揺ようし、尻しり餅もちをついた斎は、助けを求めて咄とつ嗟さに兄弟を見た。

　が、すぐに期待できないとわかる。兄弟は部屋の隅すみで肩かたを寄せ合い震えていた。

「洞窟にいたというのは、おまえだな。名と歳、出身を言え」

　矢や継つぎ早に詰きつ問もんされ、口ごもる。粗末な衣服の兄弟に反して、映画の中で目にする憲兵を思わせる出いで立ちの彼らはまるでコスプレ同然だ。

「え……俺？　なんで」

　そのせいで、笑ってごまかそうとしたのが間ま違ちがいだった。

「答えろ！」

　警棒で肩を叩たたかれ、激痛に声を上げる。

「……に、するんだよっ」

　肩を押さえ、涙なみだ目めで睨にらみつけると、最後に入ってきた男がくいと顎あごをしゃくった。

「まあいい。どのみち行き先は決まっている。連れていけ」

　男の命令により、両りよう脇わきから腕うでを取られて無理やり立たされた斎は、あろうことか後ろ手に縄なわで縛しばられて外へ引き摺ずり出される。抵てい抗こうしようにも多勢に無勢、端から犯罪者扱あつかいされて混乱するしかない。

「なんだよっ……俺が、なにをしたっていうんだ！　ついさっきまで起き上がれなかったっていうのに」

　いくら訴うつたえても無駄だ。周囲に人だかりができているが、逆らってまで斎を助けようなどという者はいない。それもそのはず、村人だろう人たちはみな兄弟同然に貧しく、弱者なのだ。

　どうやら男たちは役人のようで、身なりの差はそのまま立場の差であり、役人の一いつ喝かつに村人たちは蜘く蛛もの子を散らす勢いで消えていった。

「痛……そんなに、引っ張るなよっ」

　逃にげることはあきらめ、ふらつく身体からだでなんとか歩みを進める。彼らの目的がなんであるかがわからないだけに不安で堪たまらなかったが、半面、どこか実感がないのも本当だった。

　きっとそれは、実験自体が荒こう唐とう無む稽けいなものだからだろう。全部夢だと言われたほうがむしろしっくりくる。

　みなの注視のなか引き立てられていった先には、斎の他ほかにも縄で縛られた者が数人列をなしていた。みな煤すすけた顔をして、刃は向むかう気力もないように見える。

「早く歩け！」

　権高に命じられると同時に背中を小こ突づかれ、斎も転びそうになりながらも列の最さい後こう尾びについた。

　馬で移動する役人たちに囲まれ、舞まい上がる砂すな埃ぼこりにまみれて他の者たちと一いつ緒しよに命じられるまま進んでいく。

「貴様ら密入国者は、我が国のために死ぬまで働いてもらう」

　馬上からの役人の言葉に、他の者たち以上に斎は動揺する。いきなり捕とらえられたあげく、弁明の場も与あたえられずに密入国者として労働を強しいられてどうして甘かん受じゆできるだろう。役人たちの横暴さから、奴ど隷れいのような生活を強いられるのは目に見えている。

　夢でも現実でもこんなのは厭いやだ。ただでさえ弱っている身体が、恐きよう怖ふで震ふるえる。背筋が凍こおり、とてもじっとしていられなかった。

「冗じよう談だん、じゃないっ」

　わあっ、と声を上げ、後ろ手に縛られた不自由な身体で駆かけ出す。

「貴様！　止まれっ」

　すぐ後ろに迫せまってくる役人の声にパニックになりながら、必死で走った。

　一秒だってこんなところにはいたくない。その一心だったが、当然すんなりと逃がしてはくれなかった。

「も、厭だぁ……ぅあっ」

　膝ひざ裏に棍こん棒ぼうが当たり、勢いよくその場に倒れ込む。激痛に耐たえ、なんとか這はって逃げようとしたものの砂を搔かくばかりでどうにもならなかった。

　すぐさま取り囲まれ、いっそう容よう赦しやのない力で棍棒が背中に打ちつけられた。

「うぅ……くっ」

　歯を食い縛り、懸けん命めいに痛みに耐える。これほど理り不ふ尽じんな扱いをされる悔くやしさと、なによりも言い様のない不安で涙がこみ上げてきた。

「逃とう亡ぼうは重罪に値あたいするぞ」

　叱しつ責せきとともに再度棍棒が振り上げられる。

　衝しよう撃げきを覚悟し、斎はなおも身体を丸める。帰りたい。帰りたい。そう何度も頭の中でくり返しながら。

　断ればよかった。金のためとはいえ、わけのわからない実験に参加したのが間違いだった。まさかこんなことになるなんて──自分の浅はかさを悔くやんだところでいまさら遅おそい。

「た……助けてっ」

　誰ともなしに救いを求めた斎だが、覚悟していた痛みが襲おそってこないことに気づく。不ふ審しんに思い、そっと視線を上げると、周りを取り囲んでいたはずの役人たちはみな斎に背中を向け、同じ姿勢を保っている。腕で輪を作り、こうべを垂れるその姿を怪け訝げんに思い、顔を起こした。

　四頭立ての馬車が見える。鮮あざやかに彩さい色しきされ、中央に黄金の龍りゆうが施ほどこされている豪ごう奢しやな馬車だ。

　従者が扉とびらを開く。

「……っ」

　ゆっくりと男が降りてきた瞬しゆん間かん、息をするのを忘れて彼に見入った。

　その姿は異様だった。

　長チヤン袍パオを纏まとったすらりとした体たい軀く、胸の下まである艶つややかな黒くろ髪かみ、にも拘かかわらず男の顔は禍まが々まがしい牛ご頭ずの面で覆おおわれている。

　離はなれた場所からただ茫ぼう然ぜんと見つめていた斎は、なぜか目が合ったような気がして身を硬かたくする。実際は目視できる距きよ離りではないので、きっと勘かん違ちがいだろう。

　牛頭面の男は役人に何事か告げると、馬車に戻もどり去っていった。わずか一分足らずだったが、男のいた間だけ砂埃の舞う貧しい界かい隈わいが別の場所になったようだった。

　役人たちが拝手を解き、一いつ斉せいに斎に向き直る。他の者たちはまるで小さな子どもみたいに隅っこで肩を寄せ合い、こちらを窺っていた。

　また棍棒でいたぶられるかと思うと怖こわくて後あと退ずさりする。が、予想に反して、荷物さながら乱暴に馬へ乗せられた。

　斎の乗った馬は列から離れ、駆け出す。いったいどこへ向かっているのか知りたかったが、聞ける雰ふん囲い気きではなく、振ふり落とされないよう役人の衣服をぎゅっと握にぎり締しめた。

　広い農村地帯を抜ぬけると、まもなく城じよう壁へきが見えてくる。立派な石の城門から中へ入ると、そこは活気のある市街地で、多くの人たちで賑にぎわっていた。

　城壁内は区画整備され、立派な建物が並んでいる。行き交かう人たちの衣服は老ろう若にやく男なん女によとも清潔で、つい先刻までいた場所とそれほど離れていないのが不思議なくらいだった。

　馬が通ると人々は道を空け、目線を伏ふせて見送る。

　やがて都城の中心へとやってきた。まっすぐ延びる大路を走り、ふたつほど門をくぐり抜けると途と端たんに視界が開ける。驚おどろくほど広々とした敷しき地ち内の遥はるか向こうには、煉れん瓦が色いろの二層二階の城が見えた。

　馬は城とは別のほうへと走っていく。

「……ここって」

　口にするのを躊躇ためらっているうちに、どうやら目的地に到とう着ちやくしたようだ。馬から下りた斎の身み柄がらは、待ち構えていた侍じ女じよたちに渡わたされる。

　そこから先はあっという間の出来事だった。汚よごれた身体を隅々まで清められ、白い長衣と青い腰こし紐ひもというなんとも頼たよりない衣服を与えられた。

　着き替がえを終えたかと思うと、次に待っていたのは皇こう帝ていへの謁えつ見けんだ。大勢の官かん吏りが控ひかえるなか、跪ひざまずき、両手と頭を地につけた姿勢をとったまま、何度も深呼吸をする。だが、緊きん張ちようを解く役には立ってくれず、冷静にはほど遠い状態で皇帝を迎むかえることとなった。

　許可が下りるまで床ゆかから頭を離してはいけない、自分から話しかけるのも駄だ目め、聞かれたことのみに答えること、等いろいろ。教え込まれたことを心中でくり返す。

　現代において、興国などという国はどこにも存在しない。璃王という名も歴史上で聞いたことがない。

　未知の国で自分の常識が通用するとは思えなかった。痛い目に遭あうのは一度で十分だ。

　建物や人々の服装等は大陸的に見えるが、ちがいも多い。

　たとえば──。

「そなた、名は？」

　朱しゆ色いろに黄金の龍を戴いただいた玉座に座る璃王自身だ。

　煌きらびやかな長袍に鮮やかな刺し繡しゆうが施された碧あお色いろの腰よう帯たい玉ぎよく佩はい、頭上には天てん冠かん帽ぼう子しと、いかにも皇帝らしい出いで立ちには不似合いな灰色の牛頭面。傅かしずいた姿勢で、一瞬目にした恐おそろしいそれにいっそう緊張感が高まる。

　これから自分はどうなるのだろう。

「……い、つき。有馬斎、です」

　斎の返答に、璃王からの言葉はない。周囲はしんと静まり返り、呼吸をするのでさえ憚はばかられる。

　唇くちびるを引き結んでいると、ようやく声がかかった。

「肩かたに痣あざがあるというのは真まことか」

　痣？

　質問の意味がわからず眉まゆをひそめる。肩に痣はない。あるのは、子どもの頃ころに悪戯いたずらして負った火傷やけどの痕あとだ。戸と惑まどう斎に、さらなる言葉が投げかけられた。

「見せてみよ」

「……え」

　否定する間もなく、すぐさま寄ってきた侍従が斎の長衣をずらし、右肩をあらわにする。直後、一斉にどよめきが起こった。

　いったいなんだというのだ。

　単なる火傷の痕を見て、脇わきに控える高官たちが途端に慌あわただしくなる。が、それも璃王の右手の動きひとつで瞬時におさまった。

「もうよい。その者は、処しよ遇ぐうが決まるまで私のもとへ置こう」

　誰だれも一言も話さなかったが、なんとも言えず不ふ穏おんな空気が漂ただようのが察せられた。それだけ皇帝の言葉は受け入れがたいものなのかもしれない。

「皇上」

　他ほかの者から押し出されるような形で、ひとりの高官が進み出た。

「申してみよ」

　璃王の許しを得て、高官が拝手の姿勢のまま硬い口調で進言する。

「恐おそれながら申し上げます。その者は密入国者でありますし、本来、この場にいるべきではありません。それを後宮にとなるとなにかと問題が──」

「問題？」

　高官の言葉をさえぎった璃王が、はっと嗤わらった。

「おまえには、この者が背信するほどの度胸があるように見えるのか？　それに、後宮にどれだけの側そく妾しようがいると思っているのだ。一周するだけでも四月はかかる。いちいち側妾個人の問題を取り沙ざ汰たしていたら、きりがない」

　なんて傲ごう慢まんな言葉だろう。家臣への態度がひどいのはもとより、側妾に対する思いやりなど欠片かけらも感じられない。牛頭面のイメージそのままの横暴さに、斎は自身の行く末を想像して震ふるえるしかなかった。

　しかも好色でもあるのだろう。　>>>♥

　四カ月といえば、百二十日。百二十人もの側妾がいてさらに増やそうなど、普ふ通つうではない。

「大、問題です。俺、男ですから」

　駄目だと言われていたが、どうしても我慢できずに口を挟はさむ。案の定、即そく座ざに叱しつ責せきされたあげく、璃王には無視されてしまった。璃王にとって性別は関係ないらしいと知る結果になり、斎は青あお褪ざめる。自分にその趣しゆ味みはないと断って聞き入れてくれるような相手とは思えなかった。

　退座する璃王を茫然と見送ったあと、助けを求めて周囲に視線を巡めぐらせると、黒い長袍を身に着けた四十歳前後と思おぼしき高官が近づいてきた。

「どうぞこちらへ」

　床から頭を上げるなと厳命されていた先ほどまでとは明らかに態度がちがう。

「あの、俺は……」

　無理だと訴うつたえようとした斎だが、それを阻はばむように官吏のひとりが高らかな声を上げた。

「『龍りゆう痕こんを持つ者が現れしとき、興国に繁はん栄えいがもたらされる』」

　彼の言葉が呼び水となり、そこここで主あるじ不在の議論が始まる。

「彼が、我が興国に繁栄をもたらす者だというのか」

「預言の書に書かれていたことは、事実だったのだ」

「いや、もしや敵国の間者かもしれぬ」

「それより、龍痕を持つ者を後宮に入れるというのは──」

「まだ彼がそうだと決まったわけではない」

　口々に意見を述べる官吏たちを、斎を先導していた高官が一いつ喝かつした。

「口を慎つつしまれよ」

　瞬しゆん時じにまた静せい寂じやくが戻もどる。高官たちのなかではまだ若い、この黒い長チヤン袍パオの男はもっとも高位の宰さい相しようという立場にあるらしい。

「参りましょう」

　恵けい佳かと名乗った彼に促うながされ、広間をあとにする。数歩後ろをついていきながら、斎はその背に話しかけた。

「なんかいろいろ誤解があるみたいですが──俺は、どうなるんでしょう」

　斎に理解できたのは、どうやらみなが斎の肩にある火傷の痕を痣と勘かん違ちがいしているだろうこと、そして後宮に入れられること、そのふたつだ。この先どころか、今日どうなるかすらわからない。

「あなたも、くれぐれも口にはお気をつけください」

　背を向けたままの返答は、斎の期待したものとはかけ離はなれていた。

　強い口調ではないというのに、有う無むを言わせない明めい瞭りような忠告に、すぐさま唇を引き結ぶ。斎にしても、これ以上悪い事態に陥おちいるような真ま似ねは避さけたかった。

　火傷の痕を勘違いされたのだとしても、いまは黙だまっているほうがよさそうだ。

　緊張のため疲ひ労ろう感かんを覚えた斎は、恵佳の後ろから回かい廊ろうを歩きつつ、ふと璃王のことを考える。

　絶対的権力を持っているらしい皇帝の、牛ご頭ず面の下はいったいどんな顔なのだろう。もしかしたら牛頭面に似つかわしく厳つい顔をしているのだろうか。もし彼とふたりきりになったら──想像するのも難しいのに、恐ろしさで寒気がした。

　いや、側妾は百人以上いるのだから、きっと自分のことなどすぐに忘れてしまうだろう。祈いのるような気持ちでそう自身に言い聞かせ、黙って恵佳のあとについていった。











第二章






　華か美びな長袍を身に着け、後宮に入ると、ますます現実味が薄うすれていった。

　後宮は、まるでお伽とぎ噺ばなしの中のお城のような場所だ。絢けん爛らんな建物に、色とりどりの花が咲さき乱れた美しい庭園。金きん木もく犀せいをいっそう甘くしたような香かおりが漂い、まさに地上の楽園そのものだった。

　どうやら興国の皇こう帝ていはお盛さかんなうえバイセクシャルらしく、男専用の内ない廷ていに斎は入れられたが、およそ五十人近くいる男妾たちはいずれも美形揃ぞろいで、あまりに場違いな自分に失しつ笑しようせずにはいられなかった。どれほど煌きらびやかな衣服を着せられようと、彼らと比べれば斎など十人並みだ。おそらく他の側妾や侍じ従じゆうたちは、平へい凡ぼんな斎が後宮へ入ってきたことにすら疑問を抱いだいているだろう。

　斎自身は、ほっとしたというのが正直な気持ちだった。側妾たちを見る限り美形好きな璃王が、気まぐれで後宮に入れた平凡な男を相手にするはずがないと思ったのだ。

　こうなれば密入国者として捕とらえられなかった幸運に感謝すらしたくなった。後宮では他の側妾同様、個室を与あたえられ、何不自由ない生活を送れるのだから。

　半面、問題もある。

　後宮は、皇帝のためのものだ。それゆえ、たとえ高官であろうと親兄弟であろうと一歩たりとも足を踏ふみ入れられないし、側妾も外へ出ることを禁じられているという。

　自分が倒たおれていたという洞どう窟くつに行きたかったのに、それが難しくなってしまった。とりあえず、情報を集めるためにそれとなく他の側妾から話を聞いてみることくらいしかできることはなさそうだ。

　いや、その前に話ができる相手を見つけるのが先か。

　片時も首から外すなと命じられた、黒い石のついたペンダントを指で弄いじりながら、

　──みなに溶とけ込み、くれぐれも目立たぬように。

　後宮に至る門の前で、別れ際ぎわに恵佳から言われた言葉を思い出す。

　重々わかっているつもりだし、できれば斎もそうしたかったが、他の者のように談笑したり庭園を散策したり、互いの美を競ったりで一日を過ごすのは苦痛以外のなにものでもなく、三日もたたずに音を上げた。

　そのため、興国の歴史や礼れい儀ぎを学ぶよう命じられた際には──たとえいまのままでは璃王にお目通りはできないという理由であっても──喜んで飛びついたのだ。

　後宮に入って五日目、後宮専用の図書室で教育係の徐じよ寧さいと会う。勉強好きとは言えない斎でも、一日じゅう歩き回っても足りないほど広く、豊富な蔵書を所有する図書室には気分が昂こう揚ようした。

　図書室は先帝が読書好きの側そく妃ひのために造ったとのことで後宮と隣りん接せつしていて、望めば側そく妾しようたちは使用できるというが、現在のところ宝の持ち腐ぐされとなっているらしい。つまり斎は使い放題というわけだ。

　以前は側妾だったという徐寧は、他の者のように故郷に戻ることはせずに教育係として城に残ったという。容姿と頭脳を兼かね備え、品格さえ感じさせる徐寧は男として羨うらやましいし、過去とはいえ側妾になんてならなくてもよかったのにと思ってしまったが、ひとにはそれぞれ事情がある。現に斎自身、やむにやまれぬ事情でこんな状じよう況きように陥っている。

「まさか読み書きもできぬとは」

　徐寧がため息をこぼした。

　斎にしてみれば会話が成立していること自体不思議なので、読み書きができないのは当然だった。

「──頑がん張ばります」

　文字を学ぶ傍かたわら、徐寧の組んだ綿密なカリキュラムにのっとり興国の歴史、社会情勢、基き礎そ知識はもとより後宮内のしきたりからマナーまで、一日のほとんどの時間を使って教えてもらう。退たい屈くつしていたせいもあるだろうが、勉強することを愉たのしく感じたのは子どもの頃ころ以来だった。

「南煬二十二代皇帝ってことは」

　何冊もある歴史書には、歴代の皇帝についての記述もある。二十一代皇帝、玻は王おうは璃王の父親で、即そく位いしてわずか二年で病死と書かれている。

「二十二代も続いてるんですね」

　深い意味はなかったが、ぼそりとそう言うと、徐寧はすかさず頷うなずいた。

「ええ。獅し子し王の異名を持つ現皇帝が二十二代目になります。興国の始まりは古いのです。悲劇的なことですが、先々帝の時代、興国は南北に分かれてしまいました。南煬と、北ほく城じよう。我が南煬こそが正統な興国なのですが」

　北城の名めい称しようを口にする際、徐寧の声こわ音ねに微かすかな敵意が滲にじんだような気がしたのは勘違いではないだろう。常日頃愛国心なんて意識したことがない斎であっても、徐寧の国への愛と北城への憤いきどおりが伝わってくる。

　多元王朝については歴史の授業で習ったが、徐寧にとっては現実なのだ。

　四方を海に囲まれ、南北に分断された大国・興国。

　厳しい階級制度があり、都城に住んでいる人々は一部の富ふ裕ゆう層に限られている。多くの民たみは城門を通ることすら許されない。貧富の差については、斎も目まの当たりにした。斎を救ってくれた兄弟を始め、村人は総じて貧しい生活を強しいられていた。

「ここをご覧なさい」

　次のページを捲めくったとき、徐寧が一文を指差す。そこに目を落とした斎は、あ、と思わず声を上げていた。

　そのページには見み憶おぼえがある。まさしく山科に見せられた、ガルワナ文書だ。

　ガルワナ文書は継つぎ接はぎだらけだったけれど、いま目の前にあるものは完全な状態を保っている。いつの時代か、なんらかの理由があって興国と現代が繫つながり、歴史書の写しが次元を超こえたという山科の説は正しかったのか。

「ここには『龍痕を持つ者が現れしとき、興国に繁はん栄えいがもたらされる』と書いてあります」

　先日、官かん吏りのひとりが口にした言葉だ。火傷やけどの痕あとを龍痕と勘かん違ちがいされたのが、斎が後宮に入るきっかけだった。

「この繁栄というのは、発音が異なるだけで混乱と同義語なのです。それゆえ、龍痕を持つ者が混乱を招くとも言われています。官吏のなかには、あなたを快く思っていない者もいますから、くれぐれも自重なさってください」

　一度言葉を切った徐寧は、気難しい表情で先を続けた。

「じつのところ、私にはあなたが龍痕を持つ者なのかどうかわかりません」

　至し極ごくまっとうな答えだった。本来なら密入国者であるはずの者がそんな重要人物だなんて信じるほうがどうかしている。

　とはいえ、事実を伝えるわけにはいかず、黙だまって聞き流す。

「しかし、私を含ふくめ、みな信じたいのです。南北が緊きん張ちよう状態にあるいまだからこそ」

「…………」

　国家規模の話だと知り、いっそうなにも言えなくなった。ここでもし火傷の痕だとばらしてしまえば、きっと自分の立場は危あやうくなるだろう。

「あの、ひとつ聞いてもいいですか？」

　そっと右手を挙げた斎は徐寧に視線で促うながされ、戸と惑まどいつつ切り出した。

「皇上は、なぜあんな面をつけてるんですか？」

　歴代の皇帝のページには、肖しよう像ぞう画がも描えがかれている。牛ご頭ず面をつけた皇帝など皆かい無むだし、その記述もない。

「数年前の事故で顔に傷痕が残ってしまわれたせいです。以来、公おおやけの場に出られるときは必ず面をつけられます」

　理由は理解できたものの、それがなぜあんなおどろおどろしい面なのか、やはりそれがわからなかった。皇帝の威い厳げんを保つためか、はたまた後こう遺い症しようで荒すさんだ心の表れか。

　実際の璃王はどんな顔をしているのだろうかと思う。

　が、すぐにその考えを振ふり払はらった。自分には関係ない。ひとまず後宮でおとなしくしておいて、洞窟に行くための策を練ることのほうが重要だった。

　後宮に入ってしばらくは、何事もなく過ぎていった。一方で、閉とざされた空間での生活に斎はストレスを感じ始めていた。

　徐寧と図書室にいるとき以外は、常に侍じ従じゆうが傍そばにいる。たまにひとりになったとしても、他ほかの側妾たちの好こう奇きの視線にさらされるような状況では気の休まる間もない。

　斎に対して、彼らがなんやかやと噂うわさするのは暇ひまを持て余している証しよう拠こだ。何不自由ない生活というのは思った以上に退屈だと身に染しみて知った。

　もちろん、斎もそれなりに努力はした。側妾たちがよく談だん笑しようしている庭園へ顔を出しそれとなく話しかけてみたが、そううまくはいかず、彼らはぴたりと話をやめるとその場からそそくさと離はなれていった。これでは情報を得るどころではない。

　とはいえ、彼らの心情は理解できる。突とつ然ぜんやってきた新参者が明らかに自分たちと毛色がちがえば、警けい戒かいするのはごく自然なことだろう。

「無視とか、子どものイジメかよ」

　ようは、どこの世界でもひとは似たりよったりの行動をとるのだ。

　再チャレンジしようと庭園をぶらぶらしてみるが、今日はまだ側妾たちの姿は見えない。まさか自分を避さけて──などと被ひ害がい妄もう想そうじみた考えまで頭をよぎった。

　それにしても、目を瞠みはるほど広く、素す晴ばらしい庭園だ。

　豪ごう奢しやな黄金の門の周囲に広がる薔ば薇らに似た赤い花の生け垣がき、放射状に延びる噴ふん水すい、四阿あずまやというには立派な眺ちよう望ぼう用の建屋等、まるで一枚の絵画のごとくすべてが計算し尽つくされている。城内にあって唯ゆい一いつ洋風な雰ふん囲い気きを感じられる場所でもあった。

　ひらひらと舞まう蝶ちようを見つける。この世界の蝶は人ひと懐なつっこいのか、羽の模様が目視できるほど近くで斎の周りを回ってから空へと戻もどっていった。

　美しい光景だ。目に痛いほど青い空を見上げていると、自分のいた場所とここがひと続きの世界でないというのが信じられなくなってくる。

　後宮や側妾たちに馴な染じめない斎にとって、庭園は唯一くつろげる場所になっていた。

「斎様」

　名前を呼ばれ、斎は空から背後へと視線を移した。

「図書室へお戻りください」

　自分よりもずっと側妾にふさわしく見える侍従の言葉に、もうそんな時間かと頭を搔かく。勉強の合間の休きゆう憩けいのつもりだったが、うっかり長居してしまったらしい。

「サボりに来たわけじゃないから」

　侍従に言い訳をし、その足で図書室へ戻る。実際のところ、興国の歴史に関しては学べば学ぶほど興味が増し、もし無事に帰ることができたあかつきにはガルワナ文書について調べてみたいと思うほどには面おも白しろくなっていた。

　図書室の扉とびらを開けると、高い天てん井じように届くほどある書しよ架かを見み渡わたしてから、いつものように徐寧の待つ奥の席へ向かう。てっきり小言のひとつもあるかと思っていたが、徐寧は斎の顔を見るなり椅い子すから腰こしを上げた。

「今日はここまでです。あとは彼に従ってください」

　徐寧の目が侍従へと流される。

「どうしたんですか？」

　通常ならあと一刻ほど、夕食の時間ぎりぎりまで勉強は続くはずだ。怪け訝げんに思って首を傾かしげた斎だが、徐寧はそれ以上はなにも言わず先に図書室をあとにする。

「じゃあ、本を借りていこうかな」

　予定外に空いた時間で読書でもしようと思ったものの、その猶ゆう予よは認められなかった。侍従とともに図書室を出て自室へ戻ると、すぐに給きゆう仕じ係がやってきて、食事の準備を始める。

「今日、なにかあるんですか？」

　基本的に規則正しい後宮において、時間が前まえ倒だおしになるからには理由があるのだろう。給仕係に問うてみたが、やはり返事はなかった。

　侍従も同じだ。彼らは必要最低限の会話しかしようとしない。後宮に仕える者たちはみな自身の仕事に忠実だとわかっていても、こうも四角四面な対応ではため息が漏もれる。

　仕方なく斎も口を閉じ、席についた。

　用意されているのは、豊富な食材をふんだんに使った凝こった料理ばかりで、見た目も味も申し分ない。以前より身体からだが軽いような気がするのも、野菜や魚ぎよ介かい中心の健康的な食事が多分に影えい響きようしているのだろう。

　一方で、たまにはジャンクフードを食べたくなるのも致いたし方なかった。

　ハンバーガーやコーラを懐なつかしく感じながら、箸はしをとる。給仕係は出ていき、侍従の見守るなか黙もく々もくと料理を口に運んだ。

　食事が終わると、慌あわただしくまた部屋を出る。連れて行かれた先は側そく妾しようたちが毎日使っている湯ゆ殿どので、斎には初めての場所だった。

　湯殿といっても単なる風ふ呂ろではない。多人数で使えるという点では銭湯に近いが、それとも異なる。一時間も二時間もみながそこで過ごす理由を、斎は後宮に入ったその日に教えられた。

　文字通り頭の天てつ辺ぺんから足の爪つま先さきまで磨みがき上げる場所であると同時に、交流の場でもあるらしい。後宮には派は閥ばつがあり、湯殿で情報交こう換かんをしたり仲間意識を強めたりしていると知ったとき、自分は部屋での湯ゆ浴あみですまそうと決めたのだ。

　いまの時間は誰だれもいないとわかっていても躊ちゆう躇ちよし、恐おそる恐る入っていくと、その広さにまず驚おどろかされた。贅ぜいの限りを尽くすという表現がぴったりの城内だが、湯殿も例外ではない。

　装そう飾しよくはすべて翡ひ翠すいで、長居できるようスイングチェアや簡易ベッドもある。大きなプールほどもある大理石の浴よく槽そうはたっぷりの湯で満たされ、黄金の女め神がみ像の壺つぼからはさらにふんだんに湯があふれていた。

　斎がなぜ湯殿に連れてこられたのか、まもなく判明した。ようするに頭の天辺から足の爪先まで磨き上げられるためだ。

　でも、どうしてなのか。

　ひとつだけ思い当たったものの、すぐに打ち消す。美び貌ぼうの側妾が大勢いて、いくらめずらしいからといってもいまさら璃王が自分に白羽の矢を立てるなんて考えたくなかった。

　時間をかけて隅すみ々ずみまで洗われ、丁てい寧ねいに香こう油ゆを塗ぬられた斎は、薄うす絹ぎぬの夜着を身に纏まとうと湯殿をあとにする。

　侍従が向かったのは普ふ段だん側妾が生活している場所とは別の、離れだった。

　離れがあること自体、斎は知らされていなかった。

「中へどうぞ」

　離れに着き、侍従が扉を開ける。室内は薄暗く、入室を躊躇ためらって覗のぞき込むと、むせ返るような甘ったるい香こうの匂においが漂ただよってきた。

「ここって……」

　不安に駆かられ、その場で立ち尽くす。天井から床ゆかまで滑なめらかなドレープを描いている布の向こうにあるのは、どう見ても寝しん台だいだ。

　天てん蓋がいつきベッドという単語を吞のみ込むと同時に、かっと頭に血が上った。

　後宮に入れられはしたが、何事もなく数日過ごしてきたせいですっかり安心していた。大勢の側妾がいるのだから、自分など忘れられているだろう、と。

　動どう揺ようで足がすくむ。

「……きっと、なにかの間ま違ちがいです」

　なんとか部屋に戻りたい一心から侍従を振ふり返った斎は、先の言葉を発せられなかった。そこにいたはずの侍従の姿はすでになく、牛ご頭ず面が視界に飛び込んできたのだ。

「……っ」

　牛頭面を間近にし、二の句が継つげなくなる。

　茫ぼう然ぜんとする斎の腕うでを、璃王が摑つかんだ。

「中へ入れ」

　静かに命じられると同時に、強ごう引いんに腕を引っ張られる。背後で扉が閉とざされ、璃王とふたりきりになっても抗あらがうどころか一言も発せられなかった。

　周囲が薄暗いせいで牛頭面は不気味さを増し、緊きん張ちようと不安感から鼓こ動どうが跳はね上がる。これ以上は駄だ目めだとわかっているのに、目がそらせない。

　ひたすら凝ぎよう視しする斎に、ふたたび璃王が口を開いた。

「めずらしいのか？　それとも怖こわいか」

　璃王の低い声に微かすかな苛いら立だちが混じる。この状じよう況きようで不ふ機き嫌げんにさせてはまずいと自己防衛本能が働いたらしく、反射的に首を左右に振っていた。

「こ……わくは、ないです」

　ようやくそれだけ返したが、語ご尾びが上うわ擦ずっては説得力がない。

　本音を言えば怖くてたまらないし、自分でもおかしいとは思うが好奇心もあった。

「噓うそをつかなくていい」

　斎の考えていることなどお見通しなのだろう、璃王は鼻であしらう。肯こう定ていも否定もできずに、斎は唇くちびるを引き結んだ。

　大きく肩かたを上下させ、落ち着けと心中でくり返す。自分はどうやら皇こう帝ていの寝所に呼ばれたようだが、どうにかしてこの状況を切り抜ぬけなければならない。

　だが、なんと言えばいいのか。思考がストップしたまま、焦あせるばかりで考えはまるでまとまらなかった。

「た……体調が、悪いので」

　苦肉の策とはいえ、これではまるで授業をサボる言い訳と同じだ。案の定、璃王は答える気がないらしく、無反応だった。

　動揺する斎に構わず、璃王は寝台に歩み寄る。逃にげたい一心で咄とつ嗟さに踵きびすを返すや否いなや、

「動くな」

　ふたたび命じられた。今度はさっきよりも強い語調で、斎の足を止めるには十分だった。これではまるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえる同然だ。

「名は、斎だったか」

　寝台に腰こしを下ろした璃王は、斎の返答など端はなから期待していなかったのだろう。

「厭いやでも、しばらくはここにいてもらう」

　抑よく揚ようのない、一いつ切さい感情のこもっていない口調でそう続けた。

　次にはなにを命じられるかと身構えたものの、それきり璃王は黙だまり込む。物音ひとつしない静かな寝所では指一本動かすのも憚はばかられ、呼吸にすら気を遣つかわずにいられなかった。

「…………」

　いったいどういうつもりなのか。

　まさかこのまま一夜を明かすつもりなのか。

　斎は、璃王の牛頭面を窺うかがう。いっそう不気味に見えていた牛頭面は薄うす闇やみに溶とけ込み、なぜだかわからないけれど、リラックスしているように見えた。

　そのせいだろう、斎は強こわ張ばっていた唇を解いた。

「顔の傷は、ひどいんですか？」

　言葉にしてから、慌てて口を手で押さえる。無神経な質問だし、ましてや相手は絶対的権力を持つ皇帝だ。横暴、傲ごう慢まん。たった一言で不敬行こう為いととられてもおかしくない。

「すみませんっ」

　すぐさま非礼を詫わび、目を伏ふせる。璃王が寝台から立ち上がるのがわかり、斎はびくりと肩を揺ゆらした。

　叱しつ責せきされるか。それとも殴なぐられるか。問答無用で役人に捕とらえられたときのことを思い出し、背筋が震ふるえた。

「悪気はなかったんです……俺はただ……っ」

　自分でもなにを口走っているのか判然としないまま、言い訳を重ねる。

「だから、その──」

　さらに続けようとした斎だが、璃王が右手で払はらうような動きをしたため慌てて口を噤つぐむ。ここでの自分がいかに弱い立場か痛感している以上、卑ひ屈くつな態度になるのは致いたし方なかった。

「そう警けい戒かいしなくとも、怯おびえる相手を手込めにするほど不自由はしていない」

　だが、斎の予想に反して璃王の声は淡たん々たんとしている。不ぶ躾しつけな質問に気分を害した様子もなく、ともすれば穏おだやかにも聞こえた。

　それだけではない。

「期待しているのなら、応こたえないこともないが」

　この一言には勢いよくかぶりを振ると、ふっと笑われたのがわかった。

　意外な反応に戸と惑まどう。あまりに印象とちがう反応に混乱していた。

「自分の目で見てみるか？」

　しかも、これだ。最初は自分の質問に対する答えだとは気づかなかった。璃王が牛頭面を指差すのを見て、初めて察する。

「はい……あ、いえ」

　一いつ瞬しゆんの間にいろいろな考えが頭をよぎった。

　素す顔がおを見たいという純じゆん粋すいな好こう奇き心しんはあるものの、おどろおどろしい牛頭面で隠かくしているくらいだ、璃王自身は見せたくないだろう。

　ましてや斎は不ふ審しん者しやも同然なのだ。

　承しよう諾だくも辞退もできずにいると、璃王が牛頭面に手をかける。ゆっくり紐ひもを解き、それを外す間、斎は知らず識しらず息を止めていた。

「…………」

　結局、好奇心には勝てずにじっと見つめてしまう。璃王の顔には確かに傷きず痕あとがあった。

　右の瞼まぶたから頰ほおに向かって十センチほど、なにかで切ったような痕だ。右目は完全に塞ふさがっていて、ただでさえ視界が狭せまいのに、面などつけていてはさぞ不自由だろう。

　だが、傷痕以上に斎が目を奪うばわれたのは、璃王自身だった。

　皇帝というから、年配の男を思い描えがいていた。しかし、目の前に立つ璃王は若く、斎と同じか、せいぜい二十代半ばに見える。

　驚おどろくことは他ほかにもある。切れ長の目に、まっすぐな鼻び梁りよう、口角の上がった形のいい唇、間違いなく端たん整せいな顔立ちで、傷痕さえなければこれほど綺き麗れいな男はいない。

　いや、その傷痕がマイナス要素であるかどうかすら疑わしかった。傷痕は、危あやうい魅み力りよくを璃王に与あたえているのだ。　>>>♥

「隠すなんて、もったいない」

　右目の傷程度なら牛頭面で隠さずともいいのに。もし自分だったら、傷痕すら利用するかもしれない。と、思ったことがそのまま口に出てしまい、またしても苦く笑しようを買う。

「そういう言い方をしたのは、斎が初めてだ」

　璃王の言葉に、斎は青くなる。だが、今度も璃王は平静そのもので、かえってばつの悪い思いを味わう。

「後宮の生活に慣れたか？」

　これには、少し迷ってから頷うなずいた。

　慣れなくても、慣れたふりくらいすべきだとわかっている。本を読んだり勉強をしたりとのんきでいられるのは、後宮にいるからこそだというのも改めて気づいた。

「あまりに麗うるわしい方ばかりで気き後おくれしますけど」

　半分は事実、もう半分はおべっか、斎にしてみれば精せい一いつ杯ぱい擦り寄ってみたつもりだったのに、璃王には通用しなかった。

「そうか。多すぎて、私は誰だれの顔も憶おぼえていない」

　なんというそっけなさだろうか。皇帝からいつ声がかかってもいいように日々自分を磨みがき続けている側妾たちが聞けば、さぞ悲しむにちがいない。

　派は閥ばつ争いも自分磨きの努力も無む駄だと言われているに等しいのだから。

「冷たいんですね」

　肌はだを合わせている相手の顔も憶えていないなんて、普ふ通つうの感覚からはほど遠い。たとえ皇帝であっても少しの情くらいあるだろう。

　それとも、皇帝にとっては他人など取るに足らない存在だとでもいうのか。

　やっぱり横暴だ。

　興国には厳しい身分制度があるという知識を思い出すと同時に、貧困に喘あえいでいる村人たちの顔も脳のう裏りに浮うかんだ。

　彼らの気持ちがよくわかる、とまでは言えないけれど、持たざる人間が追いつめられていく感覚は理解できる。

「手厳しいな」

　肩をすくめた璃王に、斎ははっとした。

「俺、べつに責めたわけでは……」

　意見できる立場ではないというのに、つい感情的になってしまった自分には呆あきれるしかない。

　唇を嚙かむと、璃王が斎の手を取った。

「え……」

　ぐいと引き寄せられて、顔を見るためにいつの間にか自分から距きよ離りを詰つめていたことに気づいたけれど、もはや手て遅おくれだ。寝しん台だいに転がされ、璃王が身に着けている夜着の感かん触しよくを頰に感じて身体からだを捩よじる。

　が、璃王は構わず斎を体重で押さえ込んできた。

「不自由、してないって……っ」

　なぜすっかり安心していたのか。璃王にとって自分は、毛色の変わった者でしかないのだ。裏切られたような気持ちになること自体、間ま違ちがっている。

　あらゆる感情がこみ上げ、闇雲に暴れる。なんとか逃のがれようとしても、璃王の力は思いのほか強く、上から押さえ込まれてはどうしようもない。

「じっとして」

　いくら命令であってもじっとできるはずもなく、斎は両手で思いきり璃王を突つき飛ばそうとした。しかし、今度は両りよう腕うでごと拘こう束そくされてしまったばかりか、首筋に璃王の吐と息いきが触ふれた。

「い……厭だっ」

　嫌けん悪お感かんから身体を震わせたが、そこに口づけられる。パニックになる斎を無視して、璃王はそのまま軽く歯を立ててきた。

　強く吸いつかれ、痛みが走る。

「うぅ」

　びくとも動かない身体、首筋の痛み。自分ではどうにもならない状じよう況きように、絶望的な心ここ地ちになる。

　いや、いまさら嘆なげいたところで仕方がない。金のために自分を売ったようなものなのだから、これくらいのことで狼狽うろたえるほうが間違っている。

　ぐっとこぶしを握にぎり締しめた斎は、全身から力を抜ぬいた。好きにすればいいと、心中で吐はき捨てながら。

「もう抗あらがわないのか？　あきらめが早いな」

　璃王の厭いやみな言葉には、鼻で笑った。

「無意味なことはしないんですよ。こんなこと、なんでもないし」

　できるだけぞんざいに言い放つと、璃王は斎の首筋から顔を上げ、覗のぞき込んできた。

「なんでもない？　震えているのに？」

　思わず舌打ちが出る。力を抜いたつもりでも、身体の震えを止める役には立ってくれなかったらしい。

「そんなの、気になります？」

　無理やり押さえつけておいてと、言外に責める。さっさとすませろと急せかす意図もあった。

　だが、せっかくの覚かく悟ごは無駄になる。璃王は唐とう突とつに斎の上から退どくと、寝台からも下りた。

　気が削そがれたのか、単なる気まぐれなのか知らないが、いまのうちに出ていこうと震える足で立ち上がり、扉とびらへ向かう。また止められる前にと気が焦あせって足が縺もつれそうになったものの、なんとか辿たどり着いた。

「首の痕だが」

　背中にかけられた声に過か剰じよう反応した斎に、璃王が発したのは意外な一言だった。

「なにか言われても黙だまっていたほうがいい」

　てっきりまた「じっとしてろ」と命じられるとばかり思っていたのに、止められることなく寝所を出た。

　離はなれから自室へ向かいつつ、いまのはなんだったのだろうと考える。黙っていたほうがいいとは、誰に対してなのか。

　いや、それ以前に痕をつけた理由もわからない。

「…………」

　斎はかぶりを振ふり、考えるなと自身に言い聞かせた。

　いくら考えたところで答えなんて出ない。璃王の思おも惑わくが自分にわかるわけがないのだ。

　どうせいま頃ごろ、べつの側妾を呼んでいるだろう。もう二度と声がかからないことを祈いのりつつ、足早に部屋を目指した。










「どうなさいました」

　徐寧の質問に、斎は書から顔を上げる。

「どうって？」

　問い返すと、筆を置いた徐寧がまっすぐ見み据すえてきた。

「今日は上の空ですね」

「そんなことは──」

　ないと答えようとしたが、徐寧の指し摘てきどおりだと自覚する。黙もく読どくしたはずの文章はまるで頭に入っていなかったし、いまも他ほかのことに気を取られている。

「でも、確かに上の空でもしょうがないかもしれませんね。昨夜は、皇上の寝所に呼ばれたのですから」

　とはいえ、まさか徐寧の口から昨夜の件が持ち出されるとは予想だにしていなかった。斎が離れを訪ねたことを知っているのは案内していった侍じ従じゆうくらいだ、とそう思っていたのだ。

「知らない者などいません。主人に皇上からお声がかかることは、侍従にとっても誇ほこりです」

　話の出所を教えられ、頭を抱かかえたくなる。プライバシーがないというのはわかっていたつもりだが、昨夜の今日でみなに知れ渡わたっているとは──自分の甘さを思い知る。

　どうりで他の者の視線が痛かったわけだ。遠巻きに窺うかがわれることには慣れてきたものの、今朝はいつにも増してよそよそしい雰ふん囲い気きだった。

　ため息をついた斎に、徐寧が静かに目を伏ふせた。

「それにその首筋の痕あと。正直、驚おどろきました。側そく妾しよう同士の諍いさかいを避さけるため、これまで皇上がひとりの者にそういう痕こん跡せきを残したことはありませんから」

「これは──」

　首に手をやった斎は、喉のどまで出かけた反論を吞のみ込んだ。昨夜璃王が言ったことが頭をよぎったのだ。

　──首の痕だが、なにか言われても黙っていたほうがいい。

　なぜあんなことを言ったのか、斎にはわからない。それ以前に、いつもは痕を残さないという璃王がなぜ周囲に誤解を与あたえるような真ま似ねをしたのか。

「あなたのことがお気に召めしたのかもしれませんね。なんにしてもあなたにとっては幸運なことです」

　的外れな徐寧の言葉を苦笑いで聞き流すつもりだったが、最後の一言に関しては難しかった。

「幸運？」

　幸運だなんて思えるはずがない。斎にしてみれば、よけいな問題を抱えたも同然だった。恵佳にもみなに溶とけ込むよう言われていたのに、これでは振り出しに戻もどってしまった。

「ええ。皇上の寵ちよう愛あいを受けているとなれば、反対勢力もそうやすやすと行動を起こせません」

「────」

　以前、徐寧に言われた、繁はん栄えいは混乱と同義語で斎を快く思っていない者がいるという言葉を思い出す。あれはまだ優やさしい言い方で、斎の存在自体を疎うとんでいる者も多いだろう。

　間抜けなことに、幸運だと言われて初めてその可能性に思い当たる。

　璃王がわざわざ痕をつけ、口止めまでしてきたのは斎のためだったのだ。それ以外に既き成せい事実をでっち上げる理由はない。

　わからないのは、その理由だ。璃王に自分を守る理由はない。

　昨夜の璃王を脳のう裏りによみがえらせる。素す顔がおは端たん整せいで、傲ごう慢まんという最初の印象からはかけ離れていた。無礼な発言をしたときも機き嫌げんを損そこねることなく、むしろ穏おだやかだった。

「…………」

　昨夜以上の戸と惑まどいを覚え、心が乱れる。

「どうかなさいましたか？」

　徐寧の問いかけに、斎はかぶりを振った。

「そういうんじゃなくて、龍痕を信じているからじゃないですか」

　結局、もっとも理解しやすい答えで自分を納なつ得とくさせる。もし気に入ったというのが事実だとしても、龍痕のせいにちがいなかった。

「それはどうでしょう」

　だが、徐寧が台無しにする。

「本気で信じている者ほど、側妾扱あつかいすることに不信感を持っていると聞きます」

　もっともな言い分に、ますます混乱する。

　いまの言い方から察するに、少なくとも徐寧は、璃王が龍痕を盲もう信しんしているわけではないと考えている。もしそれが事実なら、璃王の行動はいたずらにみなの不安を煽あおるだけだ。

「斎」

　黙り込んだ斎は、徐寧に名前を呼ばれて気もそぞろに視線を上げる。

「集中するのは難しそうですね。今日はこれまでにしましょうか」

　徐寧の言うとおりだ。このまま授業を受ける気にはなれず、目礼と同時に椅い子すから腰こしを上げると、頭を冷やすために庭園へ足を向けた。

　急な予定変へん更こうのおかげで、侍従の姿はない。側妾たちの姿も見えず、庭園には自分ひとりだ。

　ようやく人ひと心ごこ地ちつけた気がして、両手を上げて伸のびをする。

「天気いい」

　目的もなく庭園内をぶらぶらと歩きながら、雲ひとつない青空を見上げた。気候はちょうど秋口くらいで、長チヤン袍パオ一枚で寒くもなく暑くもなく過ごしやすい。

　この世界にも季節はあるというが、気温というより夜の長さで変わるらしく、いまは半々くらいでこれから徐じよ々じよに夜が長くなっていくと徐寧が話していた。

　ふと、空に影かげが差した。

「なんだ、あれ」

　雲だと思ったのは一いつ瞬しゆんで、それが大きな翼つばさを持つ生物だと知る。鳥だとしても、斎が知っているものとはちがい巨きよ大だいで、首が長く──。

「シェンだ」

　生物に意識を奪うばわれていたため、すぐ傍そばに立たれて初めて他者の存在に気づく。はっとして上から視線を移した瞬間、斎は息を吞んだ。隣となりで璃王が空を仰あおいでいた。

「……皇上」

　昼間後宮に来るとは思っていなかったせいで、不意打ちを食くらい、牛ご頭ず面にぎょっとする。それも当然で、陽ひの光のもとで見る牛頭面はあまりに違い和わ感かんがあった。

　徐寧との話のせいもあり、牛頭面の下の顔を思い出してなんとなくばつの悪さを覚え、すぐに視線をまた空へとやった。

「シェンですか。初めて見ます」

　他に共通の話題がなかったので言ってみたにすぎない。

「近くで見てみるか？」

　そのため、璃王がそんな言葉とともに指笛を吹ふくなど想像もしていなかった。

「近くで……？　え？」

　驚いて璃王へ目を戻す間にも、頭上に影が落ちる。それはどんどん大きくなり、ばさりと羽ばたく音がしたかと思うと鳥のような生物──シェンは眼前に舞まい降りてきた。

「…………」

　間近で見ると翼の大きさもさることながら、その形状に驚く。無毛で、象に似た硬かたく厚い皮ひ膚ふに覆おおわれたそれは、翼があることを除けば鳥とはまったくちがう生物だ。

　璃王が首を撫なでると、甘えるように自分から擦すり寄る仕し種ぐさをする。

「斎」

　手招きされた斎は、躊躇ためらいつつもシェンに歩み寄った。

「嚙かみつきませんか？」

　口を見ると、小さな尖とがった歯がびっしりと生えている。その歯を立てられてしまえば、腕うでくらい簡単に食いちぎられそうだ。

「危害を加えない限り、攻撃はしてこない。基本的にシェンは臆おく病びような性質で、人里に下りてくることはないが──彼が子どもの頃ころ、怪け我がをして群れからはぐれたときに私が手当てをして以来、友人だ」

「……へえ」

　意外に義ぎ理り堅がたいということか。促うながされるまま、恐こわ々ごわと手を出してみた。横腹に触ふれると、象のように思えた皮膚は意外にも滑なめらかで、ベロアに近い手て触ざわりで心地よかった。

「わあ！」

　璃王の言ったとおり見た目に反しておとなしく、撫でてやるとごろごろと喉を鳴らす。まるで飼い猫ねこ然とした仕種に覚えず笑えみがこぼれた。

「本当に人ひと懐なつっこい」

　斎がそう言うと、ふっと璃王が目を細める。やけに優しげな表情に面めん食くらい、璃王から顔を背そむけた。

「なにか、おかしかったですか」

　ぶっきらぼうな問いかけには、いや、と返ってくる。

「初めて笑った顔を見たと思っただけだ」

　まさかそんなふうに言われるとは思ってもいなかったので妙みように気き恥はずかしく、自然に眉まゆ根ねが寄る。

「笑うようなこと、ないんで」

　憎にくまれ口を叩たたいたのもそのためだ。

「どうやらシェンは斎を気に入ったらしい」

　それでも、これについては満まん更ざら悪い気はしなかった。身体からだこそ大きいが、喉を鳴らして甘える姿は可愛かわいく見える。

　脚あしを折り、地面に腹をつけたシェンの首へ手を移動させ、ゆっくりと撫でた。首を捩ねじる様は、もっと撫でてくれとねだられているようで厭いやでも頰ほおが緩ゆるむ。

「──それで、俺に御ご用ようですか」

　昼間、わざわざ後宮に足を運んできたからにはなにか用事があるのだろう。まさか、昨夜の件でなにかあったのだろうか。

　不安になって水を向けると、璃王の目が斎の首筋を捉とらえたのがわかった。

　居心地の悪さを感じてシェンから手を離はなした斎だが、不満そうに鼻を鳴らされてはやめるわけにもいかない。ふたたび撫でながら、璃王の返答を待つ。

「用は──そうだな。我が愛あい妾しようのご機嫌を伺うかがいにきた」

　とはいえ、これは予想外だった。

「……愛妾って、ちがうし」

　斎を戸惑わせるには十分で、慌あわてるあまりぞんざいな言い方になる。

「そうか？　もっぱらの噂うわさだが」

「それは、だから……勘かん違ちがいでしょう」

　誰だれよりそれを知っているのは、璃王自身だ。

　最初、牛頭面の皇こう帝ていには絶対の権力を持った暴君という印象を抱いだいた。貧しい民たみから搾さく取しゆしたいだけして贅ぜいの限りを尽つくし、側近たちにも横おう柄へいで、大勢の側妾を思いのままにしているのだと。

　だが、いまはよくわからない。わかっているのは、存外穏やかで、どこの馬の骨かわからない自分を後宮へ入れて守ろうとしている、それだけだった。

「……なんでだよ。俺なんか守ったって、メリットないだろ。皇帝様が、不ふ審しん者しや庇かばってんじゃねえよ」

　ぼそりと日本語で呟つぶやく。璃王には通じないからこその本音だった。

　斎はいったん唇くちびるを引き結んでから、無理やり口角を引き上げた。

「でも、おかげさまでうまくやれてますよ」

　皮肉めいた口調になるのも斎にしてみれば致いたし方のないことだった。

「興国がいかにすごいか、皇帝がどんなにえらいか、学んで少しは理解できましたし」

　それでもこの言い方はまずかったかと思ったが、

「でもない」

　返ってきたのはそんな一言だ。

「私の力の及およぶ範はん囲いなどたかが知れている」

「…………」

　どんな表情でこんな台詞せりふを口にするのか、璃王の顔が見たかった。いまほど牛頭面を邪じや魔まに思ったことはない。

　そして、そんな自分にまた戸と惑まどうのだ。

　璃王の思おも惑わくなど知りようがないし、知る必要もない。徐寧の言ったように「幸運」だと思っていればいいだけだろう。

「きみは？」

「──俺、ですか」

　なにを聞かれたのかわからず首を傾かしげた斎に、ある意味普ふ通つうの問いが投げかけられる。

「知らない場所に来て、不安ではないか？」

　面食らいつつも斎は頷うなずいた。

「不安だし、怖こわいです。でも、しょうがない。自分で決めて来たんですから」

　ここに来てまだほんの数日だというのに、研究所から飛ばされたのはずいぶん前のことのように感じる。

　いま頃母親はどうしているだろう。電話一本で連絡の途絶えた息子のことを心配しているだろうか。

　首を左右に振ふって、弱気を追い払はらう。

　金のためにやると決めた以上、すべては自己責任だ。いまはとにかく、帰れるという山科の言葉を信じるほかなかった。

「きみは、強いな」

　璃王の一言に、斎は彼の横顔を見る。牛頭面のせいでよくわからないが、一瞬、口くち許もとが自じ嘲ちようぎみに歪ゆがんだのが見えた。

「……皇上」

　なにを言うつもりだったのか、自分でも判然としないまま声をかける。が、直後、璃王の雰ふん囲い気きが一変したのがわかった。

　彼が見ているのは、庭園の門だ。いや、門に集まっている側妾たちと彼らの侍じ従じゆうだった。そのなかには斎の侍従もいて、みながやきもきしている様子が離れていても伝わってきた。

　傍そばに寄りたいのに躊躇っている、そんな雰囲気だ。

「あ」

　のそりと動き出したシェンが、そのまま飛び立っていく。翼つばさの風圧の凄すさまじさときたら、まるでヘリコプターのプロペラのようだった。

　斎が空へと戻もどっていったシェンを見上げている間に、璃王は側妾たちに囲まれていた。

　彼らが寄ってこなかった理由がわかる。みなシェンを恐おそれていたようで、いなくなったいま、我われ先さきにと璃王を気き遣づかう言葉を発する。

　怪我はないか、とか、危ないからあまり近づかないほうがいい、とか。どうやら璃王は、シェンが友人だと誰にも話していないらしい。

「あれが山から下りてくるなど、なにか不ふ吉きつなことの予兆ではないでしょうか」

「ああ、なんて恐ろしい」

　側妾たちの言葉を聞く限り、シェンは歓かん迎げいされていないようだ。不吉とまで言われているシェンが気の毒になり、同時に、少しばかりの優ゆう越えつ感も芽生えた。

　あんなに人懐っこくて可愛いのに誰も知らないんだ、と。

「案ずるな」

　しれっとしてそう答えた璃王が、それとなく唇に人差し指を当てたこともそうだ。もとより喋しやべる気がなかったので、軽く頷いてから斎はその場を離れた。

「あんな大勢妾めかけがいて、そんなにえらくないって？　冗じよう談だんだろ」

　自室へ向かいつつ、肩かたをすくめる。一方で、璃王の言葉のひとつひとつは耳に残った。

　璃王のやわらかな声は嫌きらいではない。

「妾が多いのはどうかと思うけど」

　下半身と人格は別物だというが、それにしても節操がなさすぎる。早く正室を迎むかえればいいのに、などと余計なことを考えてしまった自分には呆あきれるほかない。

　わけのわからない異世界に来て、間違いなくピンチだというのにそれほど追いつめられていないのは、もしかしたら璃王のおかげだろうか。

　だとすれば、自分もたいがいだ。

「斎様。くれぐれも油断されませんよう、お気をつけください」

　めずらしく興奮した様子の侍従が、深刻な面持ちで耳打ちしてきた。

「他ほかの皆みな様さまが、斎様にやきもちを焼いておいでです。意地悪されるかもしれません」

　いったいなにかと思えば──少しでもどきどきした自分が恥ずかしくなってくる。脱だつ力りよくした斎の頭の中を、高校の頃ころ日本史の教師が熱弁していた大奥のエピソードが瞬しゆん時じに駆かけ巡めぐった。

　どれも女は怖いと寒気がするような話だったが、男も同じだと言いたいのか。

「あ、ああ。ありがとう」

　せっかくの忠告をむげにするわけにもいかず、頰を引き攣つらせながらも礼を言った。

　よもや自分が、大奥と似たような状じよう況きように陥おちいるとは、誰が想像できただろう。

　──我が愛妾のご機き嫌げんを伺いにきた。

　なぜかこのタイミングで璃王の言葉を思い出し、斎は顔をしかめた。

「誰が愛妾だよ」

　冗談にもほどがある。たとえ間違いでも、他の人たちにそう思われているだけで斎にとっては大問題だった。

　半面、璃王と秘密を共有することに関しては厭いやな気分ではない。正直なところ、少なからず優越感を覚える。

　後宮に入って数日。自分もすっかりここの雰囲気に毒されてしまったらしい。

　胸の奥をくすぐられるような、妙みような心ここ地ちになり、いっそうしかめっ面つらになるしかなかった。











第三章






　しばらくすると、修学科目のなかにも得意不得意が如によ実じつに現れてきた。現実世界の斎は理数系だが、こっちのそれは理解するのが難しい。当てはめる数式が多すぎて複雑なうえ、たまになにかのマークみたいなものが入るので、お手上げだと言ってよかった。

　一方で歴史や世界情勢等の社会科方面は、徐寧にも吞のみ込みが早いと褒ほめられた。ようするに斎の興味がそちらに向かっているせいだった。

「近きん隣りん国との関係はどうなっているんですか？」

　興国は二分し、互たがいに牽けん制せいし合っているという。となれば、近隣国はどちら側についているのか、気になるところだ。

「そうですね」

　地図を広げた徐寧が、すらすらと筆を使って線引きしたあと、印をつけていった。

「友好国。中立国。北城側を支し援えんしている国。概おおむねこういう感じですが、現在は海に囲まれたこの国と交友を深めています」

　丸で囲まれた小国を凝ぎよう視しする。

「つまりできる限り味方に取り込もうってことですか？　パワーゲームですね」

「ゲームではありません」

　間かん髪はつを容いれず注意され、確かに少し軽々しかったかと謝罪した。

　平和ボケしている斎とはちがい、徐寧にとっては戦いくさは対岸の火事ではない。いまはなんとか均きん衡こうを保っていても、いつそれが崩くずれてしまうか知れないのだ。

「難しい問題なのです。国内でも戦争推進派、否定派、北城とはもともと同じ興国なのだから話し合いでまたひとつの国として手を取り合うべきだという者も少なからずいます」

「南煬、北城、どちらも皇こう帝ていという立場は重責ですね」

　すべての事こと柄がらにおいて皇帝が最終決定を下さなければならないなんて、これほど怖いことはない。自分だったら一日で逃にげ出す。

「だからこそ皇帝なのです」

　断言する徐寧に、斎は曖あい昧まいな相づちを打った。

「皇上といえば」

　璃王のことを考えていたせいで、名前を出されてどきりとする。

　何事にも明めい瞭りような徐寧が、切り出し難にくそうに一度唇くちびるに歯を立てるのが見えた。

「昨夜もお声がかかったとか」

　一瞬、返答に窮きゆうして口ごもる。璃王と寝しん台だいをともにしていると疑っていない徐寧にどんな顔をしていいのかわからず、自然に頰ほおが熱を持った。

「え……まあ、はい」

　徐寧が昨夜「も」と言ったのは当然で、最初に呼ばれた夜以降、三日にあげず寝所に呼ばれているのだ。

　回数にして、すでに六回。一周するのに四カ月かかるというなかで、これがどれほど異常な状況か斎にもわかる。

　もとよりそういう行こう為いには至っていない。話をして、帰りに新たな痕あとをつけられる、それだけだ。

　いや、それだけなんて簡単にはすまされないだろう。高官のなかには面おも白しろく思っていない者がいるらしいし、いまのところ被ひ害がいがないとはいえ、侍じ従じゆうの危き惧ぐしたとおり後宮の派は閥ばつに変化が起きているというのだ。

　これ以上の面めん倒どう事はごめんだと思う一方で、璃王との会話を愉たのしんでいる自分にも気づいている。

　璃王の話は、斎にとってはどれもめずらしく、好こう奇き心しんをそそられる。興国のこと。民たみの暮らしのこと。過去に高官から受けた遠回しな嫌いやがらせ等。口数はけっして多くないものの、彼の静かな口調に癒いやされているのも事実だ。

　──それで、どんな仕返しをしたんですか？

　わくわくしつつ問うた斎に、璃王の返答は期待したものにはほど遠かった。

　──なにも。気づかないふりでやり過ごすだけだ。

　──えー。皇帝なんだから、更こう迭てつとか左さ遷せんとかすればいいじゃないですか。

　──嫌がらせ程度でそれをやっていたら、きりがなくなる。

　昨夜の話を思い出し、自然に頰が緩ゆるむ。どうやら興国において皇帝という立場は楽ではないらしいと知り、親近感を覚えた。絶対君主にイジメだなんてこれほど笑える話はない。

「斎様」

　自分を呼ぶ声に顔を引き締しめ、昨夜の出来事からいまへ意識を戻もどす。

　侍従が遠えん慮りよがちに、だが気がはやる様子で近づいてきた。

「皇上様がお呼びです」

「あ、そうか」

　徐寧の顔色を窺うかがってから、斎は筆を置く。徐寧に伝えるのを忘れていたわけではなく、璃王が約束を憶おぼえているかどうか半信半疑だったのだ。

「えっと、馬の乗り方を教えてもらうんです」

　斎自身驚おどろきつつ、そう切り出す。徐寧が目を見開いたところをみると、やはり異例のことなのだろう。

「……皇上が仰おつしやったのですか？」

「そう……ですけど」

　確かに乗馬を教えるなら、他の者で事足りる。

「お急ぎください」

　侍従に急せかされ、戸と惑まどいつつも徐寧に一礼してその場を離はなれた。

「徐寧様が驚かれるのも当然です」

　図書室を出て約束した厩きゆう舎しやへ向かいながら、侍従が声を弾はずませる。

「私が知る限り、皇上が後宮の外へ連れて出られた方はいらっしゃいません。斎様が初めてです」

　これには、いっそう困こん惑わくした。

　まさかそんな大げさなことだとは考えもしなかった。そもそも馬の話を持ち出したのは璃王で、教えてくれると言われた際に斎は一度辞退している。斎としては他ほかの側そく妾しように気を遣つかったつもりだったし、なにより璃王の立場を考えると断るべきだと思った。

　最終的に受けたのは、璃王がほほ笑えんだからだ。

　だが、軽けい率そつだったかもしれない。感情をほとんど表に出さない徐寧が目を見開いたのを見た瞬しゆん間かん、自分の過あやまちを悟さとった。

「私はここまでですので」

　後宮の門で、侍従がぴたりと止まる。そこから先は別の者が待っていて、斎を厩舎へ案内してくれた。

　厩舎の前では、璃王自身が馬に鞍くらをつけていた。牛ご頭ず面をつけているので表情ははっきりしないけれど、夜に会う璃王より活いき活いきとして見える。

　短い間にずいぶん一いつ緒しよに過ごして、夜ごと璃王の素す顔がおを目にしてきた斎には、けっして豊かとは言い難がたい彼の表情を容易に思い浮うかべることができるのだ。

　離れた場所でいったん足を止めた斎は、すらりとした璃王の立ち姿を見つめる。男の自分でも思わず見み惚ほれるのは、動きや仕し種ぐさが優美なだけではなく、魅み力りよく的な彼の中身を知ってしまったからかもしれない。

　璃王は望んで皇帝という立場にいるのだろうか。ふと浮かんだ疑問にぎょっとする。

　いったいなにを考えているのか。自分で自分が信じられない。璃王が皇帝でなかったらなんて、妄もう想そうじみている。

「斎。傍そばへおいで」

　こちらを向いた璃王が手を差し伸のべてきた。

　ひとつ息をついてから璃王に歩み寄っていった斎は、苦い気持ちで口を開いた。

「本気で教えてもらえるなんて思っていませんでした」

　噓うそだ。馬の乗り方を教えてくれると璃王が言ったとき、自分は喜んだし、愉しみにもしていた。ようは異例だと知って不安になっているに過ぎない。

「どうして？　約束しただろう？」

「俺なんかとした約束なんて、皇帝なら破るものじゃないんですか」

　自分のせいで璃王の立場が悪くなるのではないか。なによりそれが不安だった。

　密入国者どころか、この世界の人間ですらない自分が案じること自体おかしい。百も承知で、どうしても気にしてしまう。なぜならいまの自分は璃王のおかげで平へい穏おんで、愉しい日々を過ごせているのだ。

　だからこそ、自分のために無理をしてほしくなかった。

　璃王が斎の手を取る。

「守る気のない約束など、無意味だろう」

　その手を馬へと導かれ、馬体に触ふれる。璃王と手を重ねたまま撫なでた馬の身体からだは滑なめらかで、少し熱い。

　いや、熱いのは馬ではなく、自分の手のほうかもしれなかった。

「…………」

　するりと手を引いた斎は、ばかばかしい感情を脇わきへ押しやる。

　冷静になれ。心配すべきなのは、自分自身だけのはずだ。後宮の外へ出られたのはむしろ好都合。そのうちチャンスを見つけて逃げ出し、洞どう窟くつを探すことも可能なのだから。

「では、お言葉に甘えます」

　斎がそう言うと、璃王は鐙あぶみへ足をのせるところから教えてくれる。馬上は思った以上に高く、最初は恐こわ々ごわ跨またがった。

　厩舎まで斎を連れてきてくれた者は、璃王の命令だろうか、すでに姿がない。

「どう？」

　この質問には、まあまあですと答えた。

「ならば、まずは体験といこうか」

　その前置きとともに璃王も馬に跨るが早いか、腹を蹴ける。いきなり駆かけ出した馬上からの眺ながめに、斎は我が慢まんできず感かん嘆たんの声を上げた。

「ぅわっ、すごい」

　頰ほおに当たる風や速いスピードで流れていく景色に昂こう揚ようする。

　馬場をぐるりと回ったあと、馬は森へと続く小道を走り始めた。

　鼓こ動どうは早はや鐘がねのごとく打ち始め、それに合わせて息も上がる。口を開け、肺いっぱいに空気を吸い込んだ。

　森の中をしばらく駆けてから、璃王が手た綱づなを引いた。近くには小さな湖があり、そこで馬を休ませる間も斎の興奮は続いていた。

「俺、馬に乗ったの初めてです。ていうか、近くで見たこともなかった」

　木こ陰かげに並んで座ると、水を飲み始めた馬を眺めつつそう言う。現金なのは自分でもわかっていた。さっきまであれこれ考えていたのに、いまの斎の頭の中は空っぽだ。

「そうか。斎は、どんな生活を送っていた？」

「俺、ですか？」

　まさか事実を語るわけにはいかない。たとえそうしたところで、作り話に思われるだろう。実際、斎も山科に聞いたときは荒こう唐とう無む稽けいだと啞然とした。

「ごく普ふ通つうです」

　適当に流そうとしたのに、璃王は納なつ得とくしてくれない。

「その普通を聞かせてほしい」

　牛頭面越ごしにまっすぐ見つめられ、

「……ほんとに、つまらないですよ」

　口ごもった斎は目を伏ふせた。

　なぜ作り話をしないのか、心中で自分を詰なじる。家とも言えない粗そ末まつな小屋や眠ねむるための茣ご蓙ざ、糊のりを薄うすめたような食べ物、実際に経験したことを多少脚きやく色しよくして話しても、璃王は気づかないはずだ。

　けれど、どうしてもごまかすのが躊躇ためらわれた。

「構わない。話してくれ」

　重ねて乞こわれ、重い口を開く。言葉を選びつつ、事実のみを話していった。

　どんな子どもだったか。なにが好きで、どういう遊びをし、どんな本を読んだか。仲の良かった友だちについて。

　やっぱりつまらないと思ったけれど、璃王がちゃんと耳を傾かたむけるせいでよけいなことまで打ち明けてしまう。

　親の借金。まとまった金を作ったが、親には会っていないためその後どうなったのか気になっていることまで、気がついたらほとんどと言っていいほど話してしまっていた。

「斎は、子どもの頃ころから素す直なおだったんだな」

　璃王が、なぜか懐なつかしげにも見える表情をしていたことも無関係ではなかった。

「子どもの頃からって……子どもはたいがい素直でしょう」

　立場を忘れて憎にくまれ口を叩たたいてしまったのもそのせいだ。

「母上に会いたいだろう」

「会いたくないわけじゃないですけど、まあ、元気ならそれでいいです」

　実際のところ、それが本心だった。あとは父親が戻もどってきて、自分たちでどうにかしてくれるのが一番だと思っている。

　むしろ友だちのほうが──なんて言ったところで、借金を負って悩なやんでいたときに相談すらできなかったくらいなので、腹を割って話せる相手ではなかったということだ。

「もとの暮らしに戻りたくはないのか？」

　重ねての問いかけに、もちろんだと即そく答とうするつもりだった斎だが、自分を見てくる璃王のまなざしに、一いつ瞬しゆん、躊躇う。

　もし戻ったら、こういう経験はもうできなくなるし、璃王と会うこともなくなる。璃王は、突とつ然ぜん斎が消えたらどう思うだろうか。少しは寂しがってくれるのか。

「……戻りたいに、決まってます」

　自分の思考が信じられずに、強い口調でそう返す。一瞬でも迷うなんて、どうかしている。いまの雰囲気に流されてしまっているにしてもおかしい。

「もっと聞かせてくれないか。斎が住んでいたのは、どんなところだった？」

「それは……」

　話せるはずがない。たとえ話したところで不ふ審しんがられるか、嗤わらわれるだけだろう。

「きっと信じないと思います」

　目を伏せたまま作り笑いで応じると、璃王が牛ご頭ず面の奥で目を細める。

「信じるよ」

　噓を感じさせない瞳、胸に染しみ入るような静かな声。

　どうして拒きよ絶ぜつできるだろう。やめておくべきだと承知で、斎は口火を切る。迷いを引き摺ずりつつも、ぽつぽつといろいろなことを話していった。

　街やそこに住む人々、車や電車、飛行機の話。夜でも明々と街を照らす電気、水道、コンピューター、携けい帯たい電話。いい大学、いい会社に入るために人々は努力している。

「なんでかっていうと、たぶん、たくさんのお金が手て許もとにあったほうが、自分の望みを叶かなえられる可能性が高くなるからじゃないかと思います。とかいっても、俺は特に目的とか夢とかあって大学に入ったわけじゃなくて、やりたいこともなかったからなんとなくなんですけど」

　璃王は相づちも打たず斎の話に聞き入っている。ただ黙だまって、ときどき頷うなずくのだ。

「……妄想だって思っていいです」

　最後にそう付け加えた斎に、初めて璃王は首を左右に振ふった。

「なぜ？　言っただろう。信じるよ」

　心のこもった一言に、また愚おろかな考えが浮うかぶ。だが、いかにそれが非現実的かに気づき、目を伏せた。

　自分はなにを口走ろうとしていたのか。

　──いつか俺の世界にも行きましょう。

　行けるはずがない。もし仮に戻るチャンスがあったとしても、璃王が一いつ緒しよに来る理由なんてひとつもない。璃王はこの世界の人間で、唯ゆい一いつ無む二にの皇こう帝ていなのだから。

　唇くちびるを引き結び、腰こしを上げた斎は璃王から離はなれて湖の辺ほとりに近づいた。馬の首を撫でると、自己嫌けん悪おに駆られて小さく舌打ちをする。

　ばかなことをしてしまった。自分はなにをしたかったのか。なにを期待していたのだろう。

　それ以前に、璃王に乗馬を教えてもらうことを愉たのしんでいた自分に嫌いや気けがさす。

「もう帰りま──っ」

　くるりと身を返したそのとき、足元に生えている草に靴を滑らせた。体勢を崩くずした先は、湖だ。

「わ」

　身体からだが傾かしぎ、スローモーションのように感じるなか、そのまま湖へ落ちる──はずが寸前でぐいと引き戻された。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　耳元での問いかけに、

「だいじょ、ぶです」

　睫まつ毛げを瞬またたかせつつ答える。なにが起きたのか、把は握あくするのに数秒を要した。

　危あやうく湖に落ちるところを璃王が救ってくれたのだ。

「ありがとうございます……あー、もう、ほんとドンくさいな、俺」

　気き恥はずかしさを苦笑いでごまかす。璃王から離れようとした斎だが、腰に回った璃王の腕うでに力が込められた。

「……皇上」

　うっかり目線を上げてしまったせいで、ほんの数十センチほどの距きよ離りで視線が合う。息がかかりそうな気がして反射的に呼吸を止めたが、身体の震ふるえはどうしようもなかった。　>>>♥

「きみを見ていると、私は──」

　その先は口にされなかったものの、斎にしても問い返す気はなかった。というより、そうするだけの余よ裕ゆうを失っていた。

　視線を落とした斎の髪かみに、優やさしい手が触ふれてくる。璃王はその手で自身の面を外すと、傷のあるほうだけを隠かくしたまま顔を近づけてきた。

「…………」

　頰ほおに唇が触れてくる。

　頰にキスされたのは初めてだ。やたらどきどきしたファーストキスのときとはちがい、いまは胸の奥がぎゅっと締しめつけられるような痛みを覚える。

　唇はすぐに離れていったけれど、斎は反射的に璃王の長チヤン袍パオの袖そでを摑つかんでいた。

「いつか、俺の世界に一緒に行けたらいい、です」

　さっきは我が慢まんできた言葉を、どうしても堪こらえられずに言ってしまう。

「ああ」

　璃王は面をもとに戻すと、ふたたび斎の髪に触れてきた。

「そんなときが来ればいいな」

　胸の痛みは続いている。璃王の袖から手を離した斎は漠ばく然ぜんとあることを思っていた。

　璃王と話をするとき、何度か愚かな考えに囚とらわれてそのたびに打ち消してきたが、それらは考えではなく感傷なのかもしれない。だからこんなにも胸が痛いのだろう。

　いま、璃王の口許に浮かんだ笑えみが寂さびしげに見えるのもきっと自分自身の感傷ゆえだ。

　右も左もわからない異世界で優しくされたから単に絆ほだされているだけだとしても、思考や理性ではどうにもならないものだった。

「俺、勉強に戻ります」

　冷静になりたくてそう言った斎から、璃王の手が離れる。

「それがいい」

　馬に乗ると、帰りは行きよりも短い、最短距離を走って厩きゆう舎しやへ戻った。そこにいたのは厩務係だけではなく、恵佳も一緒だった。

「こちらにいらしていると聞いて来てみたのですが──彼を外へ連れ出されたのですね」

　非難めいた口調は、斎の勘かん違ちがいではないはずだ。

　側そく妾しようを後宮から出した事実に対して宰さい相しようという立場の彼が不満に思うのは当然だが、璃王が斎と頻ひん繁ぱんに会っていること自体を面おも白しろく思っていないようにも聞こえる。

「なにか私に用事か？」

　斎のことには触れず、璃王が水を向ける。

　恵佳は斎を一いち瞥べつしたあと、懐ふところから手紙らしきものを取り出した。

「側そく妃ひより書状が届きました。この者が来てからというもの、皇上のお姿を拝見しなくなったとみなが嘆なげいているというものです」

　驚おどろいたことに、恵佳は側妾から皇帝へ認したためられた手紙を事前チェックまでする立場にあるらしい。

　側妃たちの訴うつたえに関しては、もっともだと思った。直接訴えないだけで、おそらく男妾たちも同じ不満をもっているだろう。新参者が贔ひい屓きされれば、他ほかの者の鬱うつ憤ぷんが溜たまるのはどこの社会でも同じだ。

「彼を寵ちよう愛あいなさるのは構いませんが、彼女たちのもとへも出向いてお務めを果たしていただきませんと困ります」

　厳しい口調の進言に、璃王はなんでもないことであるかのように肩かたをすくめた。

「お務めか。大変だな」

　まるで他人ひと事ごとのような言い方は、恵佳でなくても眉まゆをひそめるだろう。後宮は、誰だれあろう皇帝のためのものだ。

「一刻も早く世よ継つぎをと申し上げているのです」

　それでも、恵佳のこの一言には少なからず動どう揺ようした。恵佳が斎に対して不満を抱いだいているのは、あまりに単純な理由からだった。あえて斎の前で話すのも、調子にのるなと窘たしなめる意図が感じられる。

　璃王はあくまで表情を変えない。斎の知るやわらかな表情が噓うそのように、冷めた瞳で恵佳を見返す。

「私の世継ぎが本当に必要か？」

　しかもこの返しだ。

　いったいどういう意味なのか斎にはわからないが、ともすれば自じ虐ぎやく的にも聞こえてしまう璃王の一言に恵佳は眉ひとつ動かさず顎あごを引いた。

「当然でしょう。皇上以外に、誰の御み子こが必要だというのです」

　つかの間、ふたりの間に緊きん張ちようが走る。固かた唾ずを吞のんで璃王と恵佳のやりとりを窺うかがう斎の頭の中は、疑問でいっぱいだった。

「善処しよう」

　その一言を残し、璃王は去っていく。続いてその場を離れようとした恵佳を、斎は恐おそる恐る呼び止めた。

「あの、いまのは……」

　世継ぎを望んでいるというのは理解できる。だが、璃王自身の考えはちがうようにも思えた。

　それをどう聞いていいのかわからず、言い倦あぐむ。当たり障さわりのない言葉を探していたけれど、そうするまでもなかった。

「このまま居い心ごこ地ちよくいたいのなら、首を突つっ込まないことです」

　恵佳は斎の質問を──いや、斎自身を一いつ蹴しゆうした。

「私個人は、あなたは我が国に混乱を呼び込む者だと思っています」

　さらにはこの一言だ。脅おどし以外のなにものでもない。

　とはいえ、自分が歓かん迎げいされていないのはよくわかっているので甘かん受じゆする。こうべを垂れた姿勢で恵佳が去っていくまでやり過ごし、ひとりになってからため息をこぼした。

　もやもやした気持ちの悪さばかりが残ったけれど、ひとつだけははっきりしている。今夜から斎にお呼びがかかることはないだろう。

　図書室ではなく自室へ向かった斎は、その後なにもする気になれずに一日ぼんやりと過ごした。その間いろいろ考えていたはずなのに、いつの間にか湖の辺ほとりでの出来事を反はん芻すうしていたことに気づき、気分は晴れるどころか沈んでいく一方だった。










　ぱたりと璃王の顔を見なくなって、数日がたつ。

　毎夜、側妃たちと子作りに励はげんでいるのだろう、などという生々しい想像は極力避さけ、勉学に没ぼつ頭とうして過ごす。

　一方、思わぬ収しゆう穫かくもあった。

「え、それって、本当の話？」

　側妾の何人かと交流を持ったのだ。

　みなのなかで斎は、早くも璃王に飽あきられた可か哀わい想そうな奴やつという認にん識しきらしく、数人が向こうから声をかけてきた。派は閥ばつに属するつもりはなくとも、気晴らしにはちょうどよかったので、誘さそわれれば庭園での井い戸ど端ばた会議にも積極的に参加するようになった。

　後宮にいながらどうやって情報を集めているのか、みな外の暮らしに詳くわしかった。なにより案外普ふ通つうの感覚を持っていたことは嬉うれしい誤算で、見た目で判断して、親しくなれないと思い込んでいた自分が恥はずかしくなる。

「本当に……本当に外に出られるんだ？」

　美しい側妾たちの中でも、一番の美貌を誇っている玲れい蘭らんを中心にしたグループの集まりに参加していたときだ。驚くべきことを聞かされ、身を乗り出す。

「閉じこもってばかりじゃストレス溜まるだろ？　たまには羽目を外さなきゃ」

　華きや奢しやな肩をすくめた玲蘭に、ごくりと喉のどが音を立てた。

「でも、一度後宮に入ったら、お役御ご免めんになるまで出られないんじゃないのか？」

　一部の寵妃は里帰りを許されているらしいが、基本、側妾が外へ出るときは出家か家臣に払はらい下げられるときと聞いている。例外的に後宮にいる斎も、外出に関しては許されていない。

「表向きはね」

　裏では可能だというのか。

「どうやって？　俺も外に出たい」

　洞どう窟くつへ行って、自分の目で見ておきたかった。勢い込んで頼たのみ込むと、艶あでやかな笑みが返った。

「もちろんだよ。今夜にでも決行しよう。ああ、他の者たちには内ない緒しよだよ。私たちだけの秘密。もちろん侍じ従じゆうにも」

　どうりで談だん笑しようする際は侍従を遠ざけるわけだ。

　だが、重要なのは外へ出られるという事実だった。同じ閉じ込められている状態にしても、自分の意思で出入りができるのとそうでないのとでは天と地ほどもちがう。

「ありがとう！　もちろん内緒にする」

　両手で玲蘭の手を摑つかんで礼を告げると、時刻と場所を教えられる。その後は、ともすれば気もそぞろになり、図書室でも食事中も平静を装よそおうのが大変だった。

　ようやくみなが床とこにつく。

　夜着には着き替がえず寝しん台だいに横になってからも、いまかいまかと時刻ばかりを気にしていた。

　やがて夜が更ふけ、いよいよ約束の時間が近づいてくる。むくりと寝台から起き上がった斎はそっと部屋を抜ぬけ出すと、待ち合わせ場所である庭園の門まで走った。

　外灯に照らされた庭園は、昼間とはちがう華はなやかさがある。気温もぐっと下がったようで、長着一枚では肌はだ寒ざむさを覚えるほどだ。両手で肩を抱だいた斎は、はやる気持ちを抑おさえ、その場で足あし踏ぶみをしながら待った。

「……遅おそいな」

　もうとっくに約束の時刻は過ぎたはずなのに、まだ誰も来ない。なにかトラブルでもあったのだろうか。

　心配になった頃ころ、視界の隅すみをなにかが横切ったような気がした。目を凝こらしてみたが、暗くてよく見えない。

　気のせいか。不ふ審しんに思いつつも足を踏み出した。

「玲蘭？」

　小声で名前を呼んでみても反応はない。やはり見み間ま違ちがいだったのだろうか。さらに二、三歩進んでいった、次の瞬しゆん間かん、なにかに足を取られてつんのめる。

　反射的に転ぶまいと身体からだを捻ひねったものの間に合わず、そのまま転んでしまった。

「痛──」

　舌打ちをしたあと、いったいなにに躓つまずいたのかと確認する。地面から三十センチのところに紐ひもが張られていて、それに引っかかったようだ。

「なんでこんなものが」

　眉をひそめたとき、ひとの気配を感じて顔を上げた斎は突然のことに声を上げていた。

「わっ」

　いきなり大量の水を頭から浴びせられたのだ。いったいなにが起こったのかわからず、全身ずぶ濡ぬれで茫ぼう然ぜんとする。が、くすくすと笑う声で我われに返った。

　自分を取り囲んでいるのは、約束をした側そく妾しようたちだ。彼らの手には水みず瓶がめがある。

「どこに行くつもりだったの？」

「こんな夜中にうろついているから、泥どろ棒ぼうかと思ったじゃない」

　目もく論ろみが成功して、彼らは愉たのしげだ。

「風か邪ぜひいたら大変」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。なんとかは風邪ひかないっていうじゃない」

「本当だ～」

　まんまと騙だまされたと知り、ひとり離はなれた場所に立つ玲蘭を睨にらみつけた。ボスである玲蘭が指示をして、みなにやらせたのはわかっていた。

　玲蘭は、ふんと鼻で笑うと、ショーは終わりだとばかりに長袍の裾すそをひるがえす。

「これに懲こりたら、あまりいい気にならないことだね」

　その一言を置き土産みやげに、真っ先に去っていった。他ほかの側妾たちもすぐさま従い、斎ひとりがそこに残される。

　びしょ濡れのまま、しばらく起き上がる気にもなれずにじっとしていた。

　怒いかりは湧わかない。あるのは情けなさのみだ。彼らの話を鵜う吞のみにした自分がばかだった。ちょっと話したくらいで親しくなれたと勘かん違ちがいをするなんて、おめでたいというほかない。

「マジかよ」

　冷え切った身体をぶるりと震ふるえさせた斎は、雫しずくの滴したたる前まえ髪がみを搔かき上げてようよう腰こしを上げる。濡れて肌はだに張りついた布地が不快だったが、急ぐ気にはなれず歩いて自室へ戻もどった。

　部屋で夜着に着替えていると、ノックの音が耳に届く。こんな時刻にいったい誰だれだろう。もしかして侍従が聞きつけてやってきたのだろうか。だとしたら会いたくない。そんなことを考えつつ無視していたけれど、

「斎、起きてる？」

　遠えん慮りよがちな声に仕方なく扉とびらを開けた。

　来訪者の顔には見み憶おぼえがある。玲蘭のグループのなかにあって、いつも隅っこで小さくなっている青年だ。おおかた孤こ立りつするのが厭いやで金魚の糞ふんになっているのだろう、喋しやべる声を聞いたことがない。

　名前は確か──。

「絽ろ」

　絽は斎を見るなり、いまにも泣きそうに顔を歪ゆがめる。

　しらじらしい、と斎は腹の中で吐はき捨てた。話に参加していなかったとはいえ、昼間、絽もあの場にいたのだ。

「やっぱりなにかされたんだね。みんなが笑いながら帰ってくるのを見たから」

　心配そうな声に、斎は髪を拭ふきながらそっけなく返す。

「もう寝ねようと思っていたところだったんだけど」

　言外に帰ってほしいと告げたつもりだったが、普段おとなしい絽には似合わず、いきなり捲まくし立てるように話し始めた。

「ごめん！　本当は昼間、きみを騙すつもりだって薄うす々うす気づいたんだけど、てっきりすっぽかすんだと思ってたから、こんなひどいことをするなんて想像もしてなかったんだ。玲蘭は二年前までは皇上の一番のお気に入りだったから、きみに奪うばわれて悔くやしいんだと思う。根はそれほど悪いひとじゃないんだ」

　玲蘭のことで言い訳されても、斎にしてみればどうでもいいことだった。二度と信じる気はないし、玲蘭はもとより他の側妾たちとも明日からはまた距きよ離りを置くつもりでいる。

　ことを荒あら立だてる気はなくとも、下手に出ようとも思わない。そうするくらいなら、ひとりでいたほうがマシだ。

「謝る必要なんてないから、もういいかな」

　はっきり言ったほうがよさそうなので、必要以上にそっけない態度をとる。が、絽は鈍にぶいのか、もしくは図ずう々ずうしい性格なのか、いっこうに出ていこうとしない。

「じつは……僕が来たのは他にも理由があって、外に出られるって話なんだけど、あれは本当なんだ」

　はっと思わず笑いが漏もれる。いまさらそんな話をされて信じる人間がいたら、よほどの間抜けだろう。

「もうやめてくれないかな」

　不快感を隠かくさず一いつ蹴しゆうすると、絽が真しん剣けんな面おも持もちで距離を詰つめてきた。

「確かに僕は臆おく病びようで平へい凡ぼんな男だけど、噓うそつきじゃない」

　玲蘭を始め、華やかな側妾たちが集つどうグループにあって絽が地味というのはそのとおりだ。居い心ごこ地ちが悪そうにしている絽を何度も目にしたことがある。

「信じてほしい。僕はきみの味方だから」

　まっすぐ見つめられ、絽の勢いに気け圧おされる。味方なんて胡う散さんくさい。誰が信じるかと思う反面、心のどこかで本気にしたいという感情もあった。

　後宮の居心地は悪くないし、ここが一番安全だとわかっていても、ずっといるわけにはいかない。いずれ帰るときのために、どうしても外に出る方法を確保しておきたかった。

「玲蘭の指示で来たんだろう」

　この問いには、はっきりと否定が返った。

「ちがうよ！　彼は関係ない」

「…………」

　騙されるのは二度とごめんだ。なんと言われようと、ついさっき受けた仕打ちを忘れるつもりはない。だが、いまは絽の話を聞く以外、他に選せん択たく肢しはなかった。

「……今度こそ信じていいんだろうな」

　ぼそりと呟つぶやくと、絽の瞳ひとみが嬉うれしそうに輝かがやいた。

「僕は一度も出たことないけど、外へ出られるのは本当。玲蘭や取り巻きは、出たことがあるんだ。一晩、羽目を外したって愉しそうだった」

　斎の場合は、明確な目的がある。それだけに、他の側妾よりも深刻だと言える。

「方法は？」

　はやる気持ちを抑おさえて問うた斎に、絽は一度唇くちびるを引き結んでから、これまで以上に声をひそめた。

「門衛にお金を渡わたして、手引きしてもらったって聞いた。もちろん侍じ従じゆうを味方につけて、偽ぎ装そう工作を頼たのんでおかなくちゃいけない」

「それって、後宮のみんなも承知してるってこと？」

　侍従はまだしも、門衛まで抱だき込むとなるとそれなりの金額が必要になるだろう。身ひとつでこの世界にやってきた斎は、もちろん一文無しだ。

「俺も出たい──けど、金がない」

　むしろ側妾たちが自由になる金を持っているという事実が驚おどろきだった。愕がく然ぜんとする斎を、絽が気の毒そうな目で見てくる。

「なにも聞いてないの？　側そく妾しようは最初に支し度たく金をもらったあと、定期的にお手当が出るんだ。ほとんど家族に渡すけど、少しは手て許もとに残すものだよ」

「……そうなのか」

　支度金や手当の話などなにも聞いていない。正式な側妾とはみなされず不要という判断をされたのか、もしくは下手へたに金を持たせてなにかあったらと警けい戒かいでもされたか。

　特に不自由しなかったので考えもしなかったが、こうなるとどうして無む頓とん着ちやくでいられたのかと自分ののんきさが悔くやまれる。金を手に入れられるのならセックスの一回や二回、どうということはなかったのに、と。

「…………」

　璃王の顔を思い浮うかべた斎は、唇の内側を嚙かんだ。

　不自由はしていないと言われたが、裏を返せば対象外という意味だったのかもしれない。いや、「かもしれない」ではなく、そうなのだ。斎は自分が選択していまの立場にいると思っていたけれど、それ自体間違いだった。

　ちりっと胸が焼けるような痛みを覚え、眉まゆ根ねを寄せる。金をどうするか考えるべきなのに、璃王のことで頭がいっぱいになる。いったいなにをやっているのだろう。

「いま手持ちがないなら、僕が貸してもいいよ」

　願ってもない絽の申し出にも、いつ返せるかと自じ虐ぎやく的な思考になる自分にうんざりした。

「どうする？」

　同情を込めて念押しされ、斎は無理やり意識を絽に戻した。

「ありがとう。頼む」

　完全に信じたわけではなくとも、だからといって断るとそこで足あし踏ぶみしてしまう。洞どう窟くつの件ならそれとなく徐寧に水を向けることも可能だが、外へ出て、情報を集めるのがもっとも手っ取り早い方法だ。

「僕は、内心喜んでいたんだ」

　絽の唐とう突とつな言葉に、意味がわからず首を傾かしげる。

　絽は、躊躇ためらいがちな笑えみを浮かべた。

「事故に遭あわれて以来、別人のように変わられて、毎日通われていたのが信じられないくらい皇上のお姿を見なくなっていたから、またここに来られるようになるほどお元気になったことに安心してた」

　以前の璃王がどうだったのか、斎は知らない。知っているのは、いまの穏おだやかな璃王だ。過去がまったく気にならないと言えば噓になるけれど、自分にとってはそれほど重要なことではなかった。

「もちろん皇上のご寵ちよう愛あいを一身に受けているきみが羨うらやましくてたまらなかったけど、それはどうしようもないことだから」

　絽は根っからお人よしなのだろう。

　だが、的外れな羨せん望ぼうには苦い気持ちになる。羨ましがられたところで自分は側妾ではないし、龍りゆう痕こんのおかげで守られているにしても、それすら間ま違ちがいなのだ。

「で、いつ外に出られる？」

　これ以上璃王の話をする気分ではなく、話を戻もどす。

「三日後」

　三日後が待ち遠しい。そのときのことだけを考えて過ごそう、そう決めた斎は脳のう裏りに刻み込むように何度も「三日後」と心中でくり返した。










　深夜、城外へ出た斎は頭から被かぶった頭ず巾きんを外すと、活気のある街を見渡した。

　ランタンの灯あかりで昼間のような街には、夜遅おそい時刻にも拘かかわらず人々が往来し、賑にぎわいを見せている。どこの店からだろうか、漏れ聞こえてくる音楽に時折歓かん声せいも交じり、都城の人々の自由な暮らしを垣かい間ま見みることができた。

　人混ごみにまぎれた斎は、建ち並ぶ路面店や屋台を眺ながめつつ、行き先も決めずに歩いた。そうする傍かたわら、たまにほろ酔よい加減のひとを見つけては情報収集に努める。

　十人近く声をかけ、なんの収しゆう穫かくも得られず焦あせりを覚え始めた頃ころ、意外な話を耳にした。

「洞窟は知らねえけど、そういや、昨夜妙みような男の噂うわさなら耳にしたぜ」

　赤ら顔の太った男が、歯を剝むき出しにして笑いながらそう切り出した。

「自分は別の次元から来たとかで、地上を走る鉄とか空を飛ぶ乗り物とか、宙を行き交かう文ふみとか、とにかくわけのわからねえことを捲まくし立ててやばかったらしい」

　酒の肴さかなにちょうどいいのか、男の話に周囲がどっと沸わく。

「なんだ、そりゃ。イカれてるな」

　彼らにとっては笑い話でも、斎は聞き流すことができない。おそらくその男はケイだ。ケイも斎のあとからこの世界に来たと考えるのが妥だ当とうだろう。

　詰つめ寄りたくなる気持ちを抑え、男に丁てい寧ねいに問いかける。

「その男が、どこにいるか知ってます？」

　男は酒臭くさい息を吐はき出してから、人差し指を左右に振ふった。

「知らねえよ。けど、イカれた奴やつはたいがい奴ど隷れい村に送られる」

「……え」

　聞き慣れない言葉に、背筋が凍こおる。奴隷村とは、いったいなんなのか。

「奴隷、村って？」

「ああ？」

　ぐいと酒を呷あおった男が、とろりとした半眼を向けてきた。

「知らねえのか？　間かん諜ちようと密入国者は裁かれるまでもなく問答無用で奴隷村行きだ。一生、強制労働ってわけさ」

「…………」

　二重の意味でショックを受ける。ひとつは、偶ぐう然ぜん璃王に会わなければ、密入国者と判断された時点で自分もその奴隷村に送られていたということ。もうひとつは、十中八九、ケイはそこにいるだろうこと。

「どこにあるんですか。知り合いが、間違ってそこに入れられたかもしれないんです」

　重ねて問うた斎に、さあな、と男が肩かたをすくめた。

「悪いことは言わねえ。そいつはあきらめな。いったん奴隷の焼き印を押されたら、死ぬまであそこからは出られない」

「そんな……」

　聞いてしまったからには無視できない。なんとかその奴隷村を見つけて、ケイを助け出さなければ……。

「どこにあるのか、教えてください」

　男の肩を摑つかみ、嚙みつく勢いで問う。だが、男は奴隷村がどこにあるのか知らないようだった。

　唇を嚙み締しめた斎に、同情的なまなざしが向けられた。

「まだ決まったわけじゃない。もしかしたら、逃にげ切れているかもしれねえぞ」

　斎自身がこうしているのだから、その可能性はゼロではない。だとしても、いまはとても楽観的にはなれなかった。

　男に礼を言い、屋台を離はなれるとその足で帰路につく。これ以上歩き回る気力はなくなっていた。

　後宮に戻ったあとはすぐに寝ね床どこに入ったものの、一いつ睡すいもできずに寝返りばかりして過ごす。夜が明けてからも頭の中は悪い想像でいっぱいで、朝食も喉のどを通らなかった。

　ケイとは一カ月間のつき合いだし、特別親しくしたわけではない。それでも、一いつ緒しよに訓練して、同じ無む謀ぼうな実験に参加した者同士、心配になるのは当然だった。

　その後、重い気持ちを引き摺ずったまま、普ふ段だん同様、徐寧と図書室で会う。しばらくは見み逃のがしてくれていたが、勉学に身の入らない斎に徐寧がため息をこぼした。

「皇上のことを気にかけているなら、おやめなさい。世よ継つぎを生める女性とは立場も存在理由もちがうのですから」

　まるで的外れな指し摘てきに、斎は我が慢まんできずに口火を切った。

「小耳に挟はさんだんですけど、奴隷村って呼ばれているところがあるんですか？」

　常に沈ちん着ちやく冷静な徐寧が、斎の問いにぴくりと眉を動かす。少なくともなにかのついでに質問するようなことではなさそうだ。

「誰だれから聞いたのですか？」

　逆に問い質ただされ、忘れましたと、苦しい言い訳と承知で空そら惚とぼけた。

　徐寧はしばらく黙だまっていたが、歴史書を取り出すと、ページを捲めくり始めた。

「我が国の身分制度に関してはすでに教えましたが、実際には最下層の者たちのさらに下が存在します」

　徐寧の示した箇か所しよへ、目を凝こらす。

「古くは二千年ほど前、どこからともなく、まるで降って湧いたように身ひとつで現れた人々がいたそうです。興国の民たみは彼らをもてなし、住居や仕事を与あたえました。彼らは聡そう明めいで、社交的な人たちだと思われていましたが、やがて彼らのなかに民の上に立とうとする者が現れたのです」

　戦いくさで人々が血を流している絵を凝ぎよう視ししつつ、頭の中ではある仮説を立てる。

　これまでにも、この世界に飛ばされてきた者がいたという可能性があるのではないだろうか。ブリッジのような機械がなくても次元の歪ゆがみ等、長い年月のうちには条件が揃そろった瞬しゆん間かんがなかったとは言い切れない。

　そんなふうに考えること自体変だとわかっていても、頭が混乱して、いまはなにが正しくてなにが間違っているのかわからなかった。

「彼らの企たくらみを阻そ止ししたのも、同じ移民でした。龍痕を持つその男が争いを鎮しずめ、反乱者を奴隷として使し役えきしたのです。以来、彼らの血族はずっと身分制度の外で暮らしています」

「それが、奴隷村ですか？」

　語ご尾びに被さる勢いで問うと、徐寧が頷うなずいた。

　嗤わらうしかないというのが本音だ。龍痕を持つ者なんてたいそう特別扱あつかいされているが、ようするに斎同様、痣あざか傷きず痕あとがあったというだけの話ではないのか。

　しかも、一緒に来た仲間を裏切ったのだ。

　とはいえ、二千年も前のことなどどうでもいい。斎が知りたいことは他ほかにあった。

「その奴隷村って、どこにあるんですか」

　何度もした質問をぶつけると、徐寧は苦い顔をした。

「それを知ってどうするつもりですか？　あなたが行くことはできませんよ」

　この返答は予測済みだ。たとえ知っていたにしても簡単には教えてくれないだろう。しつこくしてよけいな疑いを持たれるのは本意ではないため、仕方なく今日はいったんこの話題から離れることにする。

「そういえば、最近、絽と親しくなりました」

　絽にはまだ少なくない額を借りっぱなしだ。手当について直じか談だん判ぱんするつもりだったのに、いまだ璃王は姿を見せる気配がない。

　斎が追究をあきらめたと思ったのか、歴史書を閉じた徐寧が満足げに頷く。

「あなたが馴な染じんできたようで、ほっとしました。ここではずっとひとりでいることなどできませんから」

「ですね」

　無難な返答をし、さらに言葉を重ねていく。

「皇上が来られなくなってから、落ち着いたっていうか、ギスギスした感じがなくなりました」

　みんな気が抜ぬけている、というのが正直なところかもしれない。実際、あれ以降、玲蘭も斎に構ってくることはなくなった。

　璃王が事故に遭あったという二年前に戻もどった感じという絽の言葉がすべてを表しているのだろう。この二年の間に後宮に入った者は、璃王の姿を一度も目にしていないと聞く。だからこそ、自分は反感を買ったのだ。

　一方で、斎自身は穏おだやかとは言い難がたい。

　奴隷村のこと、手当のこと、聞きたいことが聞けずに苛いらついている。

　いや、それだけではないと自分自身気づいているからこそ苛立ちを覚えるのだ。

　璃王と過ごす時間は、閉とざされた場所での唯ゆい一いつの愉たのしみだった。いまは側そく妃ひのところへ通っているというが、もし現実に世継ぎができたときはますますここから足が遠とお退のくにちがいない。

「──もう、来られないかもしれないですね」

　普通に言ったつもりなのに、自分の声があまりに頼たよりなく聞こえ、ぎょっとする。

「皇こう帝ていにとって、世継ぎを儲もうけることは大事ですもんね」

　慌あわてて取り繕つくろおうと作り笑え顔がおを向けた斎だったが、直後、思いがけない事実を知らされた。

「昨夜──皇上はこの後宮へいらっしゃってます。絽を寝しん所じよに呼ばれました」

「え」

　昨夜、斎は絽の手引きで城外へ出た。絽が寝所に呼ばれたのは、そのあとだろう。

　あらかじめ決まっていたのか、それとも急だったのか。胸の奥がもやもやとし、どう受け止めるべきなのか判然としない。

「皇上は絽をお気に召めしたようで、今夜のお供も絽のようです」

「…………」

　ひとつ確かなのは、どうやら自分は自うぬ惚ぼれていたらしいこと。自分に声がかからないのは、璃王がここへ来ていないからだと思い込んでいた。

　飽あきられたのかもしれない、ではなく、飽きられた。それだけの話だ。心中で何度かくり返してみたが、頭の隅すみに湧わき上がった疑心が徐じよ々じよに大きくなり、やがて「なぜ」でいっぱいになる。

　飽きるほどまだ一緒にいない。

　ふたりで庭で過ごしたときも馬に乗ったときも、夜、話をしたときも前兆は少しもなかった。いったいなにがいけなかったというのだ。

　唇くちびるを引き結んだ斎に、徐寧がいっそう眉根を寄せる。普段クールな徐寧にはめずらしいことだった。

「皇上が寝所に向かわれるのは、いつも同じ時刻です」

　すぐにはぴんとこず、徐寧を見つめる。不本意そうな面おも持もちを前にして、ようやく察した。

　寝所に向かうまでの回かい廊ろうで待ち伏ぶせしていれば、少しの間なら会えると徐寧は言っているのだ。

「会──」

　会いたいわけではないと返そうとして、声にはならなかった。つまり自分は、璃王に会いたいらしい。

　べつに璃王を責める気はない。璃王が誰を選ぼうと彼の自由で、斎に異を唱える権利など微み塵じんもないのだから。

　わかっていながら顔を見たいと思うのは、どういう感情からきているものなのか斎にはわからない。この世界で最初に優やさしくしてくれたひとだから、最初の印象とのギャップに親近感を覚えたから、奴ど隷れい村について情報を得たいと思っているから。

　それとも──。

　考えても明確な答えは出せなかった。というより、理由はひとつではないのだろう。

　もしかしたらこのまま離はなれてしまったほうがいいのかも、という気にすらなってくる。

　息をついた斎は、とりあえず徐寧に礼を告げた。

「ありがとうございます」

　徐寧はそ知らぬ顔でかぶりを振ふったあと、釘くぎを刺さしてきた。

「もし『偶ぐう然ぜん』皇上に会われたとしても、奴隷村のことはけっして口にしてはなりません。不ふ浄じようなものです」

　頷きつつも気持ちは晴れず、引き摺ずってしまう。もやもやとした胸のつかえを抱かかえたまま、夜を迎むかえたのだった。











第四章






「──斎」

　寝所へ向かう璃王と顔を合わせるや否いなや、後こう悔かいするはめになる。自分を見た璃王が、まるで幽ゆう霊れいにでも遭そう遇ぐうしたかのように瞳を見開いたのだ。

「どうして、ここに」

　会いたかったのは、どうやら自分だけだったらしい。歓かん迎げいしてもらえると勘かん違ちがいしていた自分が恥はずかしかった。

　待ち伏せしてみたものの、その先をなにも考えていなかった斎は唇を嚙かみ、すぐさま踵きびすを返す。せめてここから立ち去りたかったが、

「待って」

　腕うでを摑つかまれてしまったせいで足を止めるしかなかった。

「てっきり、ここへは戻っていないと思っていた」

　予想外の一言に璃王へ視線を戻す。まさか璃王は斎が外へ出たことを知っていたというのか。

「絽が教えてくれた。厭いやな目に遭ったせいで、ここから逃げたと」

「…………」

　どういうことだ？

　斎がみなに嵌はめられたことも、その後絽の手引きで城外へ出たことも承知していると言いたげな口ぶりだ。それどころか、後宮に戻る必要はなかったとも受け取れる。

　もしかしたら端はなからそのつもりだったのか。絽が金を貸してまで外へ出してくれたのも単なる親切心からではなく、体ていよくお払はらい箱にするつもりだったのか。

　いったん浮うかんだ疑念は頭の中で膨ふくらんでいく。少しでも信じた自分が浅はかだった。

「……離して、ください」

　璃王の手を振り払おうと、腕に力を込める。いっそう強く摑まれたせいで、斎も全力で抗あらがった。

「斎、落ち着いて」

「俺は、落ち着いてます。皇上が手を離してさえくれれば……っ」

　璃王の胸を押す。力の加減ができなかったため璃王がよろけ、背後の壁かべに背中をぶつけた。

「あ、申し訳……」

　すぐに謝ろうとした斎だが、そうする前に甲かん高だかい悲鳴に阻はばまれた。

「なんということを！」

　絽とその侍じ従じゆうだ。駆かけ寄ってきた絽が、璃王の身体からだに手を添える。

「皇上のお越こしが遅おそいから案じてきてみれば……斎、正気なのか？　皇上に暴力を振るうなんて、重罪に値あたいする行こう為いだよ」

「そんな、つもりじゃ」

　謝罪の機会を失った斎は、絽の糾きゆう弾だんに冷静になるどころか気持ちが搔かき乱される。

「いいえ。僕ははっきりこの目で見ました！」

　強い口調で明言され、口を噤つぐむしかなかった。

　いくらそのつもりはなかったと言ったところで璃王を押したのは事実だし、自分を責めてくる絽の双眸は敵意に満ちている。

「騒ぐな。私は平気だ」

　璃王はそう言ったが、絽の声を聞きつけ、次々にみなが集まってきた。側そく妾しようたちのみならず後宮で働いている使用人たちも含ふくめ、全員だ。

「い、斎様がご乱心です。皇上に手を上げられました！」

　絽の侍従の涙ながらの訴えに、その場が凍りつく。璃王の腕に倒れ込んだ青い顔の絽の前では、どんな言い訳をしたところで無駄だ。いまや斎は罪人も同然だった。

　まもなく後宮の外にも騒ぎは伝わるだろう。

「誰だれか、この者を地ち下か牢ろうへ！」

　玲蘭が声こわ高だかに叫さけんだ。

「……地下牢」

　硬直した斎は、使用人に両りよう脇わきから捕とらえられてもなにもできなかった。地下牢へ入れられてしまったら、きっと奴隷村に売られてしまう。そうなったらもう逃にげる手立てはない。

　恐怖と混乱で頭が真っ白になる。

「ほら、歩け！」

　使用人に命じられて震える足を出したが、がくりと膝ひざが頽くずおれた。それでも構わず引き摺られた、そのときだ。

「彼から離れろ」

　凜りんとした声が響ひびき渡わたる。使用人の手が緩ゆるみ、その場にしゃがみ込んだ斎に救いの手を差し伸べてくれたのは、他ほかでもない璃王自身だった。

「騒ぎ立てるな。みな部屋へ戻もどれ」

　璃王の命に、真っ先に進み出た玲蘭が異を唱える。

「この者を不問になさるというのでしょうか。恐おそれながらそれでは示しがつきません。後宮の秩ちつ序じよが乱れます」

　後宮には後宮のルールがあると斎も知っている。長い歴史のなかで発生した不文律もあり、皇こう帝ていすら口出し無用という。それを曲げれば、玲蘭の言うように後宮の秩序の乱れに繫つながると璃王もわかっているだろう。　>>>♥

　玲蘭の厳しい言葉に失望し、ぶるりと震ふるえる。絽を始め、みなが玲蘭に賛同しているのは明らかだった。

「戻れと言ったのが、聞こえなかったのか」

　だが、璃王は退ひくことなく、静かに、力強く言い放つ。

「絽、きみも自分の部屋へ帰りなさい」

　今度は誰ひとり反論しなかった。璃王がさせなかったのだ。

　みな黙だまり込み、命に従い、それぞれ部屋へ戻っていく。床ゆかにしゃがみ込んだ斎と、璃王のみがその場に残った。

「大丈夫か」

「は……」

　はいと答えたかったけれど、口の中がからからに乾いていてちゃんと唇が動かない。何度か息をつき、ようやく声が出たものの、ひどく掠かすれていた。

「……あ、りがとうございます。もう、大丈夫です」

　みっともないことにいまだ動どう揺ようは収まらず、しゃがんだまま応じる。斎としてはひとりにしてほしいと暗に伝えたつもりだったのに、璃王はその場に留とどまったうえ、身を屈かがめると視線を合わせてきた。

「久しぶりに会うのに、そう邪じや険けんにするな」

　覚えず眉をひそめる。助けてもらったのは事実だが、戻ってこなくてもいいと言っておきながらいまさら邪険にするなもなにもない。

「べつに邪険にしてません。もう大だい丈じよう夫ぶなので、俺のために時間を無む駄だにしないでくださいと言っているだけです」

　おかげで頭が冷え、そっけなく返した斎に、璃王がため息をつく。かと思うと、いきなり斎の腰こしに両手を回してきて、そのまま抱かかえ上げた。

「ちょ……っ」

　構わず歩きだした璃王に狼狽うろたえ、かっと頭に血が上る。駄々をこねる子ども同然に扱あつかわれて、黙っていられなかった。

「下ろしてください。自分で戻れます」

　身を捩よじれば捩るほど、いっそう強く抱え込まれる。いったいなにを考えているのか、璃王のことが少しもわからない。

「暴れると危ないだろう」

「……っ」

　それでも、たったいま暴力を振るったと責められたばかりの斎にこの一言は効果絶大で、おとなしく従うしかなかった。璃王が向かっているのが斎の部屋ではなく、寝しん所じよだとしても。

「……絽を、呼ばれるんじゃないのですか」

　問うたあとで、失言に気づき唇くちびるを嚙む。いまのはまるで責めているようにも聞こえる。

「彼も部屋に戻った」

　さっき聞いていたはずだと言いたげな答えに、いっそう顔が熱くなった。

　──他の皆みな様さまが、斎様にやきもちを焼いておいでです。

　侍従の言葉を思い出すとなおさらだ。

　あのときは、そういうのは自分には無む縁えんだと一いつ笑しように付したが、いまは笑えない。

　璃王が皇帝だから？　会話が愉たのしいから？　シェンを紹しよう介かいされて、馬で一いつ緒しよに出かけて、自分は特別だと思い込んでいたから？

　無意味だとわかっていながら理由ばかり探している自分が滑こつ稽けいで、顔をしかめた。

　後宮なんて場所に長く居過ぎたせいで、すっかり感化されてしまったらしい。普ふ通つうならやきもちという発想自体どうかしているというのに。

　寝所に入ってようやく解放されたが、少しも冷静になれない。気持ちは乱れたままだ。

　寝台に座った斎の隣となりに、璃王も腰を下ろした。

「落ち着いたか」

　触ふれ合いそうな肩かたが気になって、頷うなずくのが精せい一いつ杯ぱいだ。なんでこんなに緊きん張ちようしているんだと自分自身に疑問を抱いだきつつ、璃王の言葉に耳を傾かたむける。

「みなから斎が浮いていると、絽から訴うつたえがあった。彼には、後宮の様子について話を聞いていただけだ」

　よもや絽が璃王に直じか談だん判ぱんしていたとは思いもよらなかった。いまの璃王の言い方だと、斎のために絽を寝所に呼んでいたようにも聞こえる──が、そこまでうぬぼれやではない。

「……誰と寝所に入られようと、皇上の自由です」

　斎にしてみれば、自分には関係ないと言ったつもりだった。

　しかし、璃王はそう受け取らず、ふっと片かた笑えむ。

「なんですか」

　なぜ笑われたのかわからず水を向ける。

「そんなことを気にするとは思わなかったから」

「な、んで俺が……っ」

　図星を指された気がして、慌てるあまり舌を嚙かむ。痛みと血の味に顔をしかめた斎の顎あごに、璃王が手を添そえてきた。

「嚙んだのか？　見せて」

　間近で見つめ合い、舌の痛みが二の次になる。なんで自分はばか正直に従うのだろう、そう思いながら斎は唇を解き、舌先を覗のぞかせた。

「血が滲にじんでいる」

　声とともに吐と息いきが舌先に触れてもじっとしていた。鼓こ動どうの速さについていけず胸を喘あえがせたとき、舌にあたたかな感かん触しよくがあった。

「──斎」

　傷ついた舌を舐なめられ、食はまれ、宥なだめられる。心臓が痛いほど鼓動を打ち、頭の芯しんがくらくらし始めた。

　もっと息をしようと口を開いた瞬しゆん間かん、璃王の舌が口中に入ってきた。

「……ふ」

　唇を合わせ、いつしか舌を絡からませ合う。どうしてこうなったのかと不思議に思う一方、頭の中は靄もやがかかったみたいにぼんやりとしてなにも考えられない。

　体重をかけられ、寝台に倒されてもまったく抵抗しなかった。

　口づけは徐じよ々じよに熱を増していく。これほど情熱的なキスをしたのは初めてなので、自分がどうなるのか予想もつかない。ただ未知の昂こう揚よう感かんが身体からだじゅうに満ちていく。

　璃王の手が、自分の身体の上を遠えん慮りよがちに這はい出しても同じだ。斎は抵抗するどころか、璃王の背に両手を回した。

「私もだ」

　口づけの合間の言葉がどういう意味なのか、すぐにはぴんとこなかった。

「きみが恋こい人びとのもとへ逃げたと聞いて冷静ではいられなかった」

　そういうことかと合が点てんがいく。絽が璃王に噓うそをついた理由に関しては確かめるまでもない。

「恋人、なんかいな、いです」

　切れ切れに返した斎に、

「ああ、少し考えればわかることなのに」

　そう答えた璃王の声は熱っぽく掠れていて、たまらない気持ちになった。

「信じられないかもしれないが、ここで話をするつもりだった。でも、いまは無理そうだ」

　唇を触れさせたまま眉根を寄せた璃王に、視線で同意する。

　自分も話をする余よ裕ゆうなんてない。どうかしているというのは百も承知で、先を促すために璃王の面に触れた。

「邪じや魔ま」

　璃王への感情も嫉しつ妬とも、いまの強い欲情もすべて勘かん違ちがいかもしれない。普通ではない状じよう況きように置かれているから、おかしくなっているだけとも考えられる。もしくは、単に寂しいだけとも。むしろその可能性のほうが大きいだろう。

　それでも、自分のなかのどこを探してもやめたいという気持ちがない以上、情動に従おうと決める。

　どうやら斎の心情は正確に伝わったらしい。窺うかがうような視線で斎を見つめたあと、

「確かに邪魔だ」

　いったん身体を離はなした璃王が自ら面を外した。

　端たん整せいな顔立ちだ。隠かくすのはもったいないと、最初と同じ感想を抱く。

　見み惚とれていたのもつかの間、

「脱ぬがせてもいいか？」

　璃王に問われ、慌てて斎は自身の長チヤン袍パオに手をやった。

「自分で、やります」

　だが、璃王自身に阻はばまれる。もたもたする斎とはちがい、滑なめらかに動く手はあっという間に着衣を乱していく。

　下着姿になった斎が羞しゆう恥ち心しんから躊躇ためらうと、熱い瞳に射い貫ぬかれた。

「抗あらがわないでくれ」

　不自由はしていないと言われた最初のときとはまったくちがう璃王の熱に、ぶるりと背筋が震ふるえる。

　自分が欲ほつしているのと同じだけ求められる、それがどれほどの昂揚をもたらすか。

　恍こう惚こつとなった斎は、自ら協力して生まれたままの姿になった。

　手早く裸はだかになった璃王が、肌はだを重ねてくる。自分が同性の裸ら体たいに興奮する人間だと知って戸と惑まどいはあったものの、それを凌りよう駕がするほどの欲望に駆かられ、身を委ゆだねた。










「あ、あ……も、いく」

　性器を擦こすられ、背をしならせて達する。あまりのあっけなさに恥はじらったのは最初のうちだけで、すぐに気にする余裕すらなくなった。

　最初に触れ合ってから五日。

　なんでこうなったのか。こんなことをしていていいのか。璃王は平気だろうか。

　頭の隅すみではいろいろ考えるし、迷いもあるというのに、連日寝所に呼ばれることを喜んでしまうのも事実だ。それほどまでに、璃王との情交は斎に強きよう烈れつな快楽をもたらしていた。

「斎」

　自分の吐はき出したもので濡ぬれた指が後ろへ滑すべっていき、後こう孔こうに触れてきた。くすぐるように撫なでられたあと、香こう油ゆが垂らされ、その感触に身体が勝手に跳はねる。

「無む理り強じいはしない。触さわるだけだ」

　吐息混じりの言葉には璃王の気き遣づかいが感じられるが、いいのに、と心中で斎は答えた。

　最初は性器を触り合うだけで終わった。璃王が後孔に指を挿そう入にゆうしてきたのは、三度目の夜だ。にもかかわらず、その後は先に進もうとしない璃王に、斎のほうがじれったくなってくる。

　入り口を緩ゆるめられ、内側を優やさしく撫でられている間に何度「挿いれていい」とねだりそうになったか。

　ゲイとかストレートとかもうどうでもよかった。受け身であることすら、すでに問題ではない。ただでさえ快楽に流されているという自覚があるから、なんとか踏ふみとどまっているようなものだ。

　いや、それもいまさらだ。異常とも言える環境において、璃王に与えられる愉ゆ悦えつだけが唯一確かなもので、自分が存在していると実感できる瞬間でもあるなら、もっとと欲が出るのは当然のような気さえした。

「ぅあ……」

　ずるりと指が挿はいってくる。内ない壁へきを優しく撫でられると、くすぐったいような、痺しびれるような、なんとも表現しがたい感覚がそこからこみ上げてくる。

　口づけられ、舌を絡ませ合うとそれはより顕けん著ちよになり、じっとしているのは難しかった。

「ふ……ぅう、んっ」

　あえぎながら、潤うるんだ視界の中に璃王を捉とらえる。自分に向けられているまなざしには明確な情欲が見て取れ、いっそう興奮する。なにより、

「斎──触ってほしい」

　少し上うわ擦ずった声で求められる瞬間がたまらなかった。

　斎は震える手を伸のばし、璃王自身に触ふれる。硬かたく、熱いそれを包み込むと、まるで自分がそうされているかのように息が乱れた。

「あ、あ……そこ、は……っ」　>>>♥

　璃王を愛あい撫ぶする傍かたわら、体内をまさぐられて腰こしが勝手に揺ゆれる。達したばかりの性器からは、ひっきりなしに蜜みつがあふれ出す。

「ぁ……また、いくっ」

　知らず識しらず璃王のものと自身を擦りつけていて、両手で激しく扱しごき立てる。

「私も、だ」

　璃王の切せつ羽ぱ詰つまった声を聞いた瞬間、斎は、体内にある璃王の指を締しめつけながら二度目のクライマックスを迎むかえていた。ほぼ同時に璃王も果て、ふたりぶんの精液で両手と腹が濡れる。

　速いリズムを刻んでいる鼓動や、ふたりの精液が混じり合っている腹をぴたりとくっつけ合って交かわす口づけは、どこか甘く、それ以上に苦い。

　いったい自分はなにをやっているのだろう。焦しよう燥そう感かんに駆られ、胸の奥がざわめく。

　考える時間はたっぷりあるというのに、日に日に冷静さを失っているようだ。浮うわついているという自覚はあった。

　このままだと溺おぼれてしまう。

　それが恐こわくて、斎は平気なふりをし、自分から唇くちびるを離すと上体を起こした。

「貧民街の近くにある洞どう窟くつ」

　いまのままでいいはずがない。立場を自覚する意味でも、なんらかの進展が必要だった。

「俺はそこに倒たおれていたらしいので、行ってみたいです」

　璃王は驚おどろいてはいないようだ。乱れた髪かみを搔かき上げた璃王に、斎は言葉を重ねた。

「俺と一いつ緒しよに来た友だちがいて、ケイっていうんですけど、そこへ行けばなんらかの手がかりが摑つかめるかもしれないし、ケイは奴ど──」

　いったん言葉を切る。けっして口に出すなと徐寧から厳命されていたからだが、そうするまでもなかった。

「奴ど隷れい村か」

　いともあっさり璃王が切り出したのだ。斎は、頷うなずけばよかった。

「場所を知りたがっているなら、難しいだろう。奴隷村というのは、いわゆる村落があるわけではなく、常に移動している集団のことだ。仲ちゆう介かいする男がいて、労働を与あたえて収入を得ている。どんな重労働も奴隷同然の低賃金で請うけ負うため、その名めい称しようがついたというが──もし彼がそこにいるなら、気の毒だとは思うが、見つけるのは難しい」

「…………」

　璃王の説明に衝しよう撃げきを受け、二の句が継げない。

　知れば知るほど、ケイの状況が深刻だとわかる。璃王が難しいと言うからには、不可能に近いのだ、と。

　仕方がないとあきらめるのは容易たやすい。が、そうすれば自分はきっとずっと罪の意識を抱いだき続けるはめになる。なぜなら、もしあのとき璃王に会っていたのがケイなら、いま頃ごろ奴隷村にいたのは自分かもしれないと思ってしまうからだ。

　ケイを見捨てて快楽に耽ふけっているという後ろめたさがあった。

「──俺を、自由に街へ出られるようにしてもらえませんか」

「無理だ」

　一考の余地もなく、危険だからという理由で呆あつ気けなく却きやつ下かされる。斎にしてもすんなり許可してもらえるとは思っていなかったけれど、もう一度門衛を抱だき込もうにも手て許もとに先立つものがない現状では、もう打つ手がなかった。

　目を伏ふせた斎に、璃王がため息をこぼす。

「近々城の修復作業を行う予定になっている。作業はお抱かかえの修復師たちが行う手て筈はずになっているが、費用を抑おさえて、それとなく下請けに奴隷村の者を使うように仕向けることは可能だろう」

「本当ですか」

　それなら、うまくいけばケイを見つけられるかもしれない。礼を告げようとしたが、右手でさえぎられる。

「私にできるのはそこまでだ。仮に見つけられたとして、その後はどうするつもりだ？　どこにもかくまう場所はないぞ」

「ひとりくらいなら俺の部屋でもいいでしょう」

　答えるまでもないと言いたげに、璃王がかぶりを振ふる。

「誰にも気づかれないと思うか？」

「それは……」

　多くの側妾に侍従、使用人。璃王の言うとおり、彼らからかくまい続けることは不可能だ。一いつ瞬しゆん、期待したぶん落らく胆たんも大きかった。

「でも、こんな世界で見捨ててしまったら……死ぬかもしれないのに」

　璃王の話を聞いて、奴隷村がその名のとおり過か酷こくなところだとわかった。そんな場所に長くいればどうなるか。考えるまでもない。

「だからだ」

　璃王の態度は変わらない。

「選せん択たくを間ま違ちがえると、命にかかわる」

　とりつく島もないとはこのことだった。単なる脅おどしではないと、璃王の言葉だからこそ実感する。

「ケイは選択したわけじゃないでしょう」

「きみの話をしている。罪人として裁かれたいか。それとも、きみまで奴隷村に入りたいのか。その彼のために命をかけられるというのか」

「……っ」

　矢継ぎ早に問われ、返答に窮する。答えられるわけがなかった。

　璃王の正しさを痛感すると同時に、己おのれの浅はかさを突つきつけられる。どれもこれも厭いやだなんて、確かに都合がよすぎる。

　説得すれば聞き入れてくれると思っていた。実際は、話し合いにもならない。聞き分けのない子どものようにあしらわれてしまう。

「そんな言い方するくらいなら、なにかいい方法を考えてくれたっていいでしょう。皇こう帝てい様なんだから──こんなんじゃ、徐寧のほうがよっぽど頼たよりになる」

　いや、まさに子どもだ。思うようにならないから八つ当たりするなんて、璃王に甘えているだけではないか。わかっていながら退ひくに退けないのは、ケイのためというより、自分のためのような気がしてきた。

　後こう悔かいしたくなくて意地になっているのかもしれない、と。

「斎」

　璃王の眉み間けんに深い縦たて皺じわが刻まれる。挑ちよう発はつ的な言い方をしたせいか、それとも徐寧の名前を出したせいか、瞳に苛立ちが見て取れた。

「危険だと言っているのがわからないらしい。徐寧と会うのを禁止することもできるぞ」

　寝台から身を起こした璃王が、長着を羽織る。その後ろ姿を目にして、自分の傲おごりを悟さとった。

　いまこうして安あん穏のんとしていられるのは、璃王のおかげだ。璃王の寝所に毎夜呼ばれているからといって、斎自身はどこまでいっても得体の知れないよそ者で、本来、頼たのみ事などできる立場ではない。

「いまのは……言いすぎました」

　自分の愚おろかさに嫌いや気けがさす。唇を嚙み締めると、璃王の手が頭にのった。

「私も強く言いすぎた。だが、わかってほしい。いまは時期が悪い。ただでさえ最悪の事態に備えなければならない現状で、危険を冒おかすわけにはいかないのだ」

「──わかっています」

　璃王は皇帝だ。自分のことだけを考えていればいい斎とは、根本的にちがう。皇帝である以上、個人よりも国を第一に考えなければならないのだ。

「最悪の事態って──戦いくさってことですか？」

　南煬と北城は均きん衡こうを保ってきたと徐寧から教えられた。戦を想定しなければならないほど緊きん迫ぱく状態にあるなんて予想だにしていなかった。

　璃王は真顔で斎を熟視してきたあと、硬い口調で切り出した。

「先日、友好的だった北城の宰さい相しようが辞任した。新しい宰相がまず取りかかったのは、軍の増強だと報告があった。戦は避さけたい。が、万が一の準備はしておかなければならない」

　もうそこまで情勢は悪化しているのか。璃王が話してくれたのは、おそらく斎自身も蚊帳かやの外ではないからだろう。

「──それって、俺のことも関係してるんですか？」

　龍りゆう痕こんを持つ者の存在と戦を結びつけたがる輩やからもなかにはいるはずだ。信じている人々にとっては、おそらくすべての事象に意味がある。

　龍痕を戦の印ととる者がいたとしても不思議ではない。

「こんなの、子どものときに負った火傷やけどの痕あとなのに」

　こうなるとわかっていたら、龍痕ではないとなにがなんでも言い張っていた。肩口に手をやると、璃王がかぶりを振った。

「そうではない」

「だけど」

　自分のせいで戦になる、とまでは言わないものの、まったくの無関係と思うほど楽天的にはなれなかった。

　唇を嚙んだ斎に、璃王がふたたび長着を脱ぬぎ捨てる。そして、背中を向けると長い髪を払った。

「……あ」

　驚き、璃王の右みぎ肩けん甲こう骨こつを見つめる。傷痕なのか、それとも痣あざなのか、そこには龍の形のようなものがくっきりと刻まれていた。

「もし龍痕の伝承が事実なら、斎が来る前に、とっくに厄やく災さいはもたらされている。私にとっては、生まれたときからある、単なる痣に過ぎないが」

　どういうことなのか。初めから璃王は、龍痕など信じていなかったというのか。斎が龍痕を持つ者ではないと知っていたにもかかわらず、あえて自身の身に関して伏せていた、と？

　どうしてそんなことを──。

　まさか俺をかくまうために？　いや、でも……拾ったばかりの人間にそこまでする理由がない。

　新たな疑問が生じ、頭の中を整理しようとしていた斎だが、

「きみに、話したいことがある」

　璃王が口火を切った。その声は硬かたく、表情もどこか切羽詰まったようにも見える。

　困こん惑わくしつつも斎は黙って頷いた。

「話すべきか、ずっと迷っていた。きみは驚おどろくだろうし、もしかしたら怒おこるかもしれないが、やはり隠しておくわけにはいかない」

　やけにもったいぶった前置きのあと、璃王は静かに言葉を紡つむいでいった。

「あの日、初めて会ったとき、きみは追われていて叫さけんでいた。『厭だ』『助けて』と」

　あのときの恐怖は斎もよく憶おぼえている。あれから一カ月足らずだというのに、ずいぶん前の出来事のようにも思える。

「他ほかの誰だれにも意味がわからなくても、私には懐なつかしい言葉だった」

　そう言った璃王が、また「厭だ」「助けて」と口にする。が、今度のそれはまったく別の音として耳に届く。

　日本語だ。

「……え、噓うそ……なんで」

　あのときなにを叫んでいたか、斎自身にはっきりした記き憶おくはない。取り乱していたせいで、ただ必死で喚わめき立てただけだった。

　それゆえ日本語になってしまったのだろうが、それを璃王が理解したというのか。突とつ然ぜんのことに啞あ然ぜんとし、璃王をじっと見つめる。

「二十歳はたちの頃、この世界へ飛ばされた。顔の怪け我がはそのときのもので、倒たおれているところを偶ぐう然ぜん恵佳に発見され、密ひそかに城へ連れ帰られた。数日前、愛あい妾しようとの情交中に急きゆう逝せいした皇帝と、背格好や顔立ちが似ていたからだ」

「…………」

　いったいなにを言っているのだろう。璃王の話がまるで頭に入ってこない。

　飛ばされた？　急逝した皇帝？　どういう意味だ？

「なにが起こったのか、いまでもわからない。実際の私はどこにでもいる大学生だった。大学からの帰宅途と中ちゆう、電車を降りて、駅を出たところまでは憶えている。その次の記憶は、もうこの世界で、城の奥にある部屋だ。以来、私は皇帝を演じ続けている。それが興国のためだと言われ、命を助けられた恩に報むくいる唯ゆい一いつの手段だから」

　ばかな。冗談にしても笑えない。

　こんな話、どうやって信じろというのだ。璃王が自分と同じように飛ばされてきた人間で、皇帝のふりをし続けているなんて、作り話に決まっている。

　そう思うのに、冷や汗が止まらなくなる。璃王が作り話をする理由がないからだ。

「……噓、ですよね」

　ふいに、絽や徐寧から聞いた言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。絽は、事故後皇帝は別人のように変わってしまったと言っていた。徐寧は確か──どこからともなく、まるで降って湧わいたように現れた人々が二千年前から存在していた、そう話してくれた。

「でも……皇上が……」

　混乱するあまり、こめかみがずきずきと痛み始める。受け止めるには時間が必要だった。

「斎は何年生まれだ？」

　唐とう突とつな問いかけに、

「一九九七年、です」

　躊躇ためらいながら答える。

「私は、一九七八年だ」

「え、待って……でも、それじゃあ、四十歳近いってことになってしまう」

　二十歳のときに飛ばされたというなら、一九九八年の頃の話になる。だが、目の前にいる璃王はどう見ても二十代半ばから後半だろう。

「そうか。四十近いのか。時の流れが向こうとこっちでは異なるらしいから、自分の年ねん齢れいもわからないな」

　話せば話すほど混乱は増す一方だ。半面、疑う要素が確実に減っていく。そもそもこの世界の人間なら電車とか駅とかいう単語は出てこないはずだ。暦こよみも当然ちがう。

「俺が、助けてって叫んだから……助けてくれたってこと？」

　この問いに返答はなかったが、璃王の顔を見れば予想がついた。

「……名前……名前は？」

　半信半疑のまま問うた斎に、璃王は一度息をつき、嚙かみ締しめるようにその名前を口にした。

「遠とお山やま祥しよう吾ご。それが私の本当の名前だ」

「────」

　遠山祥吾と、頭の中で反はん芻すうする。

　遠山祥吾。当時二十歳の大学生。なんらかの原因で異世界へ飛ばされ、幸か不幸か急逝した皇こう帝ていに似ていたせいで身代わりを演じ続けている。

　たったひとり、この世界で誰にも頼たよらず生きてきたのだ。

　璃王の──祥吾の人生を思うと、どうしようもなく胸が搔かき乱された。運命のいたずらというのはあまりにつらく、突とつ拍ぴよう子しもなさすぎる。

「恵佳さんは、このことを知ってるんですか？」

　命を救った際、璃王の痣を目にしたのではないのか。

　斎の疑問に、璃王が頷うなずいた。

「冷たい男のように思われがちだが、あれでいて恵佳は情に厚い男だ。きみを城へ置くことを反対したのも最初だけで、結局は折れてくれた。後宮に入れるという案を出したのは、恵佳だ」

　斎を見てくる冷ややかな視線からはとてもそうは思えない。だが、璃王が言うのだから、勘かん違ちがいしているのは自分なのだろう。

　恵佳に対する恩と信しん頼らいが、璃王からは伝わってくる。

「俺のこと……初めからわかってたから守ってくれたんですね」

　璃王の話を俄にわかに信じるのは難しいが、もし事実だとすればいろいろなことに合点がいく。なぜ自分をかくまってくれたのか。それは自分が同じ境遇だったからだ。

　あらためて礼を告げる傍ら、なぜかずきっと胸が痛む。自分でもよくわからない。

「最初は」

　璃王が苦く笑しようした。

「いまは、逆だ。きみを守りたいという気持ちが、私の支えになっている。きみの望みを叶かなえたい。もとの世界に戻もどりたいというなら──それを優先するつもりだ。私ができ得るすべてで後押しするつもりでいる」

　力強い言葉だ。

　けれど、それとは裏腹にいつも優やさしい璃王の笑えみはひどく儚はかなげに見える。だから斎は、引き留められているような気がしてくるのだ。

「一いつ緒しよに」

　たまらず璃王の手を取った。

「一緒に帰りましょう！」

　自分がどうなるかわからないし、そもそも帰れる方法なんて知らない。それでも、いま、どうしても言いたかった。

「きっと帰れます。俺は、実験に参加して飛ばされてきたんですけど、条件が揃そろえば帰れると所長が言ってました」

　一緒にいたいと思うこの気持ちがどこからくるものであろうと、いまさらひとりで帰るなんて考えられない。なにより、斎自身が璃王と──祥吾とともに帰りたかった。

「一緒に帰る？」

「はい。一緒に帰る、です」

　なんの根こん拠きよも保証もないくせにそう断言した斎に、璃王の瞳が微かすかに揺れた。

「そうか──そうだな」

「ええ、必ず」

　頷きながら、ともに帰ったときのことに思いを馳はせる。

　祥吾とふたり、いまのこの世界での出来事をときどき語り合いながら、普通の生活を送るのはどんな気分だろう。皇帝だったもんなと茶ちや化かしたら、祥吾はどういう顔をするだろう。

　ばかみたいだ。そう思う一方でその想像はあたたかく、穏おだやかで、斎の胸を熱くした。










　翌々日から、璃王の言ったように城の修復作業が始まり、城内はひとの出入りが活発になった。奴ど隷れい村を使し役えきする件はどうなったのかと覗のぞきに行ってみると、どうやら約束を果たしてくれたようで、斎にも一目でそれとわかる人たちがいた。

　資材運びを課せられているらしい彼らは裸はだか同然の身なりもさることながら、首に鉄輪を嵌はめられている。

　肉体労働は瘦やせた身体からだにこたえるのだろう、しゃがみ込む者もいるが、すかさず監かん視し係の叱しつ責せきが飛び、ときには足あし蹴げにされることもある。

　あまりの光景に顔をしかめたが、無理を承知で璃王に頼たのんだのは自分だ。これがケイを見つける最初で最後のチャンスである以上、失敗するわけにはいかなかった。

「城の修復作業は、万が一の戦いくさに備えてでしょうか」

　図書室で徐寧に水を向けると、ええ、と肯こう定ていが返った。

「城の守りを強固にするためです」

「それって、戦になる可能性が高いからですか？」

　北城との関係の悪化は、いまや後宮にも知れ渡わたっている。いや、後宮だけではない。城内外、その話題で持ち切りのようだった。

「そうですね」

　さすが徐寧だ。顔色ひとつ変えずに頷く。

「北城が自国こそが正統な興国であると主張してきた以上、我が国は退ひくわけにはいきません。当初の予定より迅じん速そくに作業が進んでいるようですし、我われ々われ民たみも覚かく悟ごしておく必要があるでしょう」

　すでに話し合いでは決着がつかないところまできているということか。

　噂うわさでは、北城の宰さい相しようは好戦的だと聞いている。これまでの歴史の中で常に南煬の陰かげに追いやられていた北城にしてみれば、国力が均きん衡こうしているいまが逆転のチャンスと見ているのだろう。

　斎自身は、戦と言われてもぴんとこない。国がどんな状じよう況きようになり、自分たちにどう影えい響きようしてくるのか。璃王はどうなるのか。結局、気になるのは個人的なことだ。

「あの──首輪をした人たちは、作業が終わるまで近くで寝ね泊とまりするってことですよね」

　さりげなく聞いたつもりだったけれど、先日も奴隷村の話をした経けい緯いがあるので徐寧が訝いぶかるのも無理はない。探さぐるような目を向けられ、無理やり笑みを作った。

「戦の経験もないし、ひとの出入りが多いってだけでちょっと不安になってます。格好悪いですね」

　肩かたをすくめてごまかし、目の前の書物に目を落とす。順調に読み書きができるようになったとはいえ、肝かん心じんなことについてはまだなにもわかっていなかった。

「あの、部屋でも読みたいので、借りていってもいいですか」

　歴史書を持ち出したくて徐寧に頼む。

「勉強熱心なのは、いいことです」

　帰る方法の手がかりがあるのではという思おも惑わくからなので褒ほめられると胸が痛んだものの、戦が迫せまっているといういま、悠ゆう長ちようにしている場合ではなかった。

「もし、戦になったとき、ここはどうなるんでしょう」

　この問いには、想定内の返答があった。

「側そく妾しようは、みな里へ戻されるでしょう。あなたの場合は、おそらくどこかへ疎そ開かいすることになると思います」

「……そう、ですか」

　急がなきゃ。斎は、心中で呟つぶやく。

　戦が始まってしまったら、ここにはいられなくなるし、警備が厳重になるにちがいない。その前になんとかしたかった。

「じゃあ、お借りします」

　徐寧に挨あい拶さつをし、まだ勉強していない五巻以降を三冊ほど手にして図書室をあとにする。自室へ向かっていたとき、運悪く玲蘭とその取り巻きたちと鉢はち合あわせした。今日はどんな厭いやみを言われるかと身構えると、玲蘭はつかつかとこちらへ歩み寄ってきた。

「おまえ、どんな手を使った。一度は飽あきられておきながら、皇上はどうしてまたおまえを呼ぶのだ」

　怒いかりのためか、めずらしく口調が荒あらい。玲蘭に唇くちびるを震ふるわせながら睨にらみつけられ、平静を装いつつも内心たじろぐ。

　以前なら無視できたことも、璃王と関係ができたいまはどう応じればいいのかわからなかった。

　黙だまり込んだ斎は、玲蘭の後ろに立つ絽へと視線を向ける。苦い顔をした絽は目が合うと、すぐさまそらした。

「勉強熱心なおまえのことだ。皇上によからぬことを吹ふき込んでいるのだろう。皇上はおまえに惑まどわされているにちがいない。白状するがいい！」

　激しい剣けん幕まくで詰つめ寄ってくる玲蘭に、斎は後あと退ずさる。間近で顔を合わせると、彼の様子が普ふ通つうでないことに気づいた。

　目の下にはくっきりと隈くまができ、肌はだは荒あれ、頰ほおがこけている。眠ねむれていないのかもしれない。これほどまでに思い詰めているのかと思うと、強く反論するのが躊躇ためらわれる。

　取り巻きたちも同じなのか、みな表情は優すぐれず、玲蘭を案じている様子だ。

「おまえのように取り柄えのない奴やつに、なぜ皇上はご執しゆう心しんなのだ！」

　玲蘭は頭を搔かき毟むしらんばかりに声を上げ、地じ団だん駄だを踏ふむ。

「全部おまえのせいだっ」

　血走った目でがなり立てるが早いか、いきなり摑つかみかかってきた。

「わ」

　弾はずみで足を滑すべらせ、尻しり餅もちをつく。床ゆかに落とした歴史書へ手を伸のばしたが、その前に玲蘭に馬乗りになられてしまった。

「わっ」

　平手打ちを食らいそうになり、咄とつ嗟さに玲蘭の手首を摑む。それでもおさまりがつかないほど興奮状態にある玲蘭に、斎も頭に血が上り、やめろと怒ど鳴なった。

　直後、玲蘭の異変に気づく。急に震えだしたかと思うと、苦しそうに口をぱくぱくとし始めた。

　顔色はさっきよりもさらに悪くなり、唇は紫色だ。

「玲蘭」

「うぅぅ」

　目を見開いたまま床の上に倒たおれた玲蘭は、両手で自身の喉のど元もとを押さえる。声も出せないようだ。

「玲蘭！」

　玲蘭を抱だきかかえた斎は突とつ然ぜんの出来事に驚おどろき、咄嗟に取り巻きたちに目をやるが、彼らは狼狽うろたえるだけで玲蘭の様子についてなにか聞けるような状態ではない。

「誰だれか、医者を呼んできて」

　みなにはそう言い、医者を待つ間、苦しげな玲蘭の顔を覗き込みつつ背中を撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐに診みてもらえるから。ゆっくり息して。うん。そう」

　呼吸がうまくできず、顔を歪ゆがめてぽろぽろと涙なみだを流す玲蘭と一いつ緒しよに、吸って吐はいてとくり返す。それと同時に腕や肩を撫でてあたためていると、少しずつ玲蘭が落ち着き、青白い顔にも血色が戻もどってきた。

「……いつ、き」

「よかった」

　一時の苦痛は去ったようだ。

「話せそう？　おまえのせいだっ、てそのあとをまだ聞いてないから」

「なに、言ってる、んだよ」

　まだ呼吸は荒いものの、唇の痙けい攣れんもおさまりほっとする。

　やっと医者がやってきた。

　その頃ころにはなんとか自力で立てるほど回復していて、玲蘭は医者の問いにも自身で答えた。

「おそらく過呼吸でしょう。対処がよかったおかげで、長く苦しまずにすんだようですが、念のため、大きな病院で診てもらったほうがいいですな」

　医者の言葉に、玲蘭のみならず取り巻きたちの視線がこちらへ注がれる。礼の言葉なんて不要だが、これで多少なりとも風当たりが弱まればいいと、まったく期待しなかったといえば噓になる。

　それを見透かしたのか、玲蘭はぷいとそっぽを向くと、医者と取り巻きとともに去っていった。

「そんな簡単にはいかないか」

　だとしても、今日一日くらいは穏やかに過ごしたいと思いつつ自室へ戻った斎は、さっそく借りた歴史書に目を通していく。

　図と文字、両方を丹たん念ねんに見ていくと、どれだけ急いでも一冊読み終えるのに三、四日かかりそうだ。とりあえず図をチェックしていって、気になったところだけ熟読するか、とページを捲めくっていた斎は、六巻の途と中ちゆうでその手を止めた。

「これって──」

　太陽の図だ。山科に見せられたガルワナ文書にもあった。ぼろぼろで不完全だったけれど、こちらは詳しく図解されている。

「……皆かい既き日につ蝕しよく……の日に？　門が開く……ってことは、山科の言ってたことは正しかったんだ」

　皆既日蝕が関係していると山科は言っていた。皆既日蝕のときに洞どう窟くつへ行けば、もとの世界に戻れるかもしれない。

　璃王と一緒に！

「皆既日蝕っていつだ」

　図を頼たよりに計算にとりかかる。が、やり方を変えて何度挑いどんでもおおよその見当すらつかない。

「あー、もう！」

　次し第だいに苛いら々いらしてきて、立ち上がった斎は意味もなく室内を歩き回った。

　徐寧に聞くことはできない。唯ゆい一いつ相談できる相手は、璃王だ。が、璃王に歴史書を預けるわけにはいかないので、八方塞ふさがりだと言ってもいい。

「どうしよう」

　急ピッチの修復作業というなら、それほど時間はない。

「抜ぬけ出す方法は──ひとつある」

　玲蘭は大きな病院で診てもらうと言っていた。病気になれば、後宮を出られるということだ。

　この際仮病でもなんでも使って──出たあとのことはまだ考えられない。

　ケイを見つける。璃王も誘って洞窟へ向かう。やるべきことははっきりしているので、とにかくその場を乗り切っていくしかないだろう。

　明日決行、と決めて、ふたたび歴史書を熟読していく。いまは少しでも情報が欲しかった。

　ほとんど寝ねずの一夜を過ごし、昼間はできるだけ普通に振ふる舞まった。璃王から声がかからなかったことを怪け訝げんに思ったが、他ほかの側そく妾しようの手前もあるため、それほど重要とは思わなかった。というより、緊きん張ちようのせいで他に気を取られる余よ裕ゆうがなかったのだ。

　実際に熱を出すのは難しいとなれば、食あたりが無難だろう。脇わきの下になにか挟はさんで、一時的に脈を弱くさせれば医者も疑わないはずだ、と幾いく度どとなくシミュレーションする。

　徐寧に気取られないよう普通どおり過ごし、また歴史書を借りて自室に持ち帰った。昨日と同じ今日を装よそおうためだ。

　刻一刻と近づく決行時刻に、歴史書のページを捲る手も鈍にぶり、気もそぞろになる。この期ごに及およんで二の足を踏んでしまう自分に舌打ちをした斎は、ふと、部屋の外が騒そう然ぜんとしていることに気づく。

　普段静かな後宮でなにが起こったのか。今夜のことで頭がいっぱいだったせいで外にまで気が回っていなかったけれど、明らかに普通ではない。

　怪訝に思い、様子を窺うかがいに部屋の外へと出てみた。

　いったい何事だろう、側妾や侍じ従じゆうたちが右往左往している。その表情は一様に硬かたく、怯おびえているようだ。なかには泣いている者もいて、傍そばへ寄って問おうとしたが、そうするまでもなかった。

「ああ、とうとう戦いくさが始まってしまう！」

　ひとりの側妾が叫さけんだからだ。

「急いで荷造りを！　至急里へ帰るよう、皇上からのお達しです」

　恐おそれていたことが現実になってしまった。慌あわてふためく者たちのなか、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　なぜ今日、いま、こんなことに。あと少しでいいから、待ってほしかった。

「斎様！」

　自分を呼ぶ声にはっとして声の主を見ると、いまにも泣きそうな顔をした侍従が立っていた。

「斎様も当座の荷物をおまとめください」

　急せかされ、我われに返った斎は侍従に詰つめ寄った。

「──北城と和解中だったんじゃないんですか？」

　侍従がかぶりを振る。

「決けつ裂れつしたとのことです。明朝より開戦となりますので、その前に側妾は全員避ひ難なんしなければなりません」

　まさかこれほど早いとは予想だにしていなかった。つい先刻、徐寧と話をしたばかりなのに。

「明朝って……どうなるんですか？」

　想像すらできずに問うと、

「国境がもっとも激戦になるでしょうけど……北城の火器は遥はるか数百里先まで及ぶという話です。ここも無事ではすまないでしょう」

　自分の言葉に怯えた侍従が青白い顔で震ふるえる。

「とにかく避難しましょう。斎様の疎そ開かい先はどちらですか？」

「聞いてません」

「え──あ、手配が間に合ってないのでしょうか。私がすぐに聞いて参ります。斎様は、ここで待っていてください」

　そう言うが早いか、侍従が駆かけ出した。

　迷ったのは一いつ瞬しゆんで、斎も足を踏ふみ出す。こうなったらぼんやりしている場合ではない。早くケイを見つけなければ、手て遅おくれになってしまう。

　混乱に乗じて後宮を抜け出す。皮肉なもので、普ふ通つうなら門衛の目を盗ぬすむなど到とう底てい不可能だが、緊急事態であることが幸いし、他の側妾たちにまぎれてスムーズに外へ出られた。

　以前抜け出したときとはちがい、市街地には明かりも人ひと影かげもなく、閑かん散さんとしている。すでに疎開先へ移動してしまったのか、それともみな家にこもっているのか、ぞっとするほど静かだ。

　息を殺して先を急いでいた斎は、

「止まれ」

　背後からの一声に、ぎくりと身をすくめた。

「なにをしている。外出禁止の発令、よもや知らぬとは言わせぬぞ」

「……っ」

　衛兵が近づいてくる。殺気立っているのが、振り向かなくてもわかった。

　すぐ目の前に門がある。ここまで来て、見つかるなんて。

「名を名乗れ」

　両手を上げた格好で、どうすべきかと迷う。衛兵から逃にげ切れる確率は低い。かといって適当にごまかしたところで後宮に戻もどされるのがオチだ。

「名を名乗れと言ったのが、聞こえなかったのか！」

「……はい」

　迷いつつ振り返った斎は、懸けん命めいに作り笑え顔がおで応じた。

「斎、です。里へ帰るよう指示されたんですが……その前に、一度街に出てみたくて」

　我ながら苦しい言い訳だ。衛兵が警棒に手をかけているのが見え、じわりと手のひらに汗あせが滲にじむ。玲蘭ならばウインクのひとつもして切り抜けられるかもしれないが、自分にそれほどの魅み力りよくがないことは、衛兵の態度でもよくわかる。

「里へ？　ということは、皇上の──？　おまえがか？」

　疑心たっぷりの目で射い貫ぬかれ、深く頷うなずいた。

　こうなったら一か八ばちかで走って逃げるしかないか。ぐっと歯を食い縛ったとき、

「こんなところにいたのですか」

　予想外の場所で予想外のひとと会う。

「突とつ然ぜんいなくなるから、捜さがしていたんですよ」

　玲蘭だ。玲蘭がなぜここに？

　斎の疑問をよそに、玲蘭は衛兵に向かって花のような笑みを浮うかべた。

「玲蘭と申します。彼と私は同じ里へ帰るので、迎むかえに参りました。すぐに去ります。どうかここは穏おん便びんにお願いできませんか？」

　さすがというほかない。玲蘭の美び貌ぼうに頰ほおを赤らめた衛兵は、あからさまに態度を軟なん化かさせた。それどころか、皇こう帝ていの美しい側妾に無礼があってはまずいと判断したのだろう、馬車まで送ると言いだすほどだ。

　玲蘭が辞退すると、慇いん懃ぎんに一礼して衛兵は去っていった。

「なにをやってるんですか」

　助かったのは事実だが、なぜ玲蘭がここにいるのかわからない。首を傾かしげると、玲蘭の眉み間けんに縦たて皺じわが刻まれた。

「それは私の台詞せりふです。変に急いでどこに行くのかと思えば──こんなところでなにをしているのですか」

「俺は──」

　その先が言えずに口ごもる。奴ど隷れい村なんて持ち出せば、上品な玲蘭のことだから不ふ浄じようと目くじらを立てるにちがいない、と思ったからだが、よけいな心配だった。

「やっぱり言わなくていいです。これで、貸し借りなしですから」

「え」

　ふいと背中を向けて去っていく玲蘭を、啞あ然ぜんとして見送る。いまの口ぶりから、玲蘭がここにいたのは偶ぐう然ぜんでも用事があったわけでもなく、自分のあとを追いかけてきたと察せられる。

　理由は問うまでもない。

　みなが玲蘭を持ち上げるのは、美貌だけが理由ではなかったのだ。プライドが高く、義ぎ理り堅がたいからこそだと知るには十分だった。

　玲蘭の背中に頭を下げてから、斎は今度こそ門を通り抜ぬける。

　奴隷村の場所は、探すまでもなかった。

　川沿いの広場に五十人ほどの集団が地べたに転がる様子は一種異様で、不気味ですらあった。離はなれた場所からでも汗と生ゴミの混じったような臭においがし、彼らの劣れつ悪あくな生活環かん境きようが察せられた。

　ここまで来て躊躇ためらっている場合ではない。斎は目を凝こらし、ひとりひとり顔を確かく認にんしていく。騒さわぎにならないようにと細心の注意を払はらっていた斎だが、声を上げるどころか誰だれひとりこちらを向く者すらおらず、みな無関心だ。

「すみません。ケイってひとを知りませんか？」

　背に腹は代えられず、近くのひとに特とく徴ちようを伝えて聞き回った。誰からの返事もなかったが、ひとりの男が寝ね転ころんだままで呟つぶやいた。

「頭かしらに見つかっちまったら、あんたも奴隷村に入れられちまうぞ」

「……っ」

　衝撃的な言葉に身震いする。衛兵に見つかることばかり気にしていたが、いまのほうがもっと危険だと気づく。

　璃王の顔が浮かんだ。いまここに璃王はいないのだから、自分ひとりでどうにかしなければならない。

　絶対に一緒に帰る。何度もくり返してきた言葉を心中で反芻し、周囲を警戒しつつ足を進めた。

「い、つき？」

　直後だ。自分の名前を呼ぶ声がどこからか耳に届く。顔をめぐらせてみても、こう暗くてはよく見えない。

「ケイ」

　思わず声を上げた斎は、背後から肩かたを摑つかまれ、その場で硬こう直ちよくした。

「なんだ？　やけにうるさいと思ったら、ドブネズミの巣に子こ猫ねこが迷い込んでるじゃねえか」

　にやにやしながら見下ろしてくるのは、恰かつ幅ぷくのいい男だ。彼が頭だろうことは、確認するまでもなかった。

「あ……あの、俺は、友だちを捜しにきて……」

　恐おそろしさに背筋が凍こおる。冷たい汗がどっと噴ふき出し、冷静さを失う。

「友だち？　へえ、じゃあ、そいつの代わりにおまえが村に入ってくれるってんだな」

　酒臭くさい息とともに恐ろしい台詞が投げかけられ、もっとも恐れていた事態に血の気がひいていった。

「ち、ちが……」

　逃げたいのに、頭の力が強くてどうにもならない。骨が砕くだかれそうなほど指が肩に食い込んでくる。

「は……放せ」

「威勢がいいじゃねえか。面おも白しれえ。ちょいとこっちにきて、商談といこうか」

　その一言で無理やり引っ張られる。暴れるとよけいに強く摑まれ、痛みに呻うめくはめになった。

　頭に連れていかれたのは、テントの中だ。地べたで眠ねむっている外の奴隷たちとはちがい、明かりの灯ともったテント内には、驚おどろいたことにちゃんとした寝ね床どこも食しよく卓たくもあった。食卓の上には酒さか瓶びんと飲みかけのグラス、乾かわき物のつまみまである。

「ぅわっ」

　寝床に放ほうり投げられた斎は、即そく座ざに半身を返して起き上がろうとしたが、間に合わなかった。頭に上から押さえつけられ、ぐいと赤ら顔を近づけられる。

「おまえみたいな小こ綺ぎ麗れいな兄ちゃんとやるのは久々だなあ。具合がよけりゃ、儂わしの妾めかけにしてやる」

　汚よごれた歯をむき出しにされ、酒臭い息を吹ふきかけられ、ぞっとする。必死で顔を背そむけ、四し肢しをばたつかせるが、腹に跨またがられていてはどうしようもない。

「いいねえ。抵てい抗こうされたほうが燃える」

　しかもそんなことを言われ、恐きよう怖ふと嫌けん悪おでこれ以上は耐たえられなかった。

「お、俺は……皇上の側妾だから……こんなことがわかったら、あんた、ただじゃすまないから──」

　璃王に迷めい惑わくをかけたくなかったのに、名前を出してしまう。斎にしてみれば逃のがれたい一心だったが、構わず頭は斎の衣服を破った。

「な、なにするんだっ」

「皇上の側妾かあ。ちょっと前までならここにも元側妾がごろごろいたぜ？　歳とし食った奴やつ、飽あきられた奴、逆らった奴、そういうのはたいがいここに放り込まれる」

「……っ」

　あまりのことに、なにも返せなかった。多くの側妾がいながら満足できず、使い捨てにしていたというのか。以前の璃王とはちがうとみなが言っていたのは当然で、亡なくなった本物の璃王は、まさに鬼おにのごとき暴君だったのだ。

「おまえの場合、死ぬのが厭いやで逃げてきたんだろ？」

　味見とばかりにべろりと頰を舐なめられ、気色の悪さに肌はだが粟あわ立だった。

　震ふるえる唇をなんとか開く。

「ど、ういう意味だよ。俺たちは……里に帰る準備を」

　うへへへへと、いやらしい笑いでさえぎられた。

「んなわけねえだろ。戦いくさに出せねえ側妾は、城を出た途端、一カ所に集められて自死を強要されるんだぜ。考えてもみろ。敵方に捕とらえられたら、皇上のあれやこれやをげろっちまうかもしれねえだろ？」

「う……噓うそだ」

　絽の顔が浮かぶ。玲蘭、そして徐寧の顔も。

「だって……みんな、里へ帰るって……」

　信じられない。信じるものか。首を横に振ふると、いきなり胸のペンダントを引きちぎられた。

「なにを、する」

　擦すれた皮ひ膚ふの痛みに呻いた斎の前で、頭はペンダントトップを開き、中身を見せてきた。

　ロケットペンダントだったことも知らなかったし、ましてや中に粉が入っていたとは──もちろん聞かされていない。

「後宮に入るときにもらった首くび飾かざりだろ？」

　頭はその一言で、床ゆかにペンダントを放り投げる。どこからともなく這はい出てきたネズミが、こぼれた粉をちろりと舐めた。途と端たんに痙けい攣れんし始め、泡あわを吹いてひっくり返ったかと思うと、あっという間に動かなくなった。

　ネズミが息絶える様を、頭はにやにやして見ている。

　斎はショックで一言も発せなかった。

「儂の妾になりたくなったか？　たっぷり可愛かわいがってやるぞ」

　いま頃ごろ絽や玲蘭はもう──凄せい惨さんな場面を想像して奥歯ががちがちと音を立てる。たとえ皇帝のためであろうとひどすぎる所業だ。

　でも──。

　太い指で胸を撫なでてきた頭の手を、斎は拒こばんだ。

「璃王はそんなことしない」

　いまの璃王は璃王ではない。遠山祥吾だ。

　彼がどんな男なのか、自分は知っている。

「無む駄だ、無駄」

　頭は下げ卑びた笑いを浮うかべると、斎の胸に顔を埋うずめてきた。

「やめ、ろっ。俺に、触さわるな！」

　必死で暴れるが、体重と力の差は如何いかんともしがたい。両手をひとまとめにして頭の上で押さえつけられ、無防備になった胸を好きにされる。

　吐はき気がこみ上げ、斎は呻いた。

「厭、だ……くそっ……それ以上、触ったら……殺してやるっ」

　頭は斎の抵抗など歯し牙がにもかけず、むしゃぶりついてくる。空いているほうの手で下半身をべたべたと触られて、嫌悪感からじわりと涙なみだがこみ上げてきた。

　泣くな。泣き喚わめけば、こいつの思う壺つぼだ。こんなことなんでもない。殴なぐられるのと一いつ緒しよだ。心の中で何度も自分に言い聞かせる。

「ああ。やはり皇上の側妾はちがう……なんて肌だ」

「……っ」

　目を瞑つぶっている間に終わってしまうし、すぐに忘れてやる。

　歯を食い縛しばって我が慢まんしていた斎だが、テントの外で上がったどよめきに、ぎゅっと閉じていた目を開いた。

「んだ。いいところなのに、うるせえな。あいつら、ただじゃおかねえ」

　斎の胸から顔を上げた頭かしらが舌打ちをしたのと、テントの入り口が開いたのはほぼ同時だった。

「────」

　願望が見せる夢だろうかと、茫ぼう然ぜんとしたのはつかの間だ。自分を見た璃王が、怒いかりを滲にじませる様を前にして、これは現実だと実感する。璃王はつかつかと歩み寄ってくると、腰こしから抜ぬいた剣けんの切っ先を頭の喉のど元もとへひたと突つきつけた。

「どういうことだ？　返答次し第だいでは、いますぐ首と胴どうを切り離はなす」

「え……ここ、こ……これ、はっ」

　動転する頭はまともな言葉を発せず、寝床から床に転がり落ちると、蹲つくばって命いのち乞ごいし始める。さっきまでの横おう柄へいな態度などまるで噓のようだ。

　それも当然のことで、璃王の迫はく力りよくたるや、まさに獅し子しだ。ぞっとするほど冷たい表情に、燃えるような隻眼。頭でなくても震え上がってしまうにちがいない。

「いかなる理由があって、汚きたない手でこの者に触ふれたのか聞いているのだ」

「す、すみま……どうか、命だけは……っ」

　頭は泣きながら、許してくださいとくり返すばかりになる。斎自身は、もう頭のことなどどうでもよかった。

「皇上」

　名前を呼ぶと、ようやく璃王の隻眼が自分をまともに捉とらえる。無言で剣をおさめた璃王は、渋じゆう面めんのまま斎を立たせると自身の袍ほうを脱ぬいで羽織らせてくれた。

「出よう」

　ぎゅっと肩かたを抱だかれて、胸が熱くなる。助かったという事実以上に、璃王が来てくれたことが単純に嬉うれしかった。

「どうして、ここに？」

「侍じ従じゆうが斎がいなくなったと騒さわいでいたから、おそらく奴ど隷れい村を探しにいったのだろうと思った」

　いるかどうかもわからず来てくれたのか。

「ありがとう……あと、ごめんなさい」

　礼と、勝手な真ま似ねをしたことに対する謝罪をすると、きつく抱き締しめられる。

「無事ならいい」

　なんて強い言葉だろう。いまの状じよう況きようだからこそ璃王の気き遣づかいが痛いほど伝わってきて、頭の前では堪こらえていた涙をこっそり璃王の胸むな元もとで拭ぬぐった。

「い、斎？　ほんとに、斎？」

　そのときだ。大勢の中からごそごそと近寄ってきた人物に裾すそを引っ張られる。　>>>♥

　どこもかしこも汚れ、ぼろぼろの衣服を纏まとっていたが──間ま違ちがいなくケイだった。

「ケイ！」

「斎。やっぱり斎だ。助けにきて、くれたんだな。ありがとう、ありがとう」

　声を上げて泣きだしたケイに思わず抱きつき、安あん堵どする。ようやく見つけた。つらい思いをしたのだろう、子どもみたいに泣くケイに声をかけていると、璃王がひゅっと口笛を吹ふいた。

「あ」

　ややあって、一いち陣じんの風が巻き起こる。頭上で翼つばさを広げているのは、シェンだ。闇やみの中に浮かび上がったシェンは悪あく魔まの権ごん化げに見えるのかもしれない。不ふ吉きつな生物の登場に怯おびえる人たちをからかってでもいるのか、シェンは大きく一度翼をはためかせてから着地する。

「このままふたりで洞どう窟くつへ向かうといい。皆かい既き日につ蝕しよくは、明後日の正午だ」

「え」

　驚いたことに、璃王は斎がどんなに計算しても見つけられなかった答えを知っていたようだ。それを確認する間もなく、ケイとともにシェンの背中へ促うながされ、璃王自身は乗ってきた馬に跨またがった。

「一緒に、行くんじゃ……」

　これには、笑えみが返ってきた。

「ああ、一緒に行く。ただ、こんなときだからまだやらなければならないことがある。先に洞窟へ行って待っててくれ」

　あとで会おう。

　その言葉を最後に、璃王の合図でシェンが飛び立った。

　璃王も駆かけ出す。

「待ってるから！」

　すぐに闇に消えた璃王に向かって叫さけんだ斎は、シェンの背でケイを支えながら肩の力を抜いた。

　明後日になれば元の世界へ戻もどれる。なにもかもうまくいく、と信じて。










「すごい。なんでも揃そろってるじゃないか」

　干し肉に齧かじりついたケイが声を上げてはしゃぐ。腹が満たされ、なにより帰れるという事実にすっかり元気を取り戻したケイは、帰ったらシャワーを浴びて、ビールを飲むのが愉たのしみだと会話の合間に何度もくり返している。

「俺もびっくりした」

　いつから用意していたのか、ケイの言ったとおり衣服に保存のきく食しよく糧りよう、水と数日は困らない蓄たくわえが洞窟内にあった。

　不幸な偶ぐう然ぜんによってこの世界に飛ばされてしまった璃王だが、あきらめていなかったのだろう。少しずつ時間をかけて、確実に準備をしていったことがわかる。

　この世界では二年でも、実際は二十年だ。璃王の意志の強さには感かん嘆たんせずにいられない。

　と同時に、どれほど帰りたかったかを考えると胸が痛んだ。

「──明後日、無事に帰れるのかな。俺、結構ダメージ食くらって、しばらく動けなかったんだよな。そうこうしているうちに、奴隷村なんてところに売られて──」

　食べるのを中断したケイが、くそっと毒づく。ひどい生活をしていたケイに、それ以上の話は聞けなかった。

「おまえは？　どうしてた？　ていうか、あのひと誰だれ？」

「あ……っと、あのひとは、その、俺らと同じでこっちに飛ばされてきたひとなんだ」

　璃王の立場を言わなかったのは、隠かくしたというより、戻ったあとはもう関係ないと思ったからだった。遠山祥吾と有馬斎として向き合う、それで十分だ。

　気が早いのは承知のうえで、もとの世界に戻ったときに思いを馳はせる。おそらくしばらくの間は、研究所に留とどまることになり、検査や質疑応答の日々になるだろう。

　解放されたあとは家に帰って──父親が戻っていることを祈いのるばかりだが──普ふ通つうの大学生に戻る傍かたわら、祥吾とふたり、こちらでは話せなかったことを話し、いろいろなところへ出かけるのだ。

　叶かなわない夢物語ではない。

　もうすぐ実現するのだ。

「へえ。なんだか、すっごい格好よかったから、てっきり偉えらいひとかと思った。オーラがちがうっていうかさあ」

　ケイが鋭するどいというより、二年間の皇こう帝てい生活と遠山祥吾という人間がもともと持っていた資質によるものなのだろう。後宮では気づく機会はなかったものの、実際、頭と対たい峙じしたときの彼は普通とは明らかにちがっていた。

　皇帝そのものだった。

　その事実に、ちりりと胸の奥が疼うずく。いや、それもこれも特異な状況だからだ。

「──大学生だったって、言ってた」

　同意するのが躊躇ためらわれ、そう答える。

「大学生？　なんか、想像できないな」

　これには苦く笑しようを返した。

　確かに、大学生の祥吾を思い浮うかべるのは難しい。が、それはいまここにいるからであって、きっと戻れば違い和わ感かんもなくなり、笑い話になるはずだ。

「とにかく、皇──祥吾が来るまで、俺たちは俺たちで体力を温存しておこうよ」

　斎がそう言うと、おう、とケイがこぶしを上げる。

「つか、おまえ、俺が泣いたこと誰にも言うなよ」

「わかってる。俺もいろいろ言われたくないことあるし」

　ケイと笑い合い、厚手の布を敷しいただけの床とこについた。体力温存とは言ったものの、奮ふん闘とうしているだろう璃王を思うととても眠ねむる気にはなれず、ひたすら無事を祈っていた。

　もう少しだ、と自分に言い聞かせながら。











第五章






　洞窟を出て、朝日を浴びる。隣となりで伸のびをしたケイが、大きく深呼吸をした。

「やっとここともオサラバか。金も入って、結果オーライだな」

　斎、と同意を求められ、頷うなずく。一方で、空を見上げた斎には焦あせりが生じていた。

　太陽が真上に来たとき、待ちに待った帰れる瞬しゆん間かんがやってくる。そのこと自体に不安はないし、信じてもいる。

　斎が焦っているのは、ひとつ。璃王がまだ来ないからだ。

　山中の洞窟にいては、戦いくさの様子もわからない。時折、風にのって喊かん声せいが聞こえるような気がするが、猛もう禽きん類るいの啼なき声かもしれない。昨日の昼までは希望に満ちていたはずなのに、夜に芽生えた胸騒ぎが徐じよ々じよに広がっていき、いまはそればかりになっていた。

　璃王はまだ来ないのだろうか。間に合うのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶ。来るって言ったんだから、来るだろ。そいつ、約束を破るような奴やつじゃないんだろ？」

　斎の不安がケイにも伝わったらしい。励はげまされて、そのとおりだと思い直す。

　約束したのだから、絶対守ってくれる。そういうひとなのは、自分がよく知っているはずだ。

　自然に胸に手をやっていたことに気づき、すぐに離はなす。

「そうだな」

　ケイに笑え顔がおで応こたえ、以降は普通どおり振ふる舞まった。が、その後も待てど暮らせど璃王は現れず、とうとうケイまで顔を曇くもらせ、斎の不安は一気に膨ふくれ上がっていった。

　来ないのは、来られないからではないのか。怪け我がを負った？　それとも敵に捕とらえられてしまった？　考えれば考えるほど、最悪のことしか思い浮かばなくなる。

　そのときは刻一刻と近づいていて、居ても立ってもいられず迎むかえにいこうとしてケイに止められるほど、斎は追いつめられていた。

「絶対来るんだろ？　来なかったら、次はいつになるかわからないもんな」

　ケイの言葉に、ああ、と答える。

　時間をかけて準備をしていたくらいなので、来ないはずがない。あとで会おうと約束したのだ。

　じりじりとして待っていると、いきなり雷らい鳴めいが轟とどろいた。厭いやな予感に駆られて唇くちびるに歯を立てた、そのとき、ようやく蹄ひづめの音が耳に届く。

　間に合った！

　喜び勇んで迎えたが、馬上にいたのは璃王ではなかった。

「なんで……」

　動どう揺ようする斎に、恵佳が馬を下りる。そして、懐ふところから取り出した紙を斎に差し出した。

「皇上からの文ふみです」

「…………」

　なぜ本人ではなく、恵佳が来るのか。文なんて預けるのか。混乱して思考が回らず、手を出すことができない。棒立ちになった斎に代わって、ケイが文を受け取った。

　すぐさま恵佳が馬上に戻る。振り返らずにこう言った。

「皇上は、あなたとともに戻ることだけを望んでおられました」

　だったらなぜここにいないのか。また会おうと約束したのに。

「戦中でさえなければ──皇上がいまいなくなれば、我が南煬は滅ほろびるでしょう」

　それを最後に、恵佳は去っていく。

　斎は一言も発せず、駆けていく恵佳をただ漫まん然ぜんと見送るしかなかった。

「斎。早く読まないと、向こうへは持っていけない」

　ケイに促うながされ、震ふるえる手で文を取る。文を読む勇気がなかなかでなくて、開くまでに時間がかかった。

　文は日本語で書かれていて、斎へと、名前から始まっていた。




　約束を守れずにすまない

　きみと過ごした日は宝物だ

　まがいものの私の唯一の真実で、すべてだった

　たとえ離れていても、きみを想おもっている

　どうか幸せになってほしい




　文字は乱れていて、書き殴なぐったようだった。璃王がぎりぎりまで悩なやんでいただろうことが文字から窺うかがえる。

「……んだよ」

　結局、璃王は民たみを見捨てることができず、自ら戦場に残る選せん択たくをした。

　もしかしたら、一昨日おとといから自分はこの結末を予感していたのかもしれないとすら思える。胸むな騒さわぎから目を背そむけていたのもそのせいかも、と。

　待つ間は長く、帰ったあとの想像をすることで気をまぎらわせていたのもきっとそうだ。璃王が来ないことに、どこかで気づいていた。

　彼は民を捨てられない。なぜなら、皇帝だからだ。

「斎！」

　茫ぼう然ぜんとする斎に、ケイが声を上げた。

「始まった！」

　その言葉を合図のように、急速にあたりが暗くなっていく。たったいままで快晴だった空が闇やみに覆おおわれる様はどこか禍まが々まがしく、同時に美しくもあった。

「洞どう窟くつ内に入ろう」

　ケイに呼ばれても、空を仰ぎよう視ししたまま足が動かない。さっきまで帰ることしか考えていなかったのに、いまはわからなくなってしまった。

「斎、なにやってるんだよ！　早くしないと、間に合わなくなるって。もう二度と帰れないかもしれないんだ。お袋ふくろさんが待ってんじゃないのかよっ」

　そのとおりだ。きっと母親は待っているし、大学や友人、アルバイトと、自分には自分の生活がある。一時の気の迷いに任せて残れば、後こう悔かいするはめになるだろう。

　帰るべきだ。

　わかっていても、太陽が月の影かげに隠かくれる様を見つめるばかりで動くことができない。あと少しで完全に重なり、その瞬間がやってくるというのに。

「おまえのいるべき場所は、ここじゃないだろ」

　そう言うと、ケイが強ごう引いんに洞窟の中へ引っ張っていった。

「俺の──」

　それなら俺のいるべき場所はどこ？

「俺は──」

　その先は言葉にならなかった。突とつ如じよ周囲がぐにゃりと歪ゆがんだかと思うと、竜たつ巻まきに巻き上げられたかのような衝しよう撃げきが身体からだを貫つらぬく。

「あ」

　指からすり抜ぬけていった手紙に手を伸ばそうとした。が、それは斎の目の前でちりぢりになり、跡あと形かたもなく消えていった。

「厭……だっ……皇……っ」

　大事な手紙を失ったことを嘆なげく間もない。真っ黒な筒つつに吸い込まれていき、骨の砕くだける音が聞こえ、激痛に叫さけび声を上げる。

　痛いと言ったか、助けてと言ったか。ぷつりとそこで意識が途と切ぎれたので判然としなかった。ただ自分が寸前まで名前を呼び続けていたことだけ覚えていた。

　目を覚ましたのは、自分を呼ぶ声が聞こえたからだ。

「つき……斎。斎！」

　真っ先に母の泣き顔が見え、斎は睫まつ毛げを瞬またたかせた。

「なんで、泣いてるんだよ」

　からからに乾かわいた唇でそう問うと、母がいっそう泣き始める。よかったとくり返しながら。

　その横には父もいて、ぐすりと洟はなをすすった。

「いま先生が来てくださるからね」

　ここは病院のようだ。白い天てん井じよう、クリーム色のカーテン。視界が明めい瞭りようになるにつれ、意識も記き憶おくもはっきりしてくる。

　どうやら自分は無事に戻もどってきたらしい。

「よかったですね。もう安心ですよ」

　やってきた医者の説明によると、肋ろつ骨こつが一本折れ、右足首と鎖さ骨こつにヒビが入っているものの脳や内臓に異状はなく、なぜ目を覚まさないのか頭を悩ませていたという。

　三日間も昏こん睡すい状態にあったと言われたが、もとより事実を話すわけにはいかなかった。

「いったいどこへ行ってたのよ！　あんな大金を振り込んできたかと思ったら、怪我をして病院に運び込まれたって電話がかかってきて──どれだけ心配させればいいの！　だいたいあのお金はなんなのよ。まさか、危ないことをしてたんじゃないでしょうね」

　涙なみだ声ごえの叱しつ責せきを甘んじて受ける。いくら責められてもしようがない。同時に、どこか他人事のような感覚もあった。

「まあまあ、あとでいいじゃないか。斎は目が覚めたばかりなんだ」

　父が割って入るまで母の小言は続き、懐なつかしい気持ちでそれを聞く。

「──ケイは？」

「友だちか？　隣となりの部屋にいるよ。彼も、怪我をしているが、命に別状はないと聞いている」

　父の返答に頷く。ふたりとも無事に戻ってこられたのは確かなようだ。

「ごめん。ずいぶん長いこと連れん絡らくもしないで」

　謝罪した斎に、母が不安を滲にじませる。

「長いことって──電話くれたじゃない」

「え」

　予想外の返答に戸と惑まどいを隠せない。

「通帳確かく認にんしてって言ってきたでしょ。憶おぼえてないの？」

　憶えている。でも、それは向こうへ行く前で、あれからかなりたっているはずだ。

「今日は、何月何日？」

　半信半疑の質問にますます不安を見せながら母が答えた日付は、斎を混乱させるには十分だった。

「……ごめん。疲つかれたから、ひとりにして」

　どうなっているのかわからない。ひとりになった斎は、神かみ隠かくしにでもあったかのような心ここ地ちになる。いや、まさにそうだ。

　母が教えてくれた日付が事実だとすれば、自分とケイが実験に参加したのは三日前だ。三日間昏睡状態にあったというなら、向こうの世界には行っていないことになる。

　夢を見ていただけなのか。

　興国も璃王も自分が勝手に作り出した想像の産物で、現実にはいないというのか。

　髪かみを撫なでてきた手も、力強い手も、触ふれ合った唇くちびるも、熱い肌はだも──視線を合わせ、笑えみを交かわしたのもすべて脳内の出来事だと。

　大きく息をついた斎は、かぶりを振ふった。

　そんなはずはない。璃王は確かに存在していた。

　──斎。

　自分の名前を呼ぶ彼の声も、はっきりと鼓こ膜まくに刻まれている。とすれば、こちらと向こうを移動する際に時間軸じくのズレが生じていると考えるべきだろう。ようするに、円を一周してもとの場所に戻ってきたようなものなのかもしれない。

　だとしたら。

「…………」

　斎は、頭に浮うかんだ考えにぎゅっと手を握にぎり締しめた。

　だとしたら、たとえあのとき璃王と一緒だったとしても、別々の場所に戻されていた可能性が高い。彼が帰り着いていたのは、自分がまだ生まれて間もない頃だ。

　もしそうなっていたら、どうしただろう。ぴんとこないというのが正直なところだ。向こうの璃王が自分と同年代だったからかもしれないし、年月の隔へだたりを実感できないせいかもしれない。

「これから、どうしよう」

　考えようにもなにも浮かばなかった。手紙やいろいろな思い出とともに、自分の気持ちまで置き忘れてしまったような気がしていた。

　助けてと叫んでも、来てほしいひとにはもう届かない。

　俺は、どうしたらいい？

　心中で呟つぶやいた斎は、最後に目にした璃王の表情ばかりを頭に思い描えがいていた。










　その後の半年は、厭いやになるほど長い半年だった。

　退院後は学生生活に戻る傍かたわら、週末には研究所に通って、山科のもと検査と聴ちよう取しゆのくり返し。検査と簡単なやりとりだけで早々に解放されたケイとはちがい、できる限りの協力をせざるを得ない状じよう況きようだった。

　ガルワナ文書が読めること、歴史書の内容を記憶していることは計り知れないほどの功績だと山科は喜んだが、斎にしてみれば受け取ったアルバイト代の分の働きはしなければならないからであって、どうでもいいというのが本音だった。

　なんの証しよう拠こもないという点では、いままでとなにも変わらないのだ。

「そうか。どこから向こうに行っても、その洞窟に繫つながっているのかもしれない。逆にこちら側は、どこに出るかわからないというのはどういうことなのかな。そもそもガルワナ文書がなぜ我われ々われの世界にあるのか。それらを含ふくめてもっと証左を求める必要があるな」

　双そう眸ぼうを輝かがやかせる山科に、上の空で相づちを打つ。

　璃王の正体については、山科には話さなかった。なぜなのか理由は判然としないが、どうしても話せなかった。

　歴史書の写しがなぜこっちの世界にあるのか、不思議でもなんでもない。なんらかの条件が重なって璃王が突如向こうに飛ばされたのと同じで、過去、もしくは未来において偶ぐう然ぜんそういう事象が起こった、それだけのことだ。

　問題は──斎自身だった。

　時間がたつにつれ、向こうでの記憶は薄うすれていくどころか明瞭になり、常に頭から離はなれなくなっていく。

　借金返済の目め処どがついたいま、どうするのが自分にとって一番いいのか、迷うまでもない。もとの生活に戻れた事実に安堵し、あれは一時の夢だったとすべてを忘れて、いままでどおり普ふ通つうに暮らしていく。それ以外の選せん択たく肢しなどない。

　現にケイはそうしているようで、真ま面じ目めになると電話で宣言してきた。

　自分もそうすべきだ。もともとやむにやまれず実験に参加しただけであって、もとどおりの生活に戻ることをなにより望んでいたのだから。

　そう思うのに、どうしても頭から離れない。

　璃王のまなざし、声、肌のぬくもり。何度も何度もくり返し、思い返してしまう。

　まだ半年だからだろうか。一年、二年たつうちには過去になって、笑い話になるだろうか。

　一言一句脳裏に刻まれてしまった璃王の手紙の文面を、頭の中にまたよみがえらせる。




　約束を守れずにすまない

　きみと過ごした日は宝物だ

　まがいものの私の唯一の真実で、すべてだった

　たとえ離れていても、きみを想おもっている

　どうか幸せになってほしい




「……すべてだったって、なんで過去形なんだよ」

　遠くから想われても嬉しくない。幸せになれなんて、勝手すぎる。心を残してきたままで、どうやって幸せになれというのだ。

　こんなにも胸が痛くて苦しいのに、日に日にひどくなっていく一方なのに、幸せになんてなれるはずがない。

　それを叶かなえられるひとは、この世のどこにもいないのだから。

『有馬くん！』

　自宅でつらつらと考え事をしていたとき、着信音が耳に届いた。電話をかけてきたのは、山科だった。なにかあったのか山科は興奮していて、斎にすぐに研究所に来てくれと言った。

『穴だらけだった箇か所しよが、一部複製できたんだ！』

　文字を解読できたことで、ガルワナ文書の一部複製がうまくいったようだ。承知した斎は家を出たその足で研究所に向かい、到とう着ちやくするや否いなや山科に急せかされてパソコンの前に座った。

　ひとりにしてもらい、未解読だった部分に目を通していく。

「戦後、璃王が──奴ど隷れい村を解放？」

　その一文を凝ぎよう視しした斎は、唇を引き結ぶ。短い文に、もっとも知りたいことが書かれていた。

「璃王は生き残って、国を立て直したんだ」

　口にすると、現実として理解し胸が躍おどった。と同時に、あの場所へ、璃王のいる世界へ戻りたくてたまらなくなる。速くなった鼓こ動どうを抑おさえつつ、次の一文を読む。

　生しよう涯がい妻を娶めとらず、後こう継けい者しやは養子に迎むかえた第二十三代皇帝、明めい王おう──。

「……どうしよう」

　会いたい。顔が見たい。話をしたい。触れたい。抱だき合いたい。

　一度そう願うと、想いがあふれて苦しくなった。堪こらえられず椅い子すから立ち上がった斎は、息を切らして山科のもとへ走った。

「俺を、また向こうの世界へ飛ばしてください」

　いったん迷いが消えると、どうして半年もじっとしていられたのか、自分のことが不思議になるくらいだった。とっくに気持ちははっきりしていたのに、と。

「──正気か」

　どうやら驚おどろかせたらしく、山科が目を見開く。当然の反応かもしれない。

「もちろんやるべきことはやります。だから、それが終わったときにお願いします」

　頭を下げた斎に、山科の表情は渋しぶい。その理由をすぐに聞かされた。

「きみの身体からだは、かなりのダメージを受けている。万が一ということもあるし、帰ってこられる保証はないんだぞ」

　山科の忠告はいまさらだった。ダメージに関しては自分が一番わかっているし、向こうの世界で都合よく日につ蝕しよくがまた起こるなんて期待もしていない。

　ただ、どうしてもこのままではいられないのだ。

「片道切きつ符ぷで大だい丈じよう夫ぶです」

　そう言うと、山科の顔がますます険しくなる。無理を言っているのは重々承知していたが、何度も頼たのみ込むと、消極的ながら承しよう諾だくしてくれた。

「ほかでもないきみの頼みだ。私としても叶えたいと思っている。とはいえ、準備にしばらくかかるし──その間にご家族とも話し合って、それでも考えが変わらないというなら実行しよう」

「ありがとうございます」

　一時の気の迷いと言われれば、そのとおりだろう。でも、自分の決意は数日後も数カ月後も変わらないと、斎自身確信していた。

　璃王と再会したときのことを想像する。

　彼はきっとこれ以上ないほどに驚き、その後、ほほ笑んでくれるにちがいない。

　──おかえり、斎。

　そう言って。

　その瞬しゆん間かんが待ち遠しい。

　斎の心ははやり、早くも遠い別世界へと飛んでいたのだった。











終章






　以前と変わらず、いや、以前よりも活気のある市街地を馬の背から見下ろす。熾し烈れつを極きわめた戦いくさで両国は深く傷ついたが、最終的に和平会議によって終戦を迎え、北城と南煬の国交は復活し、同じ民族として以前のように手を取り合おうと決まったという。

　多くの民たみが見守るなか、先さき頃ごろ国境で行われた調印式は終始和なごやかな雰ふん囲い気きだったと聞くが、もともと祖先を同じにする両国だ。きっといままで以上に発展していくにちがいなかった。

　山道を上っていくと、洞どう窟くつだった場所が見えてくる。

　現在は崩され、楡にれの木が植えられていた。

「これでよかったのか？」

　璃王の問いに、馬を下りた斎はもちろんだと頷うなずいた。

「向こうへ飛んだり、飛ばされてきたりするのは俺で終わりでいいんじゃない？」

「だが──」

　璃王の言いたいことはわかっていた。ホームシックになったとしても二度と帰れなくなったと、そういう意味だろう。

　もとより覚悟のうえだ。

　璃王のいる人生といない人生。そして、遠山祥吾と過ごす時間とそうでない時間。天てん秤びんにかけるまでもなく、前者がいいに決まっているのだ。

　ふと、再会したときのことを思い出す。

　戦の後始末に追われていたという璃王だが、折を見ては洞窟を訪おとずれていたという。それは璃王にとって未練を断ち切るための儀式みたいなものだったようだ。

　おかげで斎は倒れていたところを璃王自身に見つけてもらえたのだから、幸運だったと言えるだろう。

　城で目を覚ましたとき、真っ先に飛び込んできた璃王の表情はいまでもはっきり思い出せる。自分はこれほど想われていたのかと、胸が熱く震ふるえる瞬間だった。

　思わず涙なみだをこぼした斎に、

　──本当に、きみってひとは……っ。

　璃王の言葉は予想していたものとはちがったけれど、幸せな心ここ地ちになったのだから後悔なんてこれっぽっちもない。

　あるのは、ともにいられる喜びと未来への希望だけだ。

「大丈夫」

　斎は、璃王の手を取って指を絡からめた。ぎゅっと握にぎり返してきた手の力強さに、笑えみがこぼれる。

「だって俺、一度向こうに戻もどって気づいたんだよ。自分の気持ちに」

　そう言うと、深呼吸をしてから先を続けていった。

「なにを優先すべきか。自分にとってなにが一番大切なのか。どうしてもあなたに会いたかったし、会ってよくわかった。俺は──」

「斎」

　璃王の指が唇に触ふれてくる。その先が大事だったのに、と視線で責めたものの、自分へ向けられた真しん摯しなまなざしにそれ以上の言葉を発せられなくなった。

　自身の鼓動を意識しつつ見返した斎の前で、璃王が膝ひざをつき、斎の手にそっと口づけた。

「きみのいない時間を過ごすのは一度で十分だ。どうか生涯ともにいて、私を支えてほしい」

「…………」

　まるでプロポーズだ。いや、まるでではなく、まさしくそうだと璃王の表情を前にして確信する。

　途と端たんに頰ほおが熱くなり、ぶるりと身体が震えたが、動どう揺ようしている場合ではない。早く返事をしなければ。

　もう一度深呼吸をしてから、斎は深く頷いた。

「ずっと傍そばにいさせて」　>>>♥

　言葉にすると胸が高鳴り、衝しよう動どうに任せて璃王に抱きつく。そのまま唇くちびるを寄せ、誓ちかいのキスにしては長く、情熱的な口づけを交かわした。

　洞窟跡あとの、楡の木の前での誓いほど自分たちにふさわしいものはないだろう。偶然と必然が重なっていまこうしている、そのすべての始まりはここからだったのだから。

「あ」

　そのときだ。上空で、きゅいと啼なく声が耳に届いた。璃王の背中に手を回し直してから上を見ると、シェンが悠ゆう々ゆうと大空を旋せん回かいしていた。

「あれって──」

　一頭ではない。傍にはもう一頭が寄り添そい、驚いたことに小さなシェンの姿も見える。

「どうやら彼にも家族ができたらしい」

　お披ひ露ろ目めにでも来たのか、ぐるりと何度か頭上を回ると、二頭で子どもを守るようにゆっくりと飛び去っていった。

「家族、か」

　半ば無意識でぽつりと呟つぶやいたその言葉に、あたたかい気持ちになる。きっと口にはしなくとも、璃王には伝わっただろう。

　その証しよう拠こに、自分の肩かたを抱だく璃王の手に力がこもった。

　遠い地で伴はん侶りよを得た。いろいろなことがあっても、これから先は自分のためではなく、ふたりのために生きていく。なにがあろうと二度と傍を離はなれない。

　それこそが自分の進む道であり、幸福だ。楡の木の前でその思いを強くした斎は、希望に満ちた未来を確信していた。
















仮面皇帝と異界の寵妃　後日談







　執しつ務む室で書類に国印を押していた璃王は、約束の時刻を過ぎていることに気づいて椅い子すから腰こしを上げた。

　午後の休きゆう憩けいまでには戻もどってくると言っていたのに、半時ほど遅おくれている。もっとも今日が初めてというわけではなく、ひとつのことに集中し始めると周りが見えなくなる斎が遅ち刻こくすることはままあった。

　復興官の助手という現在の座についてからも同じだ。

　どうせまた江こうと夢中で話し込んでいるのだろう。せめて侍じ従じゆうを連れていってほしいが、友人の家を訪ねるのだからとなかなか首を縦に振ふってくれない。

　頑がん固こというか、まっすぐというか。

「困ったものだ」

　かぶりを振った璃王は隠かくし持っている平民着に着き替がえると、窓から抜ぬけ出し、厩きゆう舎しやにまっすぐ足を向ける。

　愛馬を駆かって向かった先は、以前、斎が世話になったという貧民街だ。

　そこに住む江という青年が、この世界へ飛ばされた際に怪け我がを負った斎を手当てしてくれたと聞いている。礼をしたいからと斎は言っているが、足あし繁しげく通っているのはそれだけが理由ではないだろう。

　城外へ出ると、自然に囲まれた田舎いなか町になる。以前は仮面越ごしに目にしていた風景も、視界が開けたいまはまるでちがって見えた。

　片時も手放さなかった仮面も、戦後には不要となった。戦いくさで負った傷、と周囲が勝手に解かい釈しやくしたので、あえて訂てい正せいしなかったのだ。

　名めい誉よの負傷と称たたえられると多少胸が痛むものの、それでみなの気持ちがひとつになるなら些さ末まつなことだ。

　さらに先へ馬を走らせていくと、がらりと風景が変わる。

　砂すな埃ぼこりの立つ瘦やせた土地に、住居とも言えない粗そ末まつな小屋が点在している。馬を下りた璃王は、近場の木に手た綱づなをくくりつけると、斎がいるであろう小屋へ歩いて向かった。

　布一枚の入り口の前で、声をかけて捲まくり上げる。やはり斎はそこにいて、くつろいだ様子であぐらをかき、江とその家族と談だん笑しようしていた。

「あれ？　皇──」

　皇上と言いかけて、慌あわてて祥吾と言い直す。斎が自分たちの立場を隠すのは、江への気き遣づかいからだ。ただでさえ上位になる人間からの援えん助じよに恐きよう縮しゆくしているというのに、皇こう帝ていとその側近と知れば江は訪問すら拒こばんでしまうにちがいなかった。

「どうせ話し込んでいるんだろうと思ったから、迎むかえにきた」

　苦笑とともにそう言うと、斎が目を見開く。

「もしかしてまた遅れました？　すみません」

　謝ってくる斎に、慣れていると返して璃王自身もそこに腰こし掛かけた。貧民街を訪ねるときは身分を偽いつわり、仕事場の上官として紹しよう介かいされている。せめて友人にしてほしかったが、そのほうが自然だという斎の案だった。

「上官様もどうぞ」

　白さ湯ゆの入った欠けた茶ちや碗わんをありがたく受け取り、口をつける。

「で？　なにを熱心に話していたんだ？」

　さっそく水を向けるや否いなや、悪びれない返答があった。

「現皇帝の璃王様がいかに立派かって、江の熱弁を聞いてました」

「──なるほど」

　悪あく趣しゆ味みにも反応を窺うかがっているようだ。白湯を吹ふき出しそうになり、咳せき払ばらいをすると、斎は江に向かって同意を求める。

「だよな」

　江は、真しん摯しな目をして深く頷うなずいた。

「奴ど隷れい村を解放した。この村にも奴隷村にいた者が入ってきたが、彼らは自分の意思で働けることを喜んでいる」

　江の言葉は、自分にしてみれば耳の痛いものだった。

　奴隷村を解放したからといって、身分格差が是ぜ正せいされたわけではない。現に江の生活は以前とまったく変わっていないし、その日食べていくだけで精せい一いつ杯ぱいなのだ。

「それで」

　斎が茶碗を置き、身を乗り出してきた。

「この村に、無む償しようの学校を作ったらどうだろうって江と話していたんですけど」

　どうやら斎は、単に物質的な援助をしたいだけではないらしい。真正面から貧困と向き合おうとしているようだ。

「無償の学校か」

　斎の意見をどう感じているのか、江に確かめるまでもない。学校に通うという認にん識しきすら持っていない江が、頰ほおを紅潮させた。

「もし実現したら、村の子どもたちがどんなに喜ぶか」

「子どもたちだけじゃないって」

　斎が江の手を取った。

「小さい子からお年寄りまで、勉強したいひとが通う学校」

　これにはよほど驚おどろいたのか、江が目を瞬またたかせる。いや、自分もそうだ。斎の発想は柔じゆう軟なんで、人々のやる気を搔かき立てる。

　現に目の前の江の表情が一変した。

「……俺も、行けるのか？」

　その目にはじわりと涙なみだが浮うかぶ。いまはまだ絵空事であっても、斎の話は希望に満ちている。戦後のいまだからこそ、希望はなにより重要だ。

「そうか……実現すると、いいな」

「実現するよ。俺には徐寧っていう立派な先生もいるし、きっと力になってくれると思うんだ」

「斎──」

　手を取り合うふたりを前にして、身の引き締しまる思いを味わう。やるべきことはたくさんあるので、悠ゆう長ちようにはしていられない。

「祥吾もそう思いますよね」

　期待を込めて同意を求められ、迷わず頷いた。

「ああ。もちろんだ」

　一服したあとの帰り際ぎわ、ふと、江が頰を赤らめる。

「上官様は、斎の恋こい人びとを知っているか？」

　唐とう突とつな質問に面めん食くらったのは自分だけではない。怪け訝げんな顔になる斎と顔を見合わせると、江はすまなそうに鼻の頭を搔いた。

「さっき、見えた。痕あとが、いっぱい」

「いっぱい？──あ」

　斎が、素す早ばやい動きで両手を首元へやった。

「こ、これは……その、虫に、刺さされ──」

　冬に虫刺されとは苦しい言い訳だと斎自身わかっているのだろう、途と中ちゆうであきらめ、項うな垂だれる。

　江がいなければ、思いきり責められたにちがいない。璃王は降参の証あかしに両手を上げた。

「あー……まあ、知っているよ」

　視線で謝りながら江にそう返すと、彼は一歩前に出て距きよ離りを詰つめてきた。

「いい奴やつか？」

　なにを言わんとしているのか、江の意図に気づく。江は、友人である斎の恋人がどういう人間であるのか、案じているのだ。

　裏表のない性格の斎だからこそだろう。

「いい奴かどうかはわからないが、彼はとても斎を大事に思っているよ」

　この一点だけは確かだ。それしかないと言ってもいい。

　自分が手を伸のばさなかったら、欲しがらなかったら、いま頃ごろ斎はもとの世界で両親や友人に囲まれて愉たのしく過ごしていたかもしれないと思ったことは一度や二度ではないし、そういう意味では、自分はいい奴とは言えないだろう。

　なにしろこうなってよかったと、自身の幸福を嚙かみ締めている。両親や友人たちから斎を奪うばったことに後こう悔かいどころか罪悪感すらない。

「愛してるか？」

　これには、迷わず頷いた。

「心から」

　斎が小さく舌打ちしたのが聞こえた。唇くちびるが尖とがるのが見え、その姿が愛いとしくて、抱だき締めたくなる衝しよう動どうを抑おさえるのに骨が折れた。

「なら、いい」

　江のその言葉を最後に、斎とともに帰路につく。てっきりすぐに責められるものだとばかり思っていたが、意外にも斎は無言だった。

　城へと馬を走らせる間も黙だまっている。機き嫌げんを損そこねたかと、城に着いてから向き合ったのに、ここでもふいと躱かわされてしまった。

「別に不機嫌じゃないです。砂埃で頭がじゃりじゃりするのが不快なだけ」

　一言で離はなれていこうとする斎を捕つかまえ、抱き上げる。

「ちょ……」

「私も砂だらけだ。一いつ緒しよに湯ゆ浴あみをしようか」

　もとより湯浴みが目的ではない。

「いまから？」

　この誘さそいは意外だったらしい。

「政務も大事だが、プライベートもおろそかにはできないだろう？」

　斎が上うわ目め遣づかいのおねだりに弱いと承知で、使う。斎が思案のそぶりを見せたのは、わずかな間だった。

「恵佳さんに怒おこられますよ」

「仕事の区切りはついてる」

「でも、徐寧が」

「私がねだったと言っておこう」

　短いやりとりのすえ、ようやく望む答えが聞けて離れへと向かう。善は急げ、だ。機嫌をとるなら後回しにしないほうがいいし、一刻も早く仲直りしたかった。

　そこにはすでに後宮はない。側そく妾しようたちはそれぞれ里へ帰し、後宮の跡地に小さな離り宮きゆうを造った。

　自分と斎、ふたりの住居だ。

　斎を抱きかかえたまま離宮に入り、浴室へ直行する。斎の衣服を脱ぬがせるのは、どんなときであろうと自分の役目だった。

「シャワーって、つくづく便利なものだったんだって思うね」

　ふたりきりになると、斎の口調が変わる。表情にも素が表れ、璃王自身も皇こう帝ていからただの遠山祥吾に戻もどった。

「確かにそうだが、私はどちらかといえば浴よく槽そうが好きだ」

　身に着けていたものを脱ぎ捨て、砂すな埃ぼこりを洗い流す。

　先に湯に浸つかった斎が、口くち許もとを歪ゆがめた。

「それって、密着できるからとか、ベタなこと言う？」

「言うし、実行するな」

　さっそく行動に移す。浴槽に身を沈しずめると、背後から抱き寄せた。

「そろそろ機嫌を直してくれないか」

　肩かた口ぐちやうなじにキスしながら乞こうと、

「だから、不機嫌なんかじゃないって言ってるだろ」

　語気も荒あらく返ってくる。言葉どおり斎の頰は赤らんでいて、そういうことかと胸を撫なで下ろした。

　存外、斎は恥はずかしがりやだ。

「てっきり、江に勝手なことを言ったからかと」

「確かに勝手。俺じゃなくて、江に言うんだもんな」

「ああ」

　なんて間ま抜ぬけなのだろう。いまさらながらに自身の迂う闊かつさが厭いやになる。

　勝手と言われても一言も言い返せない。楡にれの木の前で誓ちかったことで安心しきってしまい、肝かん心じんなことを失念していた。

「そうだった。ふたりだけのときに告げるべきだった」

　一度そこで言葉を切った祥吾は、耳じ朶だに唇を触ふれさせ、ありったけの想おもいを込めて告白する。

「きみを、心から愛してる」

　と。

　見る間に斎の頰ほおは真っ赤に染まり、くそっと毒づくや否いなや、ひとり先に浴室を出てしまった。

「斎」

　呼び止める間もない。

　またなにか失敗したかと慌あわてて追いかけていくと、斎は薄うす衣ぎぬ一枚の姿で寝しん台だいの前に立っていた。

「俺、思ったんだけど、案外甘えたがりなところは祥吾のもともとの性格だよな。璃王のときはもっと理性的。どっちもとか、ずるいだろ」

　口早に捲まくし立てられ、

「すまない」

　と謝る。が、ますます斎は渋じゆう面めんになった。

「なんで立ったままなんだよ。やらないんだ？」

「──しかし」

　しばらくお預けと言ったのは、斎だ。先日、もう無理だと泣いた斎を宥なだめすかし、押さえつけ、さらなる情交を強しいたのは自分なので、甘んじて受け入れるしかなかった。

　とはいえ、自分にも言い分はある。

　一度別れを決意せざるを得なかったことが影えい響きようしているのか、斎を前にすると理性が吹ふき飛ぶ。いま、こうして自分の腕うでの中にいることが奇き跡せきに思え、歯止めがきかなくなるのだ。

　奪っても奪っても、なお欲しくなる。

「しないんならいい」

　寝室を出ていこうとする斎の腕を摑つかまえ、引き寄せる。性しよう懲こりもなく、少し潤うるんだように見える黒い瞳ひとみで見つめられただけで、理性など脆もろくも崩くずれ去った。

　どうしようもない。

　あきらめの吐と息いきをついた斎の肩口に、唇を寄せた。

「わかってるだろう？　私は、いつも斎に触れたい」

　熱を持ち始めた中心を腰こしに押しつけた。斎が小さく声を上げたことに気をよくして、胸に手を這はわせる。

　一方の手は胸に残したまま、もう一方を腹へと滑すべらせていき、そこからさらに下へやると薄衣の上から中心に触れた。

「……ぅん」

「──斎」

「うるさい。しょうがないだろ」

　今日は失敗続きだ。間抜けなうえに鈍にぶいなんて、恋こい人びととしては失格だろう。

「気づかなくて、悪かった」

　耳元で囁ささやき、斎のものを手で包み込む。触れる前から斎のものは勃たち上がり、蜜みつを滲にじませていた。

　手でなぞっただけで、薄衣が濡ぬれるほどに。

「……祥吾が、最近、忙いそがしかったから」

　小さな声でそう言った斎に、ごめんと謝る。斎が眠ねむってからの帰宅が続いていたのは事実で、いまこうして抜け出したのも自分が我が慢まんできなくなったという単純な理由からだ。

「斎。してみてもいいか。痛くなったら、すぐにやめるから」

　肩口で乞うと、斎の身体からだが緊きん張ちようで硬かたくなったのがわかった。やはり無理かと撤てつ回かいしようとした祥吾だが、

「厭なわけ、ないし」

　ぎゅっと腕を摑まれ、強く抱き締しめた。

　斎が戻ってきてから何度も夜をともに過ごしてきて、満足もしているけれど、先へ進みたいという欲望が抑おさえられない。

　斎の内側へ挿はいって、深い場所で繫つながりたい。そう思うのは至し極ごく自然な感情だった。

　ただ、これまでも数回試ためしてきたものの一度もうまくいっていない。斎に苦痛を与あたえてまで欲求を通すつもりはないし、自分自身がそんな姿を見たくなかった。

　いや、何度も試しているという時点で無理を通しているも同然だろう。

　もう一度、すまないと謝ってから薄衣を肩から滑らせ、斎を裸はだかにした。

　体勢を変えて口づけながら、滑なめらかな背中に手を滑らせる。そのまま腰を抱だき上げると、寝台に横たえた。

　隙すき間まなく肌はだを密着させると同時に、口づけも深くする。舌で唇くちびるを解かせ、そのまま口中へ入り、互たがいの吐息まで共有していった。

「ふ……うぅ、んっ」

　少し苦しげにも聞こえる小さなあえぎに、たまらない気持ちになる。唇だけでなく、身体じゅうどこもかしこもキスして、いっそすべて奪うばいたい衝しよう動どうに駆かられる瞬しゆん間かんだ。

　自分のなかにこれほど激しい情動があると、初めて知ることにもなった。

　くらりと眩暈めまいを感じた祥吾は、上うわ顎あごを舌先ですくってから欲望に任せて顎から喉のど元もとへ、唇を滑らせる。

「あ……また、痕あとがつく」

　抗こう議ぎされて痕を残すのは我慢したものの、そのぶんじっくり味わった。

　火傷やけどの痕にも口づける。

「あ、あ……っ」

　どうやら過か敏びんな場所のようで、斎の声が一ひと際きわ高くなった。　>>>♥

　──乳ち首くびが三つあるみたいで、不利だ。

　以前斎がそう言ったことがあったが、少しでもよくなってほしいと思っている自分にしてみれば喜ばしい事実でしかない。

　丹たん念ねんに愛あい撫ぶし、斎の声に嗚お咽えつが混じるまで続ける。

「祥吾……祥吾」

　譫うわ言ごとみたいに自分の名前を呼んでくる斎の声が聞きたいからだと言えば、きっと厭がられるだろうが。

　胸の尖とがりも舌ですくい、口に含ふくむ。

「祥……それ、や……」

　髪かみを引っ張られたけれど、明らかに感じている声に後押しされ、小さな乳首を愛撫しつつ手で斎の中心に触れた。

　とろとろとあふれてくる蜜を砲ほう身しんに塗ぬり込めるように動かしているうち、いくらもせずに、いく、と斎が訴うつたえてきた。

「いいよ」

　胸むな元もとで促うながす。斎の身体がしなり、直後、手の中の斎自身から絶頂の証あかしがあふれて指の間から手首まで伝わった。

「あぅぅ、ん」

「そのまま、じっとしてて」

　息が整うのを待たずに、濡れた指を後ろへ滑らせる。入り口に触れた途と端たんに手首を摑まれたので、てっきり中断したいのかと思えば、そうではなかった。

「俺も、したいから」

　その一言とともに下か肢しに触れてきた斎に、息を吞のむ。両手で包み込まれ、やわらかく上下され、心ここ地ちよさに背筋が痺しびれた。

「いい？」

「ああ、すごく」

　そう答えると、手が離はなれる。するりと下から抜け出した斎は、

「もっとよくなって」

　自身が上になる格好で、そこに頭を沈しずめてきた。

「斎──」

　熱い口中に包み込まれ、呼吸が乱れる。つたない舌の動きにかえって性感を煽あおられ、このまま激しく突つき入れたい衝動を懸けん命めいに耐たえる。

　胸を喘あえがせながら、斎の髪に手を差し入れた。

「無理しなくて、いいのに」

「無理なんか、してない。いつだって、俺は祥吾としたいし、気持ちよくなってほしい」

　なんて言葉だ。これ以上の誘さそい文句はない。

　たまらず斎の頭を引き寄せ、喉のどの奥に飛ひ沫まつを叩たたきつけた。

　それでも昂こう揚ようはおさまらず、咳せき込む斎の脚あしを開かせる傍かたわら何度目かの謝罪をする。

　ふたたび頭をもたげている性器を無視して後こう孔こうに指で触ふれると、たっぷりの香こう油ゆで濡らしてからもぐりこませていった。

「あ、あ……祥、悟」

　斎の内部はやわらかく、しっとりと指を迎むかえ入れる。

　ここに挿ったときはどれほどいいか。そのときの快感を想像すると気がはやり、強ごう引いんに推おし進めたくなる欲求と戦わなければならなかった。

　時間をかけて緩ゆるませ、奥まで開かせる。内ない壁へきを撫なで、性感帯を探さぐり当ててそこばかりを擦こすり立てた。

「あ、そこ、や……いい……また、出そう」

「自分でするのは駄だ目めだ」

　自身の性器に手を伸のばすのを禁じ、指でいくことを強要する。

「やだ……あぅ」

「大だい丈じよう夫ぶ。前もできた」

　何度も経験しているのにまだ慣れないようだが、構わず追い立て、二度目のクライマックスへと導く。

　すすり泣きながら達し、絶頂の余よ韻いんに弛し緩かんする身体にキスをした祥吾は、はやる気持ちを抑えながら瘦そう身しんを返した。

　が、当の斎がそれを厭いやがる。

「このままで、いい」

「でも」

　少しでも負担をかけたくない。そう言っても、首を横に振ふる。

　斎は気き恥はずかしげに視線をそらすと、思いも寄らなかったことを話し始めた。

「本当は痛いのなんてぜんぜん平気。それより途と中ちゆうでやめられるほうが厭なんだよ。俺だって最後までしたいと思ってる。だから、今日は俺が痛がってる顔とかも全部見ててほしい。痛くてもやめたくないって、きっとわかるはずだから」

「──斎」

　敵かなわないと思うのは、こういう瞬間だ。いつもまっすぐで、強く、自分のすべてを受け入れてくれる斎に敵うはずがない。

「斎」

　愛するひとと巡めぐり合えた自分の幸運に感謝の念すらこみ上げてきた祥吾は、謝る代わりにありがとうと言い、正面から抱き合った。

「あ……」

　指で解いた場所を、今度は自身で開かせる。額に汗あせを浮うかべ、歯を食い縛しばりつつも斎の瞳ひとみには自分が映っていて、そのことが単純に嬉うれしかった。

　いつもこういう目で見ていてくれたのか、と。

　熱く潤うるんだ双そう眸ぼうに、はっきりと情愛が感じられた。

「斎」

　唇にキスをくり返しているうち、ふっと斎の表情がやわらぐ瞬間があった。そのタイミングで身体を進めると、あたたかい内部が緩み、やわらかく包み込んでくれたのを感じた。

「あぁ」

　それどころか誘われているような気がして、深い場所まで進む。

　想像したとおり、いや、想像していた以上の愉ゆ悦えつに脳天まで痺れた。

「祥吾……すご……いっぱい」

　斎が自分の腹へ手をやる。苦しいだろうに、胸を喘がせながらも笑みを浮かべる彼が心から愛おしかった。

「ありがとう。嬉しい」

　幾いく度どとなく名前を呼び、口づけを交かわす。

「祥……あ、うぅ、ん」

　斎が応こたえてくれる、それだけで身体からだじゅうに悦よろこびが満ちていった。過去には運命を呪のろったことすらあったのに、いまの幸せはすべて斎がくれたものだ。

「きみが好きだ」

　噓うそ偽いつわりない、心からの吐と露ろだった。

　これほど他人を深く想おもえる日がくるとは、祥吾自身考えてもいなかった。斎と出会う前の生活がいかに無む味み乾かん燥そうとしたものだったかを実感する。

「俺……も」

　そして、同じ言葉を返してくれることを誇ほこりに思えた。

　やわらかく締めつけられて、じっとしていることは難しい。

「つらかったら言って」

　といっても、途中でやめられるかどうか。ごめんと先に心中で謝ってからゆっくり身を退ひくと、すがりつくような動きで引き留められ、脳天が痺れるほどの心地よさに襲おそわれる。

　吐と息いきを震ふるわせた祥吾は、ふたたび奥まで埋うめていった。

「あ、あぅ……しょ……ご」

　自分の動きに合わせて、斎の目め尻じりにたまった涙なみだがぽろりとこぼれる。可か哀わい想そうだと思うのに、額に浮かんだ汗や紅潮した頰ほお、潤うるんだ瞳に性感を煽られるのだ。

「斎──すごく、いい」

「よか……た」

　苦しいはずなのにほほ笑えむ斎に熱く口づける。どれほど自分が大切に思っているか伝えたい一心で手を重ね、しっかりと指を絡からめた。

「あ」

　ふと、斎が睫まつ毛げを瞬またたかせた。

「待……っ、あ、そこ……」

　指で探し当てていた場所を押し上げたとき、明らかにそれまでと反応が変わる。斎はどうやら戸と惑まどっているのか、かぶりを振ったが、自分にしてみればむしろ逆効果になった。

「ここ？」

　執しつ拗ようにその場所を刺し激げきする。

「あ、あ……やぁ」

　途端に斎の声は甘さを増し、自分を見てくる瞳にもはっきりと愉悦の色が滲にじみ始めた。同時に、体内にも変化が起こる。　>>>♥

　舐なめるような動きで絡みついてくる内壁を味わって、どうして平静でいられるだろう。理性も思考も欠片まで吹き飛んだ。

「斎……斎」

「祥……ぅんっ。あぁぁ」

　いっそう脚を開かせ、肌はだを密着させてそこばかりを責める。繫つながった場所が立てる濡ぬれた音もスパイスになり、止めることはできなかった。

「も、い……く」

　斎がすすり泣きながら訴うつたえてくる。

「ああ。一緒に」

　ここまでくれば、他ほかのことはなにも考えられない。口づけを交わしながら奥深くに腰こしを突つき入れ、とろとろとひっきりなしに蜜みつをこぼしている斎のものを腹で擦り立てて同じ場所を目指すだけだ。

「──斎」

　たいして時間は必要なかった。愛いとしい身体に包み込まれ、ひとつになった充じゆう足そく感かんのなかでほぼ同時に達した。

　目が眩くらむほどの絶頂に、その瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になったのだ。

「すごく、よかった」

　頰や肩かた口ぐちに唇くちびるを押し当てる。

「……うん」

　だが、とろりとした視線を向けられてしまい、息が落ち着くのを待てなくなった。一度愛しいひとの身体を手に入れると簡単には離はなれられず、結局、斎が意識を手放すように眠ねむりにつくまで欲しがってしまい──自分自身に呆あきれるような有り様だった。

　だが、仕方がない。

　自分のような男を許す斎にも責任がある。甘えたがりとわかってどこまでも甘えさせるのだから、図に乗らないほうがどうかしているだろう。

　あきらめてくれ。

　そう呟つぶやいた祥吾は斎の瞼まぶたに口づけて目を閉じる。このうえなく満たされた心地で愛しいひとを抱だいて眠りについた。

　が。

「お休みのところ申し訳ありません」

　目覚めも同じ、とはいかなかった。無理やり恵佳に起こされ、渋しぶ々しぶ応じるはめになった。いったい何事かと思えば。

「城の前にシェンが──」

　常に沈ちん着ちやく冷静な恵佳が慌あわてるのも無理はない。シェンが人々の前に姿を見せること自体、異例のことだ。

　しかも、話はそれだけではなかった。

「どこで拾ったのか、赤子を咥くわえてます」

「赤子？」

　どういうことだ？

「人間のか？」

　これには、恵佳が硬かたい表情で頷うなずく。

　予想外の報告に戸と惑まどっていたのもつかの間。

「会いにいこう」

　すでに身み支じ度たくを整えた斎が、玄げん関かんに姿を見せた。すぐに同意し、祥吾も手早く着き替がえをすませて恵佳の案内でシェンのもとへ馬で向かう。

　城の者たちが遠巻きにするなかへ入っていくと、確かにそこにはシェンがいた。

　シェンは自分と斎を待っていたかのように、口に咥えていた赤子を地面に下ろし、すぐに飛び立っていく。

　これはいったいどういうことなのか。捨て子を見つけたシェンが、放ほうっておけずに運んできたというのか。

　布に包まれた赤子を見下ろし考えていると、斎は迷わず抱かかえ上げた。

「この子を助けてほしいってことかな」

　黒々とした瞳で赤子は一心に斎を見つめる。赤子に注ぐ斎のまなざしも優やさしい。会ったばかりだというのに、ふたりの間にあたたかな空気が感じられた。

　その様子を前にして、確信する。やはりシェンは待っていたのだ。斎なら助けてくれると判断したにちがいない。

「可愛かわいいな」

　斎に倣ならい、赤子を覗のぞき込む。

「しかもシェンに連れられてきたっていうのに泣かないとは。なかなか肝きもが据すわっている」

　ふっと頰を緩めたとき、赤子が小さな手を伸ばしてきた。かと思うと、大きな声で泣き始める。

　なんて力強いのか。眩まぶしいほどの生命力にあふれている。

　斎もそう思ったのだろう。

「この子にミルクあげていい？」

　そう聞いてきた顔には、赤子への期待と希望が見て取れた。

「そうだな。腹をすかせたままでは可か哀わい想そうだ」

　恵佳が渋い顔をしたのも、同じ理由からだろう。恵佳の立場ではそれも致いたし方ない。

　とは思ったものの、気づかないふりを決め込み、赤子を抱いた斎と並んで離れへ向かいながら、一度目線を上へと向けた。

　遥はるか上空、雲の隙すき間まにシェンの姿が見える。どうやら赤子の行く末を案じているようだ。

　祥吾は覚えず吹ふき出していた。

　なにしろ、一いつ瞬しゆんにしてシェンと斎の心を奪うばった子だ。そのうち恵佳やみなを虜とりこにするにちがいない。

　将来大物になるな。

　もはやそれは予感ではなく、確信だった。











あとがき






　こんにちは。初めまして。

　もう二○一八年だという事実に震ふるえている、高たか岡おかミズミです。

　ルビー文庫さんで書かせてもらうのって久しぶり、と思いましてちょっとチェックしてみましたら、二○○五年以来、じつに十三年ぶりということにいろいろな意味で驚おどろきました。

　そんなたってたんだ、って。

　いえ、当然かもしれません。なにしろあと二年すれば東京オリンピックです。

　七年後とか言っていた頃ころが懐なつかしいですし、瞬まばたきしている間に五年たったような気がして恐きよう怖ふすら感じていますよ。

　ただ、せっかくまたお声をかけていただいたというのに、私自身がひどい有り様で……担当さんには多大なご迷めい惑わくをかけてしまって謝っても謝りきれません。

　幾いく度どとなくあきらめかけた本作が日の目を見ることができましたのは、お尻しりを叩たたいてくださった担当さんのおかげです。

　本当にありがとうございました。

　制作秘話を書こうものなら泣き言だらけになってしまうのですが、なにをそんなに苦労したのかと改めて考えてみても、なぜだかよくわからないというのが正直なところです。

　となると、心身の問題かな、とも。

　それなりに歳としを重ねていくといろんなことがありますしね。そんななか、こうして本を出していただけるのは本当にありがたいと、改めて実感しました。

　さて、そんな本作ですが、鈴すず倉くら温はる先生がイラストを担当してくださいました。ラフを拝見しましたが、格好よくて可愛くて素す敵てきで、できあがりを拝見するのがとても愉たのしみになりました。

　鈴倉先生、ありがとうございます。

　そして、この本をお手にとってくださった皆みな様さまにも心からの感謝を捧ささげます。読んでくださる方のおかげで、十三年ぶりのルビー文庫上じよう梓しとなりました。

　よぼよぼしつつも気を引き締しめて参りますので、これからもおつき合いいただけると嬉うれしいです。

　二○一八年、よい年になるといいですね。

　それではまた。どこかでお会いできることを祈いのりつつ。





高岡ミズミ
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